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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章　姉弟再会







　──アスタリスク中央区治療院、地下区画。

　その無機質な通路を進んでいると、右隣を歩くユリスがぽんと綾あや斗との背中を叩たたいてきた。

「どうした、おまえにしては珍しく緊張しているようだが」

　言って綾斗の顔を覗のぞき込み、悪戯いたずらっぽく笑ってみせる。

「そ、そうかな……？」

「確かに、身体からだが硬いっぽい」

　と、今度は左隣を歩いていた紗さ夜やが綾斗の尻しりをがばっと揉もんできた。

「うわっ！　ちょ、ちょっと紗夜……！」

「そんなガチガチだとハル姉が心配する」

　目を細める紗夜の声は、どこか優しい。

「まあまあ、お二人とも。綾斗だって久しぶりにお姉様とお会いになるのですから、緊張もされますよ」

「で、ですけど、本当によろしかったのでしょうか……？　そんな大事な時間に、わたしたちも同席させていただけるなんて……」

　振り向けば、一歩後ろを付いてくるクローディアと綺き凛りんは対照的な表情だ。クローディアはいつも通り余裕の笑え顔がおで、綺凛は綺凛でこれもまたよくそうしているように不安そうに眉まゆを寄せていた。

　本来この区画は関係者以外立ち入ることはできないのだが、今回は特例ということでヤン・コルベル院長からユリスたちを同行させる許可をもらっている。

「大丈夫だよ、俺としても姉さんにみんなを紹介しておきたいしね」

　綾斗がそう言ってから視線を戻すと、突き当たりの扉の前には星猟警備隊シヤーナガルムの制服を着た妙齢の女性が二人、直立不動のまま微動だにせず立っていた。さすがヘルガ・リンドヴァル警備隊長が信頼しているというだけあって、その佇たたずまいにも隙すきがない。一目で相当な実力者だとわかる。

「……ふむ、警備は万全のようだな」

　ユリスも同じことを考えていたようで、綾斗はその言葉にうなずいた。

　ジュネーブの大型万応素加速器マナコライダー実験施設で、《大博士マグナム・オーパス》ことヒルダ・ジェーン・ローランズが遥はるかに施された禁獄の能力を解除してから五日。綾斗たちもモニター越しに一いつ旦たん目を覚ましたところを確認したのだが、遥はすぐにまた意識を失ってしまった。もっともヒルダの医療スタッフの診断ではただの星辰力プラーナ切れらしく、能力解除自体は問題なく成功しているとのこと。

　そこで一ひと先まず治療院へと戻すことになったのだが、多重クレーター湖上に浮かぶ水上空港へ着くなり綾あや斗とたちを出迎えたのは警備隊員を引き連れたヘルガだった。さすがに少し面めん食くらったものの、聞けば遥はるかは《蝕武祭エクリプス》関連の重要な参考人でもあるそうで、ヘルガの一存で警備を付けることになったという。

　そして、治療院の院長であるヤン・コルベルから遥が再び目覚めたと連絡があったのが昨晩のことだ。

「ええっと、姉に面会したいのですが」

「少々お待ちください」

　綾斗がそう話しかけると、警備隊員は表情を変えることなく空間ウィンドウ越しに室内と連絡を取り、すっと脇わきへと退いた。

「どうぞ」

　ごくりと一度唾つばを飲み込んでから、扉を開く。

　床も壁も真っ白なその部へ屋やはさほど広くもなく、奥の壁際に置かれたベッド以外には特段見るべきようなものはなかった。

　もっとも、どのようなものがあってもそれが綾斗の目に入ることはなかっただろう。

　綾斗の視線はベッドの上で半身を起こした姉の──その七年ぶりに見る笑え顔がおに吸い込まれていたからだ。

「──いらっしゃい、綾斗」

　綾斗はその懐かしい声に反射的に口を開きかけたが、しかしすぐには言葉を紡ぐことができずに小さく唇を動かした後、短く息を吐き出してから、力の抜けた笑顔で応えた。

「久しぶり、姉さん」

　薄い青色の病衣をまとった遥は、本当に七年前と何も変わっていない。

「んー、あたし的にはそんな久しぶりっていう感じはないんだけどね」

　遥はそう言って困ったように苦笑する。

　確かに七年間眠っていた（より正確に言えば時間の流れから隔離されていた）遥にとっては、綾斗と別れたのもそれほど昔という感覚ではないのだろう。

「それなのに、いきなり綾斗が大きくなっちゃってるから、むしろそっちがびっくりだよ」

「あっ、そうか……」

　遥は七年間時が止まっていたようなものだが、当然綾斗はその間も年を取り成長している。遥があの頃のままだとするならば、今ではある意味綾斗のほうが年上なのだ。

「でも、それでよくすぐに俺だってわかったね」

「えー、そんなの当たりまえでしょ。お姉ちゃんだもん」

　遥はむっとした顔で頰ほおを膨らませると、おもむろにベッドを降りようとした。

「ちょ、ちょっと姉さん！　まだ起きたら……！」

「平気平気、それともあたしがそんなに弱ってるように見える？」

　慌てて駆け寄る綾あや斗とだが、実際遥はるかの足取りはしっかりしている。通常長期間寝たきりになっているとどうしても身体からだが衰えてしまうものだが、自らの能力によって眠っていたせいかそういったこともないようだ。

「あーあ、ついに背も追い抜かされちゃったか」

　綾斗の前に立った遥はそう言って、僅わずかに見上げてくる。

　それは綾斗にとって初めての経験で、初めての景け色しきだった。

　姉を見下ろすというのは。

「あっ、そうだ……！　姉さん、これ」

　綾斗はポケットからケースに入れておいた眼鏡めがねを取り出すと、遥に手渡した。ブラックフレームのオーソドックスなその眼鏡は、以前紗さ夜やが《蝕武祭エクリプス》の会場跡地から持ち帰ってきてくれた物だ。

　受け取った当時はレンズは割れてフレームも曲がっていたが、修理は済んでいる。

「わっ、よかった。やっぱり借り物の眼鏡だといまいち慣れなくて」

　遥はそう言って、今までつけていた眼鏡とそれを交換する。

「うん、やっぱりこれがしっくりくるかな」

「うん、俺も同感だよ」

　やはり遥にはこの眼鏡が一番似合う。

「ね、綾斗。もっとよく顔を見せて」

　遥はそんな綾斗の頰ほおにそっと手を伸ばすと、優しく微笑ほほえんだ。

「姉さん……？」

「……いろいろ聞いたよ。あたしを助けるために、一生懸命がんばってくれたんだってね。ありがとう、綾斗」

　その言葉は、綾斗は胸の中にすっと染しみ込むように響いた。

　同時に、綾斗は改めて悟る。

　いくら背が伸びても、たとえ剣の腕で上回るようなことがあったとしても、それでも綾斗は決して遥には敵かなわないのだろう。

　綾斗にとって遥とは、そういう存在なのだ。

「それで……そろそろあちらのお嬢さんたちを紹介してもらえるかな？」

「あっ」

　言われて視線を部へ屋やの入り口に向ければ、ユリスたち四人がどこか少し困ったような笑え顔がおでこちらを見ていた。

「……ハル姉、元気そうでよかった」

　その中の一人、左端に立っていた紗夜が遥に向かってぐっと親指を立てる。

「おかげさまで。紗さ夜やちゃんは益ます々ます美人さんになったね」

　遥はるかも同じようにサムズアップを返しながら、ぱちりと片目をつむった。

「おお、さすがハル姉は見る目がある。……綾あや斗とは再会した時、昔のまんまとか言っていたけど」

　うんうんと満足そうにうなずいた後、ジト目で綾斗を睨にらむ紗夜。

　まさか二年前のことをまだ根に持っていたとは。

「あー、私は……」

「──《鳳凰星武祭フエニクス》で綾斗とタッグを組んでくれたユリスさん、でしょ？　リーゼルタニアの王女様で、すごく綺き麗れいな炎の力を使う《魔女ストレガ》の女の子。きっとあなたの心が綺き麗れいだからなんだろうね。綾斗がいろいろとお世話になったみたいで、ありがとう」

「えっ？　あ、いや、そんな……」

　口を開きかけたユリスに先んじて、遥がぺこりと頭を下げる。

「そのお隣の子が《獅鷲星武祭グリプス》でチームの代表だったクローディアさんね。綾斗を特待生として星せい導どう館かんに招いた生徒会長さん。えっと、《パン＝ドラ》だったっけ？　少しおっかない純星煌式武装オーガルクスの使い手」

「あらあら、よくご存ぞん知じで」

　クローディアは頰ほおに手を当て、軽く一礼。

「それから刀とう藤どう流のご息女、綺き凛りんさん。まだ若いのに、今のアスタリスクでは最高峰の剣士の一人って聞いてるよ。あたしも剣術には少し覚えがあるから、いつかお手合わせをお願いしたいな」

「そ、そそそそんな……！　きょ、恐縮です……！」

　綺凛は顔を真まっ赤かにして、深々とお辞儀をする。

「あ、わざわざ来てくれたのに立ち話もなんだよね。ほらほら、座って座って」

　そう言って遥が手元の空間ウィンドウを操作すると、何もなかった床から長方形の椅い子すが迫せり上あがってきた。

「……紹介してとか言っておきながら、随分と詳しそうだね」

「ふふっ、言ったでしょ？　いろいろ聞いたって」

　綾斗が一番手前の椅子に腰を下ろしながらそう訊たずねると、遥もベッドに戻りながらからかうように目を細める。

「で、もしかしてこの中に綾斗の彼女さんがいたりするのかな？　だったらあたしも姉として、ここは一つびしっとご挨拶をしておかないと」

「なっ!?」

　いかにも軽い口調でそう言った遥に、綾斗だけではなくユリス、紗夜、クローディア、綺凛の四人も同時に固まった。

　それを見た遥はるかも一瞬きょとんとした表情を浮かべた後、しまったとばかりに口に手を当てる。

「あっ……！　ごめんなさい、あたしてっきり……。ひょっとして、余計なことを言っちゃった？」

　恐る恐る確認するかのように遥が綾あや斗とを見てくるが、綾斗としてはなんとも答えようがない。

「あー、いや、それはその……」

「そのあたりには関しては、私たち全員が目下絶賛鍔つば迫ぜり合あい中でして」

　そこへすっと入ってきたのはクローディアだ。

「ま、待て、クローディア！　何を勝手に……！」

　顔を真まっ赤かにしたユリスが食って掛かるが、クローディアはそれを片手で制しながら笑え顔がおで続ける。

「遥さんにおかれましては、どうぞ温かく見守っていただければと」

「ははぁ、なるほどなるほど」

　遥は腕組みをしながらうんうんと何度も頷うなずくと、意味深な視線を綾斗に向けた。

「やるじゃない、綾斗。まさか自分の弟がこんなにモテモテだなんて、お姉ちゃん嬉うれしいぞ」

「……姉さん、もうそれくらいで勘弁してくれるかな」

「あら、照れちゃって。しかしそっかぁ、綾斗もそういう年頃になったんだねえ」

「お姉ちゃん！」

「ふふっ、ごめんごめん」

　綾斗が泣きそうな顔でそう言うと、遥は苦笑しながら軽く手を合わせる。

「そ、それにしてもあれだな。綾斗も姉君の前では、存外に子どもっぽいのだな」

　こほんと咳せき払ばらいをして、ふいにユリスがそんなことを言った。

　どうやら話題を変えたいようだったが、それは綾斗としても願ってもない。

「そ、そうかな？　自分じゃあんまりわかんないけど……」

「いや、それは正せい鵠こくを射ている。昔から綾斗はハル姉の前だと結構な甘えん坊さんだった。人の本質は簡単には変わらない」

　すると紗さ夜やがそんなことを言い出して。

「そういえば、ご実家に戻られた時の綾斗先輩も、普段よりはなんというか、こう、感情的というか……」

　綺き凛りんまでもがそれに乗っかってきた。

　あまつさえ。

「うふふ、気になさらずとも大丈夫ですよ。むしろそういう綾斗も魅力的です」

　クローディアがさも楽しそうに煽あおってくる。

「いや、だからみんなもさ……」

「ぷっ……！　あはははは！」

　その見事な連係攻撃に綾あや斗とは思わず頭を抱えそうになったが、そこで堪こらえきれなくなったかのように遥はるかが噴き出した。

「ね、姉さん……？」

「あはっ、ごめんね。ちょっと安心しただけ。あたしがいなくても、こんな素敵な仲間が綾斗の側そばにいてくれたんだって。やっぱり話を聞いただけじゃ、人柄まではわからないもんね」

　遥はどこか嬉うれしそうにそう言って、目の端に浮かんだ涙を指で拭ぬぐう。

「そうだ。ところでさっきからずっと気になってたんだけど、話を聞いたって一体誰から……」

「──私だ」

「っ！」

　その瞬間、突然部へ屋やの隅から発せられたその声に、綾斗たち五人は思わず腰を浮かしかけた。反射的に視線を向ければ、そこには壁に背を預けるようにして一人の女性が立っている。

「ヘルガ隊長……!?」

「ああ、いや、すまない。驚かせるつもりはなかったのだが、久しぶりの再会に水を差すのもどうかと思ってな」

　アスタリスク史上最強の名称を半世紀にわたって維持してきた警備隊長は、苦笑しながらそう謝った。どうやら最初からずっとそこにいたらしい。

　いくら遥に注意がいっていたとはいえ、まさか今の綾斗が──のみならず、《獅鷲星武祭グリプス》を制したチームの誰一人としてその気配に気が付かなかったとは。

　……というか、そうなると今までのやり取りも全部見られていたことになるわけで、それはそれで恥ずかしい。

「今日はたくさん検査があったんだけど、ヘルガさんはずっとそれに付き合ってくれてね。その間にいろいろとあたしが眠っていた間のことを教えてくれたんだよ。《星武祭フエスタ》の映像を見せてくれたり、ね」

「そうでしたか……ありがとうございます」

「なに、礼には及ばない。検査に付き合ったのは護衛の一環だし、事情を聞こうにも今の状況を把握しておいたほうがよかろうと判断したまでだ」

　綾斗が礼を述べると、ヘルガはそう言って片手でそれを制した。

「ですが……当時の事情を聞かれるのでしたら、むしろそういった情報はノイズになるのでは？」

　クローディアの声には怪け訝げんそうな色が滲にじんでいたが、確かにそれは一理ある。人間の記憶は不確かなもので、新しい情報は本人も自覚していないところで過去の記憶に影響を与えかねない。

「通常ならばそうだろう。だが、今回に限ってはあえてそうさせてもらったのだ。何しろ《蝕武祭エクリプス》の関係者には精神干渉能力を持った者がいるようだからな。彼女の記憶になんらかの干渉が行われている可能性もある」

「……」

　一瞬、綾あや斗ととクローディアの視線が交差する。

　言うまでもなく《ヴァルダ＝ヴァオス》のことだろう。

　現在綾斗とクローディア、そしてシルヴィアの三人は統合企業財体銀ぎん河がと手を結んだ上で、そのヴァルダが所属していると思われる金きん枝し篇へん同盟なる組織の情報を探っている。ただしこれは銀河の暗部に関かかわる案件であるため、他言無用が条件だ。いくら警備隊であろうとも……いや、むしろ警備隊にこそ明かしてはならない秘密だった。

　正統な捜査機関である警備隊に協力を求めたいのは山々ではあるものの、現状それは難しい。綾斗自身はヘルガの能力にも人柄にも信頼を置いているだけあって情報を隠すことに後ろめたさを感じてしまうが、ことが綾斗一人の問題ではない以上どうすることもできなかった。

「記憶に干渉？　精神干渉能力の持ち主だとして、《星脈世代ジエネステラ》を相手にそんなことができる者が……いや、まさか」

《魔女ストレガ》であるユリスはさすがに理解が早い。

「そうだ。我々はその能力者は純星煌式武装オーガルクスの使い手だと判断している。先の《獅鷲星武祭グリプス》決勝戦の前夜、天あま霧ぎり君を襲った《蝕武祭》の専任闘技者《処刑刀ラミナモルス》──その片割れがそれだ」

「なっ……!?」

　その言葉にユリスと紗さ夜や、綺き凛りんの三人（と、形だけではあるがクローディア）が驚いて綾斗のほうを見る。

「おまえ……！　襲われたという話は知っていたが、そこまで危険な相手だったとは聞いていないぞ！」

「い、いや、だってあの時は決勝戦の直前で、そこまで詳しく話をしていられる状況じゃなかったし……」

　すごい剣けん幕まくで綾斗に詰め寄るユリスの目は本気で怒っていることが読み取れた。

　が、この件に関してユリス、紗夜、綺凛の三人は完全に無関係であり、下へ手たに巻き込んでしまうわけにはいかない。何しろ銀河の秘密を知ってしまえば、行動如何いかんによってクローディアのように命を狙ねらわれる可能性もあるのだ。

「実際、この治療院の警備スタッフもなんらかの精神的な干渉を受けていたようだ。調べてみると、他にも先の学園祭で開催されたグラン・コロッセオの責任者もその被害者である可能性が出てきた。彼は記憶を改変されているようだ」

「でも……そんな力を持った純星煌式武装オーガルクスは聞いたことがない」

「ウルム＝マナダイトの情報は統合企業財体間の取り決めで完全に公表されているはずですよね……？」

　紗さ夜やと綺き凛りんが当然の疑問を口にするが、ヘルガはゆっくりと首を横に振る。

「いや、過去にいくつか例外がないわけでもない。もっともそういった場合でも長期間秘匿するのはほぼ不可能なため、タイミングを見て公表するケースがほとんどだ。統合企業財体はお互いを監視するために途方もない労力を費やしているからな」

「ということは、統合企業財体とは無関係の相手？」

「少なくとも、今はそうだろうと見ている。《蝕武祭エクリプス》自体ダニロ個人の主催であり、統合企業財体からは黙認という形だったから、おそらくその残党なのだろう」

　さすがは警備隊長。限られた情報から、すでに相当なところまで目星をつけているようだ。

「ああ、すまない。話が逸それてしまったな。ともかく、前後の情報との齟そ齬ごがあれば記憶が改変されたかどうか判断しやすいだろうと考えたのだ」

「それに、あたしからもお願いしたんだよ」

　それまで黙って綾あや斗とたちのやり取りを聞いていた遥はるかが、そこでヘルガをフォローするように入ってくる。

「あたしが眠っていた七年間に何があったのか……もちろんネットで調べることもできるけど、どうしても情報が偏ってるからね。その点、ヘルガさんなら客観的に教えてくれそうだったから」

「それほど時間があったわけでもないから、あくまでざっとした知識でしかないがな」

「……なるほど」

　そういうことなら綾斗も納得だ。

「まあ、身近なことに関してはおいおい綾斗から聞けばいいしね。……時間はあるんだから」

　遥のその言葉に、綾斗の胸にじんわりとしたものが広がる。

　そうだ。時間ならこれからいくらでもある。

　ただそれだけのことが、こんなにも嬉うれしい。

　──だが、その前に。

「じゃあ……俺のほうからも姉さんに聞きたいことがあるんだけど、いいかな？」

　綾あや斗とは真まっ直すぐに遥はるかの目を見つめながら、真剣な表情でそう切り出した。

　綾斗が前に進むために、どうしてもはっきりさせておきたいことがある。

　すると遥もそれを予想していたように、小さくうなずいた。

「うん、あたしもちゃんと話しておかないとって思ってたんだ」

「……プライベートの話であれば席を外そうか？」

「あ、ああ、確かに」

　ヘルガがそう言うとユリスたちも立ち上がりかけるが、遥はゆっくり首を横に振る。

「ううん、ヘルガさんが調べてる内容にも関係することだし、綾斗が信頼している人たちにも聞いておいてもらいたいから」

　そう言われたユリスたちはお互いに顔を見合わせ、再び腰を下ろした。

　それを確認してから、遥はあっさりと言う。

「でね、まず言っておくと……やっぱりあたし、記憶をいじられてるみたい。ヘルガさんが言う通り、辻つじ褄つまが合わない部分がいくつかあるし」

「……え？」

　当の遥があまりにけろりとしているので思わずぽかんとしてしまったが、予想通りとはいえそれは大問題ではないだろうか。

「他にも部分的に記憶がなかったり……記憶が消されているっていうか、その期間のことが思い出せないようになってるの。消されたっていうよりは検閲みたいに塗り潰つぶされてるイメージが近いかな」

「やはりか」

　神妙な顔でヘルガが眉み間けんに皺しわを寄せる。

「でもまあ、ある意味運が良かったかもね」

「……どういうこと？」

　あくまであっけらかんとしたその様子に綾斗が訊たずねると、遥は上目遣いににやりと笑った。

「だって《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》の使い手、今は綾斗なんでしょ？　まさに天てん佑ゆうってやつだよ」

「え？　ああ、うん。確かに《黒炉の魔剣》は今俺が使ってるけど……」

《獅鷲星武祭グリプス》決勝戦で破損した《黒炉の魔剣》は、まさについ先日修理が終わって綾斗の手元に戻ってきたばかりだ。

　機嫌を損ねてないかと少し不安だったが、試しに起動してみるとなんの違和感もなかったので、少なくともまだ見限られてはいないらしい。

「じゃあ、ちょっとだけ貸してもらえる？」

「《黒炉の魔剣》を？」

　そう言って発動体を手渡しながら、綾斗はこの純星煌式武装オーガルクスの先代の使い手が遥だったことを思い出す。

　ということは、まさか。

「純星煌式武装オーガルクスの時間感覚はわからないけど……あなたにとっても久しぶり、なのかな？　あたしにとってはあなたと一緒に闘ったのもついこの間のことでしかないのにね」

　遥はるかはそんな風に話しかけながら、あっさりと《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を起動させた。

（自らが認めた者以外には指一本とて触らせもしない、この気難しい純星煌式武装をこうも簡単に……）

　さすがは元使い手というべきだろうか。

　純白の刃にまとわりつく黒い紋様──見慣れたはずの《黒炉の魔剣》の姿だが、その大きさは綾あや斗とが振るう時の半分程度だ。

「うーん、これでもまだ少し大きいか」

　しかも遥がそうつぶやいた途端、その刃は更に短く形を変える。もはや短刀程度の長さしかない。

「ほう、見事なものだ。純星煌式武装を完全に御するその意志力も素晴らしいが、それ以上に星辰力プラーナのコントロールには目を見張るものがあるな」

　感心したように顎あごをさするヘルガ。

「あなたにもあれくらい自在に《黒炉の魔剣》を操ってほしいものですね、綾斗」












「う……」

　一方でクローディアの爽やかな笑え顔がおの当てこすりに、綾あや斗とは返す言葉もない。

　練習はしているものの、まだまだ綾斗は《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を適正なサイズに調整することさえできないのだ。

　星辰力プラーナの細やかなコントロールは、綾斗が最も苦手とする分野だった。

「今のあなたのパートナーが綾斗なのはわかってる。でも、昔のよしみで少しだけ力を貸してちょうだい、《黒炉の魔剣》」

　遥はるかはそう言って目をつむると、短剣サイズになった《黒炉の魔剣》を手に慣らすようにしてくるくると回し、逆手に握り直してから自分の額の前にかざした。

　ただそれだけの動きが、恐ろしいほどに美しい。

「なんて完かん璧ぺきな剣捌さばき……」

　綺き凛りんがその所作の滑らかさに感嘆の声を漏らした、その直後。

《黒炉の魔剣》が小さく震えたかと思うと、真まっ赤かな熱波が部へ屋やを走り抜ける。

「っ！」

　綾斗はとっさに腕で顔を庇かばうが、焼けるような熱さではない。

「……ふぅ」

　遥はといえば、大きく息をついて《黒炉の魔剣》を発動体へと戻していた。

「ありがとう、《黒炉の魔剣》。おかげですっきりしたよ」

　言って、綾斗へとそれを返してくる。

「姉さん、今のはもしかして……」

「ん、あたしの記憶に上書きされてた部分を焼き斬きってみたの。上う手まくいったみたい」

　こともなげにそう言ってのける遥に、綾斗は感心を通り越して呆あきれることしかできなかった。

「んなっ……!?」

「……さすがはハル姉。無む茶ちや苦く茶ちや」

　代わりに驚きよう愕がくの声を上げたのはユリスと紗さ夜やだ。

《黒炉の魔剣》の扱あつかい難にくさは、この二年間付き合ってきた綾斗もよく知っている。確かに万物を焼き斬るその力は《魔術師ダンテ》や《魔女ストレガ》、あるいは純星煌式武装オーガルクスの力をも一刀両断し、無効化することが可能だ。実際に綾斗も幾度となくそれを成している。

　が、あくまでその対象は漠然とした『力』そのものであって、その部分的な結果のみを無効化するとなると話が違う。それこそ完璧に《黒炉の魔剣》の力を掌握していない限り、不可能だろう。ましてや、自分自身に向けてそれを使うなど、綾斗からしてみれば正気の沙汰ではない。

　はずなのだが。

「よし、これで概おおむね大丈夫そうね。それじゃ、どこから話していこうかな……」

　遥はるかはやはりいつもの自然体で──それは綾あや斗との記憶にある姉の姿とまるで変わっていなかった。





　　　　＊






「……我が力が破やぶられた」

　おもむろにヴァルダが口を開いたので、それまで計画の詳細を詰めていたマディアスとディルクは同時にそちらを振り向いた。

「なんだと？　どういうことだ」

　いつものように飛行船の中で行われていた金きん枝し篇へん同盟の会合の席。

　今日は少し早い時間だが、アスタリスクの市街地からは離れた場所を飛行ルートに設定しているため人目につくような問題はない。

「天あま霧ぎり遥に施した記憶改変だ。どうやったかはわからないが、天霧遥は正常な記憶を取り戻したと考えていい」

　その言葉にディルクが目を吊つり上あげる。

「……てめえの力はそんな簡単に解除されちまうようなもんなのかよ」

「まさか、この世界の者の力では到底不可能だ。ただし、天霧遥に施した記憶の改変はあれが自身を封じている状態で行ったもので、効果が不完全であった可能性はある。加えて、時間も足りなかった」

　ヴァルダの精神干渉能力で洗脳や記憶の操作などを行う場合には、通常時間をかければかけるほど、回数を重ねれば重ねるほどそれが強固なものとなる。

　かつてラディスラフ・バルトシーク教授の身体からだを使って学生を《星脈世代ジエネステラ》優性思想へと染め上げ、《翡ひ翠すいの黄昏たそがれ》を引き起こした際には、一年近い時間をかけて少しずつ洗脳を深めていったという。彼らの多くは未いまだにその洗脳に囚とらわれており、自身が洗脳されたという事実にすら気が付いていないだろう。

「この世界の者の力でないならば、純星煌式武装オーガルクスの力だろうね。なにしろ彼女の弟の手には《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》がある。弟くんにはまだ難しいだろうが、彼女だったらヴァルダの力を焼き斬きるなんて芸当をやってのけても不思議ではないさ」

　マディアスがそう言うと、ディルクは嫌けん悪おと憎悪に満ちたその視線をこちらに向けた。

「そんな悠長なことを言ってる場合か？　事と次第によっちゃ、あんたの正体だってバレかねないんだぞ？」

　ディルクの声は低く暗く、まるで地獄の底から響いてくるようだ。本気で憤いきどおっている時のディルクは激高するでもなく、ただ静かにその怒りを身体に満たしていく。

「だからあれほど忠告したのに、とでも言いたそうだね？」

　が、マディアスは椅い子すに座ったまま足を組み直すと、あえて挑発的な薄い笑えみを返した。

「ああ、そうだ。さっさと始末しておけばこんなことにはならなかった。違うか？」

「……ふむ」

　マディアスは返事の代わりにホルダーから発動体を取り出し、《赤霞の魔剣ラクシヤ＝ナーダ》を起動させる。巨大な深紅の刃が顕現し、その切っ先がディルクの鼻先でピタリと止まった。

「なんだ？　まさか今更こんなもんでオレが怯ひるむとでも思ってるんじゃねえだろうな？」

「ははっ、君にそんな可愛かわいげは期待していないとも」

　その程度の男であれば、最初から仲間に引き入れていない。

「くどくどと説明するよりも、見てもらったほうがわかってもらえるだろうと思ってね」

「あん？」

　ディルクの訝いぶかしげな視線が《赤霞の魔剣》の刀身の上を滑る様に動き──途中で何かに気がついたのか、はっとその目が見開かれた。

「ちっ……そういうことか。用意周到なこった」

　それを確認してから、マディアスはさらに続ける。

「ヴァルダの記憶改変はあくまで保険にすぎない。言っただろう？　手は打ってある、とね。無論、ある程度まで情報がバレてしまうのは止めようがないが……それはあくまで過去の計画の話だ。今の計画ではない」

「……あんたの正体に関してはどうなんだ？」

「私はそれほど彼女を信用していたわけではないよ。彼女に与えた情報だけでは、私に辿たどり着つくのはまず無理だろうね」

「だが、天あま霧ぎり綾あや斗との側そばにはあの女め狐ぎつねがいるんだぞ。銀ぎん河がのデータベースを使われたら……」

「そちらも問題ない。幸い銀河にはヴァルダが長年かけて増やしてきた我々の協力者がそれなりにいるからね。危うそうなデータは改かい竄ざん済みさ」

　マディアスがそう答えると、ディルクはその真意を探るように睨にらみ付けてくる。

　ディルクはしばらく無言のままそうしていたが、やがて小さく息を吐いて背中をソファの背もたれに預け、短い足をテーブルへと投げ出した。

「わかった。今回はそれで納得してやる」

「もっとも、それでもやはり警備隊長殿は厄介だね。たとえ過去のものであれ、彼女に情報が渡れば──そして相応の時間をかければ私に繫つながる何かを探り当てかねない」

「その点に関しちゃ、オレのほうで手を回してやるよ。警備隊の仕事が増えりゃ、あのババアだって昔の事件の調査なんぞにかまけてる暇がなくなるだろ」

「そういうことなら我のほうでも少し手て駒ごまを消費しても構わないが？」

　ディルクとヴァルダの申し出は有あり難がたいが、あまり目立ちすぎても計画に支障が及びかねない。

「まあ、いざとなれば私の身みの振り方に関して、少し計画を早める必要が出てくるかもしれないね」

　それはそれで仕方がないことだ。

　そうなれば、確かに天あま霧ぎり遥はるかの手柄だと言えるだろう。

　過去の計画を潰つぶしてくれたことといい、まったくもって手間を掛けさせてくれるものだ。

　だが──

「さて、このあたりで少し休憩といこうか」

　マディアスはそう言うと、《赤霞の魔剣ラクシヤ＝ナーダ》を発動体に戻してから立ち上がった。船室から飛行船の狭い甲板に出ると、強い風が吹き付けてくる。

　眼下には闇夜に燦さん然ぜんと煌きらめく六りつ花かの街明かり。

　その光景はかつてマディアスが初めてこの都市へ足を踏み入れた二十年以上前から、ほとんど何も変わっていないように見える。

　だが、当然そんなわけもない。

　時の流れはあらゆるものを変えて押し流すものだ。

　都市も人も、その想おもいも。

「悪いが、これ以上はさすがに何も与えてやれないよ、遥。たとえ君が朱あか莉りの娘だったとしても。──いや、朱あか莉りの娘だからこそ、か」












　マディアスはそうつぶやくと、静かに目を閉じて湧わき上がる追憶に心を浸した。





第二章　八や薙ち草ぐさ朱あか莉り







「──さあ、これで手続きは完了だ。我が星せい導どう館かん学園は君を歓迎する、マディアス＝メサ君」

　眼鏡めがねの青年はそう言って空間ウィンドウを閉じると、儀礼的な笑え顔がおを浮かべてそう言った。

「特待生として、華々しい活躍を期待しているよ」

「はい、ご期待にそえるようがんばります」

　金髪の癖毛にどこか大人びた顔立ちの少年──マディアスは爽やかな笑顔でそう返しつつ、内心でこう付け足した。

（まあ……それなりに、ね）

　星導館学園の高等部校舎最上階の生徒会室。その巨大なガラス窓から見下ろす先には、噂うわさに名高い《星武祭フエスタ》の舞台である六りつ花かことアスタリスクの町並みが一望できる。

　実際、マディアスとしてはこの都市に来たことで、その望みはほぼ達成されていた。

　いや、より正確に言うならば、あの場所から連れ出してもらえた時点で。

「なに、あの《無限闘技場ヴイーグリーズ》で八年間も生き抜いてきたというのだから、君がその実力を発揮してくれれば問題はないさ」

　この部へ屋やの主である眼鏡めがねの青年は、そう言ってマディアスの肩を気安く叩たたく。

「……そうだといいのですが」

　一方でマディアスはそう答えるに留とどめた。

　アスタリスクの六学園は有望な人材を調達するためのルートを、正規非正規問わずに複数所有している。前者の代表は《星武祭フエスタ》の下位カテゴリーに属する《輪武祭ロンド》や《四し海かい典てん儀ぎ》などであり、後者の代表は天賦の才を持った子どもを独自の理論で育成する《研究所》と呼ばれる秘密結社や、世界中に存在するアンダーグラウンドのバトルエンターテインメントショーなどだ。

《無限闘技場ヴイーグリーズ》は後者の一つであり、観客を入れることなく映像配信と賭博での収益を中心に置いている。その内容はそれこそ《星武祭》のように《星脈世代ジエネステラ》同士が闘うこともあれば、武装した常人たち──大抵は借金で身みを持ち崩した者や裏社会で失敗して処罰を受けることになった者──が《星脈世代》の追っ手から逃げ延びるといった残虐ショーなど様々だ。死人が出ることも珍しくはなく、ショーの内容によってはそれがメインになることもある。マディアス自身、八年の間に数え切れないくらい多くの人間を手にかけてきたし、それについては欠片かけら程度の罪悪感も持ち得ていない。

　あの世界ではそれが当たり前のことなのだから。

　マディアスはその闘技者として買われてきた孤児だった。それ以前はスラム街でドブネズミのような暮らしをしていた記憶が薄うっすらとある程度で、親の顔さえ覚えていない。

《無限闘技場》は摘発を逃れるために改装した大型客船を本部として常に世界中を回りながら活動しており、マディアスは人生の半分近くをその薄暗い牢ろう獄ごくのような船底で過ごしてきた。かつては本場の《星武祭》で活躍した者、手配中の重犯罪者、ドロップアウトした傭よう兵へいなど、闘技者は常時百人程度はいただろうか。マディアスのような子どもの闘技者も、少数ではあるが常に一定数は存在した。そうした趣向の需要に対応するためだ。

　闘技者は早い者で一ヶ月もたずに姿を消すこともあったが（当然ながら子どもの闘技者はその中に含まれることが多かった）、上う手まく環境に適応できればそれなりに長く、それこそ数年単位で生き延びている者たちもいた。マディアスもそういった一人であり、子どもながらにそこで必要とされる能力に長たけていたのが幸いしたのだろう。

　即すなわち、バランス感覚である。

　アンダーグラウンドのバトルエンターテインメントショーのような舞台では、ただ強ければそれで生き残れるというわけではない。強く目立つ選手にはそれに応じた試合が組まれるし、必然的に危険度も上がってしまう。表舞台ならば怪け我がなどを理由に対戦を回避したりもできようが、無論そんな権利などアンダーグラウンドの闘技者にあるはずもないので、ただ寿命を縮めていくだけとなる。

　かといって弱い闘技者など十じつ把ぱ一ひと絡からげで使い捨てられるだけだ。

　従って、それなりの有能さを示しながらもトップランクに食い込まない程度の層に留とどまることが──それを見極めるバランス感覚こそが重要となってくる。

　マディアスはそのバランス感覚に加えて、闘技者でありながらブックメイカーとしての調整能力にも長たけていた。その試合で自分が勝てば胴元である《無限闘技場ヴイーグリーズ》の本部がどれだけ儲もうかるのかをほとんど本能的に感じ取ることができ、自分の身体からだに支障が出ない範囲であればわざと負けることも厭いとわなかった。

　つまりマディアスは消耗品である闘技者の中でも、使い潰つぶすには惜しいと思われる程度にまで自分の価値を高めることに成功したと言える。それこそが、マディアスが《無限闘技場》で八年にもわたって生き延びられた所以ゆえんだった。

　そしてそんなマディアスはやがてスカウトの目に留まり、こうして星せい導どう館かん学園へ特待生として招かれることとなったのだ。

　もっともマディアスは自分の境遇を取り立てて不幸だとは思っていない。元より世界は不平等で、運不運によっていくらでも形を変える──そういう理不尽なものなのだと割り切っている。問題は、その上でどう生きるかだ。

　だからこそ、マディアスは多くを望まない。ただ、この世界の中でできうる限り平穏無事に暮らせればそれでいい。生きた死んだはもう十分に堪たん能のうしたし、これ以上は結構だ。自分の持つ才覚を駆使すれば、それなりに上う手まくやっていく自信もある。

　それだけがマディアスのささやかで素朴な願いだった。

　この時は、まだ。
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「──じゃあね、また来るよ」

　マディアスはにこやかにそう言って手を振ると、甘ったるい女の声を背中に馴な染じみの店を後にした。

　歓楽街ロートリヒトは深夜を回ったこの時間でも酔客と客引き、煌きらびやかに瞬またたく様々な色の光で溢あふれ返っている。マディアスは賑にぎわう大通りを避けるようにして、裏路地へと入った。

　このあたりの空気は淀よどんでいるが、すっかり暖かくなった春の夜風は心地が良い。

　アスタリスクにやってきて一年。

　マディアスは概おおむね想定通りの、それなりに平穏な暮らしを手に入れていた。

　特待生として招かれている以上最低限の結果を出さなければならないため、リスト入りこそしたものの現在の序列は四十四位。その気になれば《冒頭の十二人ページ・ワン》はおろか序列一位も狙ねらえないことはなかったが、もちろんわざわざそんな面倒くさい立場になろうとは思ったこともない。

　生活費に関しては特待生としての権利で保証されているし、今の序列程度でもこうしてたまに歓楽街ロートリヒトで遊ぶくらいの小遣いは支給される。暖かい部へ屋やがあり、三食美う味まい飯が食えて、時たまお遊びのような闘いをするだけの、まさしくマディアスが願っていた理想の生活だ。

　星せい導どう館かんへの義理と特待生の立場を考えればその内に適当な《星武祭フエスタ》でポイントを稼かせぐくらいはしなければならないだろうが、それとて本戦出場を果たすくらいで十分だろうし、今のところはまだ予定もない。

　大学部を卒業するまでにはまだまだたっぷり時間がある。それまではできるだけこの生活を謳おう歌かさせてもらおう。

　そんな風に考えながら歓楽街を抜けようとしたマディアスは、ふと剣けん吞のんな空気を感じ取って足を止めた。

　興味本位で路地の奥を覗のぞいてみると、ビルとビルに囲まれた狭い空き地でレヴォルフの学生と思おぼしき男たちが一人の女性を取り囲んでいる。派手なドレスに身みを包んでいるところから見ると、歓楽街で働く女性のようだ。

　一方で男たちは五人。落ち着き払っている女性とは対照的に、全員が怒りに血走った目ですでに各々が煌式武装ルークスを取り出している。どうやら男たちは相当に酔っているらしい。

　それでもまだ女性と男たちは何やら口論めいたことを続けていたようだったが、やがて一線を越えたのか、男たちは雄お叫たけびを上げながら女性へと襲い掛かった。

　──ところが。

　その寸前、万応素マナが蠢うごめいたかと思うと男たちの持つ煌式武装から突如として光が消きえ失うせ、停止してしまう。

　男たちは明らかに狼ろう狽ばいしながらも、煌式武装を投げ捨て、再度女性に飛び掛ったものの。

「へぇ……」

　次の瞬間にはすでに全員が地に倒れ伏しており、マディアスはその女性の鮮やかな手並みに思わず感嘆の声を漏らしていた。

　男たちはさして手練てだれというわけでもなかったが、それでも無手で五人を一瞬の内に叩たたき伏せるというのはよほどの力量差がなければ難しい。

　しかし、そこでふいに女性がふらついたかと思うと、手で顔を覆うようにしてがくりと膝ひざをついてしまった。マディアスが見る限り、男たちの攻撃は女性にかすりさえしていなかったはずだ。

　マディアスは訝いぶかしく思いながらも、足元に落ちていた手ごろな大きさの石を拾い上げる。

　そこへ男たちの一人が顔を歪ゆがめつつもゆっくりと立ち上がり、拳銃型の煌式武装を構え直した。すでに煌式武装はマナダイトの輝きを取り戻しており、男の指がその引き金を絞ったかに見えた──が。

　それよりも一瞬早く、マディアスが投げた石が男の顔面を直撃していた。

　鼻血を噴き上げて仰あお向むけに倒れる男は放っておき、マディアスはしゃがみ込んで荒い息を吐く女性にゆっくりと歩み寄ると手を差し伸べた。

「大丈夫かい、お姉さん？」

　見れば女性はマディアスよりも若干年上のようだ。派手なドレスはあまり似合っているとは言えないが、顔立ちは相当に整っており、かなりの美人と言っても差し支えないだろう。腰まで伸びた髪は薄い桃色で、ちょうど今の時期に咲き誇る桜を思い起こさせた。

「……ありがとうございます、助かりました」

　女性はそう言ってマディアスの手を取ると、どこか儚はかない苦笑をマディアスへ向けた。

「礼はいいよ。ただの気まぐれさ」

　それは本音だった。

　本来マディアスにとって他人という存在は気に掛けるようなものではない。自分に害を為そうとしないのならば、基本的にどうでもいいのだ。

「少し性た質ちの悪いお客さんに絡からまれてしまって。うちはこのあたりでは比較的健全なお店なのですが、あまりにも狼ろう藉ぜきが過ぎたので注意をしたらこんなことに……」

　女性は困ったものだと言わんばかりに盛大な溜ため息いきを吐ついた。












「なるほど、そりゃ災難だったね。それより具合でも悪いの？　お姉さんくらいの腕があれば、仕留め損なうような連中でもないだろうに」

「あ、ええ、まあ……」

　すると女性は言葉を濁して視線を伏せる。

「そっか。だったらお大事に」

　話したくないのであれば、無理にというわけでもない。マディアスはそう言うと、軽く手を振って来た道を戻り始めた。

「あの、待ってください。何かお礼を……」

　女性がそう言って呼び止めてくるが、マディアスは足を止めずに首だけで振り返って答える。

「だから別にいいってば。まあ、もしまたどこかで会うことがあったら、ご飯でも奢おごってよ」

　とはいえ、この歓楽街ロートリヒトは客も店も入れ替わりが激しい。マディアスも頻繁にここへ足を運んでいるというわけでもないし、もう二度と会うこともないだろう。

　そう思っていたのだが。

「あ……」

「あら……」

　翌日、マディアスが昼食を摂とりに食堂へ向かうと、券売機の前には桜色の髪をなびかせた一人の女性が立っていた。

「昨日の……」

　お互いに同じタイミングで同じ言葉を漏らす。

「……まさかお姉さんが、先輩だったとはね」

　女性の制服は星せい導どう館かん学園大学部のものだ。

「それは私の台詞せりふです、後輩くん。まだ高等部の学生なのに、あんなところで遊んでいたら碌ろくな大人になりませんよ？」

　嗜たしなめるようなその言葉は、しかしどこか優しい響きだった。

「後輩じゃなくて、マディアス。マディアス・メサだよ。高等部の二年」

「私は八や薙ち草ぐさ朱あか莉り、大学部の二年です」

　今度は朱莉のほうから差し出された手を、マディアスは少し……自分でもなぜだかわからないが、ほんの少しだけ躊躇ためらってから握り返す。

「では、マディアスくん。昨日の約束通り、ご飯を奢らせてください」

　そう言う朱莉は、やはり今にも消えてしまいそうな透き通る苦笑を浮かべていた。
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　いつの間にかマディアスと朱あか莉りは顔を合わせれば話をする程度の仲になっていた。

　とはいえ、高等部の学生であるマディアスと大学部の学生である朱莉では校舎も別で、そう頻繁に出会うものではない。週に一、二度、お互いのタイミングが重なった時に学食で遭遇するくらいだ。

「そういえば朱莉先輩は、なんで歓楽街ロートリヒトなんかで働いてるんだ？」

　マディアスがワンプレートランチのタンドリーチキンを齧かじりながらそう訊たずねると、朱莉は曖あい昧まいな苦笑いで応える。

「……当然、お金が必要だからです」

　最近わかってきたが、朱莉はこうして苦笑を浮かべていることが多い。というよりも、まるでほとんどそれしか表情を知らないかのようだった。

「なんでまた？」

　朱莉が働いている店は酒の相手をするだけの比較的まともなところらしいものの、それでも歓楽街それ自体がいかがわしい場所であることは間違いない。そこで遊んでいるマディアスが言うのもなんだが、真っ当な学生ならばまず近寄ることはないだろう。

「ここの学費や生活費を稼かせがないとなりませんから」

「ふーん……」

　星せい導どう館かん学園をはじめ、アスタリスクの六学園の学費はさほど高いわけではないが、学生がそれを稼ぐとなるとそれなりに大変だろう。生活費もとなればなおさらだ。

　マディアスのような特待生は例外としても、学生の多くは大抵親族から仕送りなどの援助を受けているはずだ。もっとも、そのような環境に恵まれていない者も少なくはない。朱莉もそんな一人なのだろうと、マディアスは納得した。

　元よりそのあたりはどうでもいいことだ。聞きたいことは別にある。

「だったら、なんで序列入りを目指さないんだい？　先輩の実力なら十分狙ねらえるだろうに」

　あの日、マディアスが目撃した朱莉の実力は相当なものだった。今の星導館学園序列上位者、それこそ《冒頭の十二人ページ・ワン》クラスと比較しても遜そん色しよくないだろう。

「それは……私はあまり目立ちたくないんです」

　朱莉の苦笑に、すっと悲しげな影が射さした。

　どうやらあまり話したくない事情があるようだ。

「……でも、それを言ったらマディアスくんだって同じでは？」

「え？」

「先日の序列戦を拝見しました。随分と手加減をしていたようですが、あなたの実力はあんなものではないでしょうに」

　朱莉はあっさりとそう言って、カレーを口に運ぶ。

「へぇ……」

　マディアスはその言葉に少なからず驚いていた。

　確かにマディアスは先日指名を受けて序列戦を闘ったが、それは間違いなく序列四十四位に相応ふさわしい闘いぶりだったはずだ。それなりに力のある特待生として見えるように、細心の注意を払って演じてみせた。今までずっとそうしてきたように。

「いやはや、まさか先輩に看破されてしまうとは」

　マディアスは困ったとばかりに頭を搔かくと、身みを乗り出して小声で言った。

「実は俺も、事情があってあまり目立ちたくないんだ」

「なるほど、そうでしたか。では私の心に留とどめておくとします」

「助かるよ、先輩」

　そう言いながら、マディアスはまじまじと朱あか莉りの顔を眺める。

　その時初めて、マディアスは八や薙ち草ぐさ朱莉という存在に本当の興味を覚えた。

「……あの、どうしました？　私の顔に何か付いていますか？」

　その視線に気が付いた朱莉が、少し恥ずかしそうに頰ほおを染める。

「いや、相変わらずそのカレーが好きなんだなと思ってさ」

「美お味いしいですよ。マディアスくんも食べてみますか？」

「……遠慮しておく」

　朱莉が食べているのはこの学食の名物メニューで、端的に言うと物もの凄すごく辛いカレーだ。

　こうしてテーブルを挟んでいても、その強烈な香りが目に染しみる。

「ああ、ところでマディアスくん。少しお聞きしたいことがあるのですが」

　その格別にスパイシーなカレーを顔色一つ変えずに食べていた朱莉が、ふとスプーンを止めて言った。

「うん？」

「……《蝕武祭エクリプス》、というものをご存ぞん知じでしょうか？」

「エクリプス？　……いや、聞いたことはないかな」

　まさかそのまま天体現象のことではないだろう。

「そのエクリプスとやらが、どうかしたのかい？」

「いえ、ご存知ないのであればいいんです。忘れてください」

　朱莉は取り繕うようにそう言うと、再びスプーンを動かし始める。

「……」

　マディアスはそんな朱莉を探るようにじっと見つめた。

　本人が話したくないようなことを無理に聞き出そうとは思わないし、朱莉がそういった類の何かを抱えているのは確かだろうが、今のは少し違う気がする。

　むしろマディアスに気を遣って、ごまかしたような……だとすると、それはあまり面白くない。

　ならば。

　マディアスは朱あか莉りを見つめながら、わざとらしいほどの笑え顔がおで言った。

「ねえ、先輩。これからデートしようか？」

「……はい？」

　すると朱莉の手から、スプーンがぽとりと落ちる。そのまましばらく固まった後、耳の先まで真まっ赤かに染まった。

　歓楽街ロートリヒトで働いているというのに、なんとも純情な反応だ。

「えっと……冗談、ですよね？」

「いや、本気」

「ですが、午後の授業は……」

「サボればいい」

　マディアスの言葉に、朱莉の視線が迷うように彷徨さまよう。

「……私なんかとデートをしても、きっと楽しくないですよ？」

「そうかな、俺は楽しいと思うけど」

「どこかで遊ぼうにも、その、私はお金が……」

「それくらい誘った俺が払うよ」

「いえ、それはマディアスくんに悪いです。いけません」

「じゃあ、お金がかからないところを回ればいい」

　しつこく粘るマディアスがにんまりと笑うと、朱莉は観念したような苦笑を浮かべて答えた。

「はぁ……わかりました。お付き合いしましょう」




　デートと言っても、何かプランがあったわけでもない。

　商業エリアを回って適当な店を冷やかしつつ、他た愛あいのない会話を交わしながらぶらつく程度だ。

　が、少し足を伸ばして立ち寄った外縁居住区の公園が、朱莉は事の外気に入ったようだった。

「……ここは気持ちのいいところですね」

　風になびく桜色の髪を押さえながら、朱莉がどこかほっとしたようにつぶやく。

　湖岸に面した、何の変哲もない小さな公園。遊具の類はなく、芝生に覆われたちょっとした小山からは遠く対岸まで見通せる。そろそろ日も傾きかけてきて、空の色が塗り変わる頃合だ。

「ああ、ここは空が広くて俺も気に入ってるんだ」

　マディアスはそう言って芝生に寝転びながら、藍色に染まりつつある空を見上げる。

「空が……？」

　小首を傾かしげる朱あか莉りに、マディアスは自分の隣をぽんと叩たたく。

　おずおずとマディアスと同じように寝転んだ朱莉は、ほうっと感嘆の声を漏らした。

「なるほど……マディアスくんの言っていることが、なんとなくわかりました。心が落ち着きますね」

「お、わかってくれるんだ、さすがは先輩。俺は長いこと空も見えないようなところで暮らしてたからさ。こういう景け色しきが新鮮でね」

　高く広い空は、狭く暗い船底で暮らしていたマディアスにとって自由の象徴だ。

「……そうでしたか」

「先輩は《無限闘技場ヴイーグリーズ》って知ってるかい？　俺はあそこの出身なんだけど、まあ臭いし汚いしで最悪だった。と言っても、その頃は空なんて意識したこともなかったけど。気分がいいもんだって実感したのは、こうして外に出られてからだ」

　無論、ここも箱庭には違いない。

　それでも先に希望が持てるというだけで、景色が持つ意味と彩いろどりはまったくの別物となって感じられるものだ。

「……ええ、それもわかります。自由とはそれを得て初めてどのようなものか理解できるの」

　朱莉の言葉には、同情ではなく確かな実感があった。

「籠の鳥には籠の広さが世界の全すべてですから」

　朱莉はそう言うと、空を見上げたまましばらく黙り込む。

　やがて夕焼けも宵よい闇やみに飲み込まれ、公園の電灯が灯ともり始めた頃に、朱莉がぽつりと零こぼした。

「私は……忌み子なんです」

　その声には、悲しみも怒りもない。

　ただ、朱莉がいつも浮かべている苦笑のような、まっさらで虚うつろな喪失感だけがあった。

「八や薙ち草ぐさの家は古くから続く名家で、《星脈世代ジエネステラ》として生まれた私は誰にも望まれない、誰からも疎まれる子どもでした──実の母からも」

　マディアスは何も言わずに、ただ黙ってそれを聞く。

「ですから、物心ついた頃よりずっと一人、小さな離れで暮らしてきたんです。あの離れの窓から見上げた空は、狭く小さくて……ああ、いえ、すみません。急に変なことを」

　ふいに我に返ったように、朱莉が口を噤つぐむ。

　その生い立ちは不遇ではあったが、マディアスに同情はなかった。世界は理不尽で、不公平で、残酷だ。

　代わりに不思議な共感めいた感情が、かすかに胸の奥をくすぐる。

「……こんなことを話したのは、マディアスくんが初めてです」

「だろうね。朱あか莉り先輩、友達少なそうだし」

「……マディアスくんは存外意地悪ですね」

　マディアスがにやりと笑いながらそう揶や揄ゆすると、朱莉は苦笑したままむくれるという器用な真ま似ねをしてみせた。

「ははっ、まさか朱莉先輩には俺が善人に見えてたのかい？」

「まあ……私に友人と呼べるような人が少ないのは事実です。いえ、少ないというよりは一人しかいません。その子も今はもうお嫁に行ってしまったので、時折連絡するくらいですが……」

　懐かしむような遠い目で、朱莉が言う。

「そうか、先輩と俺はそんなところまで似た者同士ってわけだ」

　マディアスが笑いながらそう言うと、朱莉は意外そうな声で訊たずねてくる。

「マディアスくんは人付き合いも得意そうに見えますが？」

「ああ、人付き合いは得意だよ。でもそれは必要だからそうしてるだけで、友人っていうのはそういうものじゃないんだろ？　たぶんだけど、さ」

「なるほど……そうかもしれませんね」

　朱莉もマディアスの言葉に納得したのか、そう言って小さくうなずいた。

「さて、それじゃ冷えてきたし。そろそろ戻ろうか」

　マディアスは立ち上がってズボンを軽く払うと、朱莉に向かって手を差し出す。

「ありがとうございます」

　マディアスの手を取って起き上がった朱莉に、その手を摑つかんだままにこりと笑って言った。

「で、先輩。エクリプスってのは、一体なんのことなのかな？」

「……っ」

　朱莉は驚いたように手を引こうとするが、マディアスがそれをさせない。

「ぜひ聞かせてもらいたいね」

「いえ、ですからそれは……」

「さっきの話に比べれば、どうってことはないだろ？」

　そう水を向けると、朱莉は僅わずかに逡しゆん巡じゆんしてから口を開いた。

「……私もよくは知らないから、マディアスくんに訊ねたんです。何か情報が得られればと。なんでも、武闘大会の類だそうですが」

「ふぅん、それで？」

　一歩も引かない姿勢のマディアスに、朱莉は仕方がないといった口調で先を続ける。

「……お店のお客さんから誘われまして。先日私があの性た質ちの悪いお客さんたちを追い返した一件を耳にしたとかで……腕に自信があってお金に困っているようなら、それに出てみないかと。一晩でかなりの大金が稼かせげるらしいです。あまり人には話さないよう言われたのですけど……」

「その時点でかなり怪しいと思うよ」

「……ですよね」

　朱あか莉りはそう言って溜ため息いきを吐ついた。

「そんなに困ってるんだ？」

「実は……私の働いているお店が警備隊の手入れにあいまして、しばらく営業できないようなんです。それで、どうしたものかと難儀していました」

「なるほど」

　一連の話だけでピンときた。

　どうやら《蝕武祭エクリプス》とやらは以前マディアスが長らく暮らしていた場所で行われていたものと似たような催しらしい。まさか表の世界のバトルエンターテインメント最高峰である《星武祭フエスタ》のお膝ひざ元もとでまで、そんなことが行われていようとは。

「で、朱莉先輩はそれに出てみるつもりなのかい？」

「……正直、悩んでいます。このままでは学園を追い出されてしまいかねませんから」

　どのような理由があれ、統合企業財体は滞納を許さない。朱莉にそれだけの価値があるとなれば話は別だが、それを示していない以上学園は即座に朱莉を放ほう逐ちくするだろう。

「できれば私はまだ……ここを離れたくはありません」

　朱莉は俯うつむきながら、組み合わせた手にきゅっと力を込める。

「──じゃあさ」

　そこでふいに口をついて出た言葉に、マディアス自身が驚いていた。

　マディアスは平穏な日々を望んでいる。そのためにこのアスタリスクにやってきたのだ。こんな明らかな面倒事に首を突っ込むなど、明らかにそれに反している。

　だというのに。

「俺も一緒に連れて行ってよ、先輩。何か力になれるかもしれないしさ」





第三章　血の繫つながり







「それじゃ、どこから話していこうかな……」

　遥はるかは頭の中を整理するように、顎あご先に人差し指を当ててしばし考え込む。

　その間に綾あや斗とは返してもらった《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》の発動体をホルダーに戻しながら、居住まいを正して遥へと向き直った。

「ああ、その前に一応確認しておきたいんだけど……あたしの生まれについてはもうお父さんから聞いてるよね？」

「……聞いたのはつい先日だけどね」

「ん、そっか」

　綾斗がうなずくと、遥は少しだけ寂しそうな顔をして俯うつむく。

「でも、俺にとって姉さんは姉さんなんだから、何も変わらないよ。それはもちろん、少し驚いたけどさ」

　その言葉に偽りはない。

　聞いた時はショックを受けたものの、それだけだ。

「……ありがとう、綾斗」

　そう言って遥は微笑ほほえんだが──

「っ！」

　突然、胸を押さえて顔を顰しかめる。

「姉さん……！」

　綾斗は慌ててその肩に手をかけるが、すぐに片手を上げて苦笑してみせた。

「ごめんごめん、大丈夫。心配しないで」

「……さすがにそれは無理だよ。本当に平気なのかい？」

　今の状況で、心配するなというほうが難しい。

「うん、ほんとほんと。ちょっとズキっとしただけだから。それにほら、コルベル先生も検査では特に異常はないって言ってたし」

「うーん……でも本当にどこかおかしいならすぐに言ってよ？」

　まあ、この都市で一番の名医がそう言うのであれば綾斗としても信じるしかないだろう。

「わかってる。……さて」

　遥は大きく深呼吸をすると、真剣な顔つきになって話し始めた。

「──あたしのところへ『本当の父親』を名乗る男から連絡が来たのは、暑い夏の日だった」

「……本当の父親？」

「ユリス」

　途中、ユリスが驚いた声を漏らしたが、それを咎とがめるように紗さ夜やがその足に手を置き、人差し指を口の前に立てる。ユリスもすぐにしまったという顔で口を噤つぐみ、居住まいを正した。

「学校からの帰り、その男の使いだという女性が現れて手紙を渡してきたの。そこには……あたしの知らないお母さんのことがいろいろと書いてあって、もしよかったら一度あたしに会いたいと」

　遥はるかの口調はあくまで淡々としている。

　綾あや斗とは姉がこれほどまでに感情を殺して話すところを初めて見た。

「もちろん最初は信じるつもりも取り合うつもりもなかった。だけど、確かにお母さんは自分のことはほとんど何も話してくれなかったし、あたしなりにお母さんのことを調べてみたら、妙にその手紙に書いてあることと辻つじ褄つまが合うようで……」

「母さんがどんな人だったかわかったの？」

　綾斗が勢い込んでそう訊たずねると、遥はゆっくりと首を横に振る。

「ううん、残念だけど特定できるようなことは書いてなかった。わかったのは、お母さんは全すべてを捨てて逃げてきたんだということだけ」

「逃げてきた……？」

　そこで遥は一度間を置くと、綾斗の目を真まっ直すぐに見つめて言った。

「そう。お母さんは顔も名前も経歴も、全てを捨てて別人になった。手紙にはそう書いてあったの」

「なっ……!?」

　その言葉に驚いたのは綾斗だけではない。

　黙って聞いていたユリスや紗夜、綺き凛りんも口を押さえている。

「で、でも、そんなことできるわけが……」

「──できますよ。統合企業財体ならば」

　綾斗の言葉を遮さえぎるように、クローディアが言った。

「もっとも、データも含めて人間一人を完全に別人へと仕立てるとなればそれなりの労力です。統合企業財体も相応の理由がなければ動かないでしょう。そうすることで統合企業財体になんらかの利益がある場合か、或あるいは……」

「《星武祭フエスタ》で優勝して、その願いとしたか……だな」

　今度はクローディアの言葉をユリスが受けるようにしてつぶやく。

「で、ですが、それでしたら歴代の《星武祭》優勝者の方を調べてみればいいのではないのでしょうか？　その方々の行方を追えば……」

「そう簡単にはいかないだろう」

　おずおずと手を挙げる綺き凛りんに答えたのはヘルガだ。

「望みを非公開にしている優勝者は少なくないし、優勝者が申請した願いが必ずしも本人の望みとは限らない」

「そうか……」

　実際に綾あや斗と自身、今回の《獅鷲星武祭グリプス》優勝時の願いはヒルダ・ジェーン・ローランズにかけられたペナルティの解除だった。

　ガラードワースでも学生が願うのは自分の望みではなく、周囲から託されたものであることが多いとアーネストは言っていた。

　同じようにその優勝者が綾斗たちの母を別人にするよう願ったという可能性は確かに捨て切れない。だとしたら、その線から探るのは難しいだろう。

「一応、銀ぎん河がに申請された願いなら、つまり綾斗たちのお母様が星せい導どう館かん学園に所属していたというのであれば、何かしらデータとして残っているかもしれませんが……《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》のデータのように改かい竄ざんされている可能性は高いでしょうね。ましてや他の学園の学生だった場合は完全にお手上げです。《星武祭フエスタ》実行委員会にならば全すべてのデータが残っているでしょうが、仮に銀河を通しても閲覧の許可は降りないでしょう。他の統合企業財体の横よこ槍やりが入るに決まっていますし、何よりも過去を消したいという願いなのですから、そう簡単に痕跡を辿たどれるような甘い処置はしていないはずです」

　クローディアの意見はもっともだ。

「まあ、お母さんのことは一度置いておくとして……とにかく、あたしも真偽を確かめたくなったから、一度会ってみることにしたの。この手紙の送り主、あたしの本当の父親とやらにね」

　違う方向へ進みかけた話を、そこで遥はるかが軌道修正する。

「最初に接触があってから一週間くらいかな。もう一度使いの女性が返事を聞きにやってきたから、そちらの要望に応じるって答えたら……黒塗りの車に案内されて、そこには妙な仮面を付けた男があたしを待ってた」

「仮面……!?　まさか！」

「……そいつは、あたしの本当の父親だという男は、《処刑刀ラミナモルス》って名乗ったわ」

　ぞわりと綾斗の背筋をかつてないほどの悪お寒かんが走り抜けた。

（あの時の仮面の男……！　あいつが姉さんの、本当の父親……!?）

「なるほど、そう繫つながるか」

　ヘルガが拳こぶしを握り締しめながら、低い声でぼそりとつぶやく。

「一目でわかったよ。その男が……《処刑刀》がどれだけ危険な存在なのか。どれだけ強いのかも。口調も態度も穏やかで紳士的だったけど、そんな上張りじゃ隠し切れない怨念のようなものを孕はらんでるのがわかった」

　遥はるかの言葉には、どこか悔しさが滲にじんでいるようにも感じられた。

　ディルクに聞いた話では、遥は《蝕武祭エクリプス》でその《処刑刀ラミナモルス》と闘い敗やぶれている。実際綾あや斗とも剣を交えた際には、その力の底知れなさに戦せん慄りつを覚えたほどだ。

「そして《処刑刀》はあたしを値踏みするように見た後、おもむろにこう言ったの。『私の計画に力を貸して欲しい』って」

「計画……？」

「そう、とても信じられないような、妄想めいた……破滅的な計画」

　遥はそう言いながら、ぎゅっと眉まゆ根ねを寄せた。





　　　　＊






「──いきなりそんなことを言われても困ります」

　遥はきっぱりとそう言って、目の前に座る仮面の男──《処刑刀》を睨にらみ付けた。

「ふむ、父の頼みだというのにつれないことだ」

《処刑刀》はさも残念そうに溜ため息いきを吐つく。

　リムジン型の車内は広く、革張りのソファで向かい合う遥と《処刑刀》以外には誰もいない。空調は冷えすぎなくらい効いていて、夕暮れだというのにまだまだ熱の引かない外界とは別世界のようだ。

「顔も名前も明かさないような人の話に付き合う道理はないでしょう？　それにあたしはあなたを父親だなんて認めていませんから」

「認める認めないの話ではなく、客観的な事実だよ。そして私にとってはそれだけで十分なんだ。彼女と私の娘が、私の側そばにいて、計画を一緒に見届けてくれるということが大切なんだからね」

《処刑刀》は自分勝手にそう言って、口元を歪ゆがめる。

「顔も名前も、計画が成就した暁には全すべて明かそう。もちろん、君の母親についても」

「……話になりません。これで失礼します」

　やはり会うべきではなかった。

　遥は唇を嚙かみながら腰を浮かせかけたが、それを制するように《処刑刀》が言った。

「知っているかい？　君の母親は殺されたんだよ」

「な……っ」

　あまりに物騒なその言葉に、遥は思わず《処刑刀》を見る。

「噓うそはやめてください。母は病気で……」

「それは天あま霧ぎり桜さくらとやらだろう？　私が言っているのは、そんな屍し骸がいのことじゃない。生きていた頃の彼女のことさ」

「っ！」

　遥はるかはほとんど反射的に右手を振り上げていたが、それが振り下ろされる前に《処刑刀ラミナモルス》はその腕を摑つかんでいた。

「……彼女は殺された。私はどうしてもそれを許すことができない。ただそれだけなんだ」

　仮面の奥の瞳が、じっと遥の瞳を見据えてくる。

　そこに狂気はなかった。憎悪でもない。怒りのようにも見えたが、それともまた少し違うような虚うつろな何か。

　やがて《処刑刀》は遥を突き飛ばすように放してから座り直す。

「なに、力を貸して欲しいとは言ったが、別段君にやってもらうことがあるわけじゃない。すでに計画は最終段階に入っているからね。さっきも言ったが、君は私の隣にいてくれればそれでいいんだ。まあ、君の力を考えると私の護衛でもやってくれればありがたいかな。とにかく、さしあたっては星せい導どう館かんに学籍を用意しておいた。これで君がアスタリスクにいても問題はないし、最後の準備が整うまではあそこで過ごせばいい」

「何を勝手に……！」

　一人でどんどん話を進めていく《処刑刀》に遥が食って掛かろうとしたその時。

「そうそう、君には弟が一人いるそうだね？」

「──っ！」

　唐突に《処刑刀》が切り出したその言葉に、はっと息を飲む。

「まあ、正直言ってさほど興味はないんだ。半分は朱あか莉りの血を引いているとはいえ、もう半分はどこの馬の骨ともわからない男の血だ。だが……」

「待って！　綾あや斗とは関係ないでしょう！」

「ああ、関係ないとも。君がそれをわかってくれれば、それでいい」

《処刑刀》の声は変わらず穏やかで落ち着いていたが、遥はそこに一瞬鋭い刃が──それもおそらくは意図的に──煌きらめいたことを感じ取っていた。

「……あなたは何をするつもりなんですか？」

　遥は俯うつむきながら、せめてそれだけ搾り出す。

「大したことじゃないさ」

《処刑刀》は満足そうに足を組みながら、いかにも軽い口調で答えた。

「もう一度、《落星雨インベルテイア》を起こそうというだけだよ」





　　　　＊






「もう一度《落星雨》を起こすだと……!?」

　遥の語ったその言葉にヘルガが音を立てて椅い子すから立ち上がる。その表情は今まで見たことがないくらいに険しいものだった。

　もっとも、ヘルガの他は綾あや斗とを含めて全員が──あのクローディアさえ啞あ然ぜんとした顔のまま言葉さえ出てこないといった有様だ。

「い、いや、いくらなんでもそれは……」

　かろうじてユリスがそう声を搾り出すが、その先は聞かずとも綾斗も同感だった。

　言うまでもなく《落星雨インベルテイア》は史上類を見ない未み曾ぞ有うの大災害であり、人類の分岐点となった大惨事だ。それはこの世界を否いや応おうなく変質させ、多くの悲劇と引き換えに万応素マナとマナダイトをもたらした。

　たとえ統合企業財体といえども、それをもう一度人工的に引き起こすなど到底できるとは思えない。それこそ神やそれに近い存在でもなければ……。

「っ！」

　そこまで考えて、綾斗はかつて同じような思考を辿たどったことを思い出した。

　あれは去年の学園祭で、界龍ジエロン第だい七なな学がく院いんの生徒会長范フアン星露シンルーと出会った時のことだ。

『《落星雨》は自然災害などではない。何者かの手によって、意図的に引き起こされたものなのじゃ』

　確かに星露はそう言った。

　そして『それがあの一回だけとは限らない』とも。

「まあ、信じられないのも無理はないよ。あたしだって最初はそうだったもの。でも……すぐに目の前の男は本気なんだってわかった。それが本当にできるかどうかはわからないし、どうやってそれを成そうとしてるのかもわからなかったけど、本気でそれを信じて実行しようとしていることだけは嫌でも感じ取れた。この男は間違いなく破滅的な何かを実行するっていう、確信めいた予感」

　遥はるかはそこで一息吐くと、きゅっと唇を引き締しめる。

「同時に思ったの。もし本当にこの男が《落星雨》を引き起こそうとしているのだとしたら、今それを止められるのはあたしだけなんじゃないかって。だって、そうでしょう？　こんなことを誰に相談したって、信じてもらえるわけがないもの」

　それは確かにそうだろう。警察や、よしんば統合企業財体の上層部にその訴えが届いたとしても、正体不明の男が破滅的な陰謀を企たくらんでいるとだけしか伝えられないのでは何か行動を起こしてもらえるとは思えない。

「ただ、《処刑刀ラミナモルス》は多分あたしよりもずっと強い。仮に止めようとして闘うことになったとしても、まず勝ち目はないだろうことはわかってた。だから、あたしはその男に……《処刑刀》についていくことにしたの。なんでもいいから情報が欲しかったし、そうすれば隙すきを突くこともできるかもしれないと思って。もっとも、《処刑刀》もそれを承知の上であたしを誘ってきたんだろうけどね」

「……そう、だったんだ」

　綾あや斗とはそう言って、俯うつむいた。

　遥はるかが姿を消した理由はわかった。感情的には完全に納得できるものではないものの、仮に自分が同じ立場だったとしたら似たような結論を出したことだろう。

　そんな綾斗に遥は優しい声で続ける。

「だけど、その前に一つだけあたしにはやらなくちゃならないことがあった。それは──綾斗、あなたを守ること」

「俺を……？」

　綾斗がはっと顔を上げると、遥は悲しそうな苦笑を浮かべていた。

「《処刑刀ラミナモルス》に頼んで、ついていく前に少しだけあなたに会う時間をもらったの。事情は何も話さないということを条件にね。まあ、あたしも話すつもりはなかったけど。だって、綾斗に事情を話したら絶対にあたしを追ってくるに決まってるものね。しかも困ったことに、綾斗にはそうするだけの力がもうあったから」

「っ！　じゃあ、あの時俺の力を封じていったのも……」

「そう。あなたにあたしの後を追わせないようにするためよ」

　そう言う遥の声は、苦しさと慈いつくしみが混ざり合ったような複雑な響きを含んでいる。

「ただ、いつか綾斗が成長した時にそれでもなお心が変わっていないのなら──それはまだあたしが綾斗の前に戻ることができないでいるということになるのだけれど──綾斗自身にも選択の余地を与えるべきだとは思った」

「そうか、綾斗の封印が段階的に解除されるようになっていたのは……」

　紗さ夜やがその理由に思い至ったというように、半ば独り言のような声を漏らした。

「うん。綾斗があたしを追って《処刑刀》と対たい峙じすることを考えたら、最低限クリアしておいて欲しい条件を封印解除の鍵にしておいたの。一つ目の鍵は『綾斗が成すべきことを見つけた時』。……昔の話になるけど、あの夜のことを綾斗は覚えてる？」

「……もちろん」

　綾斗の脳裏を幼い頃の幻影がかすめて行った。

　まだ子どもだった綾斗が、正まさ嗣つぐの言いつけを守らず他の門下生と勝手に立会った時のことだ。

　あの日の姉の言葉は、そして自分自身の言葉は、今の綾斗の心の深い部分にしっかりと刻まれている。

「二つ目の鍵は『綾斗が心から信頼できる仲間を見つけた時』」

　それを解除できたのは、二年前の《鳳凰星武祭フエニクス》準々決勝で、界龍ジエロンの双子と闘った時だ。

　一方的に綾斗がユリスの力になるのではなく、ユリスも綾斗の力になってくれるのだと、それを実感として理解したあの時。

「そして三つ目の鍵は……『綾あや斗との力が天あま霧ぎり遥はるかを超えた時』」

「……ああ、そういうことだったのか」

　これは去年の《獅鷲星武祭グリプス》決勝戦、アーネストと闘っている最中に解除できた封印だ。

　だとしたら、今の綾斗はようやく遥に追いつけたということになる。

「この三つが達成できていないようなら、たぶん《処刑刀ラミナモルス》には勝てないと思ったから」

「ごめん、姉さん。結局俺は……その封印を一つも解除できないままアスタリスクに来てしまったんだ」

　綾斗がこの六りつ花かを訪れた時には、まだ一つ目の封印を力ずくで破やぶることしかできない未熟極まりない状態だった。それは遥の本意からは程遠いものだったろう。

「いえ、それは綾斗が謝るようなことではありません……！　私が、身勝手な願いのために綾斗をここに招いたのですから！」

　するとクローディアが立ち上がり、珍しく焦ったような表情で綾斗を擁護してくれた。

「クローディア、気遣いはありがたいけれど、決めたのは俺自身なんだから……」

「違います、あくまで私は事実を……」

「まあまあ、それはもういいよ。それに今はもう、全部の封印が解除されてるんでしょ？」

　綾斗とクローディア、どちらも譲ろうとしないのを見て、遥が苦笑いを浮かべる。

「でも、姉さん！　俺は……！」

　そうだ。綾斗が本当に遥に伝えたいのはそのことではない。

　あの日、綾斗は確かに言ったのだ。

『じゃあ──じゃあぼくもお姉ちゃんを守るよ！　それが「ぼくのなすべきこと」だ！』

　綾斗はその言葉を守ることができなかった。

　それは仕方がないことなのだろう。遥の話を聞く限り、あの時の綾斗にそんな力はなかったし、何かできることがあったとも思えない。

　綾斗が苦しいのは、その言葉が──綾斗にとっての『成すべきこと』が、そうではなかったということだ。

　綾斗は悔恨に顔を歪ゆがめながら、血が滲にじむほど強く拳こぶしを握り締しめる。

　今なら綾斗にもしっかりとわかる。成すべきこととは、即すなわち力を振るうその根源に何を据えるかということだ。綾斗はこのアスタリスクに来て、そして意地っ張りで心優しい一人の王女と出会うことで、ようやくそれを見据えることができた。

　自分のためではなく、誰かの力になろうとすること。

　それは確かにあの日の幼い自分の言葉の延長線にあるものだったが、かといって決して同じものではなかった。誰かを守るとは、誰かの力になるとは、まず自分自身の力をしっかりと見極めていないと成し得ないことだからだ。

　あの言葉は、むしろ願望に近い。綾斗はあの日の自分の無む邪じや気きさが、どうしようもなく悔しかった。

　けれど。

「──がんばったね、綾あや斗と」

　遥はるかはそう言って身みを乗り出すと、綾斗の頭を優しく撫なでた。

　たったそれだけで。

　ただそれだけのことで、綾斗は今までずっと胸の奥底でつかえていた何かが、溶けるようにして消えていくのがわかった。

「……うん」

　綾斗は目をつむり、もう一度あの遠い初夏の夜に思いを馳はせる。

　遥の声は、その厳しさも優しさも何も変わっていなかった。

「あー、こほん」

　が、そこでヘルガのわざとらしい咳せき払ばらいに、綾斗は顔を赤くしながら背筋を伸ばす。

　見ればユリスたちも温かな眼まな差ざしをこちらに向けており、気恥ずかしいことこの上ない。

「……いや、すまない。職業上、どうしても先程の話の続きを確かめなければならないのでな」

　ヘルガはばつが悪そうにそう言いつつ、遥を問とい質ただすように鋭い視線を向けた。

「《処刑刀ラミナモルス》の計画とやらはどのようなもので、結局どうなったのだ？」












「ええっと、それはまあ……細かく話してるとかなり長くなっちゃうし、あたしも全部を把握してるわけじゃないんだけど……結論だけ言えば《処刑刀ラミナモルス》の計画は阻止できた、と思う」

　遥はるかは顎あごに人差し指を当てながら、事も無げにそう答える。

「阻止したって、そんなあっさり……」

　こうなると綾あや斗ととしても、呆あきれるしかない。

「いや、もちろんそんなあっさりいったわけじゃないよ。ロケットを壊すのも《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》がなければ無理だったろうし、エクナートは信じられないくらい強かったし、ギリギリで阻止できたはいいけど結局その後は捕まっちゃったしね。何しろ海の上だったから逃げ場がなくて……」

「待て、海の上？　それにロケットだと？　聞きたいことは色々あるが……まずエクナートとやらは何者なのだ？」

　ヘルガが片手で遥を制しつつ、改めて一つずつ確認するかのように問い直す。

「エクナートは《処刑刀》の仲間、かな。計画を主導していたのは《処刑刀》だったけど、実質的に計画の中心にいたのはエクナートだったみたい」

「どのような人間だ？」

　重ねて訊たずねるヘルガに、しかし遥はゆっくりと首を横に振った。

「ううん、あれは人間じゃなかった」

「……なんだと？」

　その言葉に、ヘルガの表情が一気に引き締しまる。

「比喩ではないのだな？」

「うん。見た目は人間と変わらない、少年の姿だったけど……間違いない。あれは人間とは異質の存在だった」

　人間とは違う存も在の。

　普通ならすぐには信じられないような話だったが、少なくとも綾斗は二人、そういった類の存在を知っている。

「なんていうのかな、万応素マナそのものが人の形を取ったみたいな……とにかく、彼らの計画の骨子はそのエクナートを月にまで送ること。そのために移動式海上プラットフォームとロケットまで用意してたんだからね」

「つ、月に……？　ですが、人を月に送るだなんて旧世紀に失われた技術なのでは……？」

　綺き凛りんの言う通り、かつて《落星雨インベルテイア》が起こる前には人が月に降り立つ寸前まで宇宙開発の技術は進んでいたのだという。

　落星工学の発達により、人類は旧世紀から比べれば飛躍的に科学技術を進歩させてきたが、宇宙開発はほぼ唯一停滞したままの分野だった。それは宇宙にはほとんど万応素が存在しないからであり、《落星雨インベルテイア》以降の宇宙開発は人工衛星の研究開発とその活用に終始している。

「いや、そうでもない。少し前まで日本の宇宙科学研究開発機構が有人月面調査計画を進めていたはず。でも、あれは確か……」

　紗さ夜やがそう訂正してきたが、途中から沈痛な面持ちになると黙り込んでしまった。

「ええ、よくご存ぞん知じですね紗夜さん。あの有人月面調査計画は大規模な爆発事故で凍結されました。かなりの数の犠牲者が出たので仕方ありませんが」

　代わりにクローディアが引き継いで説明してくれたが、それを聞いた遥はるかは顔を曇らせる。

「……それも《処刑刀ラミナモルス》たちの仕し業わざだと思う」

「なっ!?」

「月に到達するための新型ロケットエンジンは、日本の宇宙科学研究開発機構から奪ってきたものだって言ってたから」

「ですが、あの事故はもう十年以上も昔の……」

　さすがのクローディアも驚きが隠せないようだ。

　となると、《処刑刀》たちは相当昔からその計画の準備を進めていたらしい。

「それで、仮にエクナートとやらが月に到達したとして、どうやって《落星雨》を引き起こすというのだ？」

「月には大きなウルム＝マナダイトがあって、エクナートはそれを使うみたいなことを言ってたけど、具体的にはあたしにも」

　遥はそう言って肩を竦すくめる。

「……さすがにそれは確かめようがないな」

　その答えにヘルガは悔しそうな顔で唇を嚙かんだ。

　いかにアスタリスク史上最強の《魔女ストレガ》といえども、月にまでは行けないだろう。

「あたしは計画が実行される直前に、《処刑刀》たちの隙すきを突いて海上プラットフォームへ乗り込んでロケットを破壊。流れでエクナートとも闘うことになって、なんとか勝てたものの力を使い果たして捕まっちゃった。あ、ロケットを壊したついでに海上プラットフォームごと斬きったはずだから、たぶんこのあたりの海底を調べれば残骸が沈んでるんじゃないかな？」

　遥はそう言うと、部へ屋やに設置されている端末を操作して空間ウィンドウを開くと、世界地図を表示して赤道付近の海を拡大させた。

「ありがたい情報だが、生あい憎にくと我々警備隊はこの都市の外ではほとんど力を行使できない。こちらのほうも確認は難しいだろうな。それよりも、その後エクナートとやらはどうなった？」

「うーん、あたしが最後に一撃入れた後は石みたいになって崩れちゃったから……」

「石のようになって……？　本当に人間ではないのだな……」

　ユリスがそう言って低く唸うなる。

「で、捕まったあたしはさすがに覚悟を決めたのだけれど、《処刑刀ラミナモルス》はそれでもあたしを殺したくなかったみたい。しばらく監禁された後、勝負を持ちかけられたの。自分と闘って負けたなら、今度こそ本当に自分たちの同志になれって」

「もしかして、それが《蝕武祭エクリプス》での……？」

　綾あや斗との問い掛けに、遥はるかはこくりとうなずいた。

「結果は知ってるみたいね。あたしは負けちゃったけど、その代わりに《処刑刀》の力を封じることに成功した。それから、あたしはその封印を解除されないように、自分自身にも封印を施したの」

《魔女ストレガ》や《魔術師ダンテ》の能力は、必ずしも本人が死んだからといって解除されるというものではない（無論、そういったものも多くあるが）。《処刑刀》としてはうかつに遥を殺すこともできなかったというわけか。

「ふぅー……まあ、おおまかに話すとこんな感じかな」

　遥はそこで大きく息を吐き出すと、両手を組んでぐっと伸びをする。

「なんか……やっぱり姉さんはすごいね……」

　一通り話を聞き終えた綾斗としては、最も早はやそんな言葉しか出てこない。

「話には聞いていたが……なるほどこれはまさしく綾斗の姉君といった感じだな」

「とんでもない無む茶ちやをされるところはそっくりですね」

「それを成し遂げているところもです！」

「うん、本当に似た者姉弟」

　ユリスたちはユリスたちで別のところに感心しているようだったが。

「よし、私としても概おおむねは把握できた。いささか信じ難がたいところもあるが、詳しい話はまた後日聞かせてもらおう」

　と、ヘルガはそう言って席を立つ。

「あ、ヘルガさん」

　そんなヘルガを呼び止めた遥の口から、この期に及んで更に綾斗を仰天させる言葉が飛び出した。

「もしよかったら──あたしを警備隊に入れてもらえないかな？」





第四章　マディアス・メサ







　朱あか莉りが《蝕武祭エクリプス》の話を振ってきたという客の男に、《蝕武祭》へ──友人を一人連れて──参加する旨を伝えると、すぐに日時と場所を指定してきた。

　深夜一時、再開発エリアの廃はい墟きよ。

　崩れ落ちた天てん井じようから月明かりが射さし込こむこの朽ち果てた一室で、朱莉とマディアスの前に立つ男はスーツ姿に仮面という怪しいことこの上ない風体だ。

「……というわけでして、今こ宵よいお二人に参加していただくのは総勢十二人によるバトルロイヤルとなっております」

　男は丁寧な口調で二人に今回の《蝕武祭》がどのようなものなのかを説明してくれていた。アンダーグラウンドの催しにしては、存外気が利きいている。

「原則《蝕武祭》にはルールらしいルールは存在しません。どのような武器を使おうと構いませんし、反則もありません。戦闘不能になったら敗北ですが、仮に命を落とすことになっても我々は一切関知しませんので悪あしからずご了承ください」

　場合によっては死がありうる。それが日常だったマディアスにとっては特段気にするようなことではないが、朱莉はそうではなかろう。

　そう思ってちらりと隣を見ると、朱莉はいつも通りの苦笑を浮かべて平然としている。

「……もしかして、先輩って結構修羅場を潜くぐってたりする？」

　顔を寄せて小声でそう訊たずねてみたが、朱莉は小さく首を横に振った。

「いえ、さすがに命を賭かけるようなことは未経験です。ですが問題ありません。私は自分の命にそれほど重きを置いていませんので」

　同じような小声で返ってきた言葉は、マディアスの中にある朱莉のイメージとは乖かい離りしたものだ。

　マディアスは驚きつつも、自然に口元が緩ゆるんでいた。

　──やはり、面白い。

　朱莉は今までマディアスが出会ったことのない人種だ。

「さて、そろそろ時間のようです。秘密厳守のため、一時的に携帯端末をお預かりいたしますが、よろしいですか？」

　男が懐中時計で時間を確認しながら、そう促してくる。

「わかりました」

「ＯＫ」

　朱莉とマディアスは言われた通りに携帯端末を手渡すと、男は鷹おう揚ようにうなずいた。

「結構です。では、エレベーターで降りた先がステージとなっておりますので、そちらへどうぞ」

「エレベーター……って、どこに？」

　その言葉にマディアスは周囲をきょろきょろと見回してみるが、この廃はい墟きよにとてもそのようなものがあるとは思えない。

　しかしそれに男が答えるよりも早く、一瞬で周囲の景け色しきが切り替わった。

「っ！」

「これは……！」

　さすがの朱あか莉りも驚きよう愕がくしたように口元を手で覆っている。

　それはそうだろう。先ほどまでは確かに月明かりの射さし込こむ廃墟の一室だったものが、突然かび臭く湿った窓のない地下室のような場所へと変わったのだ。

（いや、違うな。変わったのは景色じゃなくて……）

「これは……どこか別の場所に移動させられたのでしょうか」

「ああ、俺もそう思う」

　つまり強制的に瞬間移動させられたということらしい。

「そう言えば、聞いたことがあります。レヴォルフにはあらかじめ指定しておいた空間座標を交換する能力を持った純星煌式武装オーガルクスがあるとか……」

「へぇ、それはありえそうな話だ」

　となると、この《蝕武祭エクリプス》にはその純星煌式武装の使い手か、もしくはレヴォルフ自体が一枚嚙かんでいるのかもしれない。

　部へ屋やの中には適当に床に置かれた照明くらいしか物はなく、目の前には素っ気ない銀色のドアがあるだけだ。

「ということは、これがエレベーターでしょうか」

「だろうね」

　マディアスがドアの横のボタンを押すと銀色のドアが開き、二メートル四方のこぢんまりとした空間が現れる。

　ここまできて迷うようなこともないので二人一緒に乗り込み、エレベーターが下っていくあの独特な感覚に浸っていると。

「ところで……今更ですが、本当に良かったのですか？」

　朱莉がふいに口を開いた。

「うん？　なんのこと？」

「このような危険なことに巻き込んでしまって、です。私のような者の力になってくれるのは有あり難がたいですし、心から感謝しています。しかし、私には大したお礼もできません」

「別に礼なんていいよ。……ってこれ、前も言わなかったっけ？」

　マディアスが軽く笑い飛ばすと朱莉は納得できないといったように眉まゆ根ねを寄せたが、それ以上は言ってこなかった。

　実際に何か見返りを求めているわけではないのだ。

　無論、マディアスが善人だというわけではない。

　ただ、今までマディアスは他人に興味を持つということがほとんど──いや、一度たりともなかった。それが善人であろうと悪人であろうと、強者であろうと弱者であろうと、友好的であろうと敵対的であろうと、マディアスにとって他者とは己の環境にどの程度の影響を与えてくるのかという尺度でしかなかったからだ。個々人の違いはその多寡の違いであり、決してそれ以上でも以下でもない。

　マディアスの世界にはマディアスしか存在せず、マディアスはそれに十分満足していた。

　──朱あか莉りと出会うまでは。

「っと、着いたかな」

　エレベーターが停止し、ゆっくりと銀色のドアが開く。

　まず飛び込んできたのは眩まばゆいまでの照明と、歓声だ。

　それも普段《星武祭フエスタ》でステージを揺らすような熱狂と興奮に彩いろどられたそれではない。

　もっとどす黒く、下劣で、邪よこしまな感情に満ちた声。

『さあ、最後に現れた参加者は星せい導どう館かん学園の序列四十四位《刹鬼ラーヴアナ》マディアス・メサ、そして大学部の八や薙ち草ぐさ朱莉だあ！　今こ宵よい集められた猛者たちの中、どこまで奮闘できるか楽しみだねえ！』

　さらにそれらを煽あおるような甲高い男の声は、おそらく実況だろう。

　ステージはかなり広く六角形で、その角に一本ずつ柱が立ち、内部がエレベーターになっているようだ。天てん井じようは高く、こちらからは見えないような高さに観客席がぐるっとステージを取り囲んでいる。

　ステージには特に障害物らしきものはなく、十人の参加者らしき人影がこちらを値踏みするようにじっと見つめていた。

「……なんだ、がっかりだな」

　同じように他の参加者たちをざっと見回したマディアスの口から、思わずそんな言葉が漏れる。

　バトルエンターテインメントの最高峰《星武祭》のお膝ひざ元もとで行われる非合法の闇試合、一体どれほどのレベルなのかと思っていたら、まさかこの程度とは。

　もちろん《星武祭》と比べれば《無限闘技場ヴイーグリーズ》のレベルは高が知れたものだ。それでも大抵の試合で命がかかっている分、参加者は皆本気だった。相手を殺してでも自分だけは生き残ろうという、切羽詰った煮にえ滾たぎる決意。

　ところがこの《蝕武祭エクリプス》の舞台に立つ参加者たちからは、そういった必死さがまるで感じられない。端的に言って温ぬるいのだ。

　参加者は全員学生で所属も六学園バラバラだが、精々がリスト入り程度の実力しか持ち合わせていないのは一目でわかる。

　これならばわざわざマディアスが付いてくるまでもなく、朱あか莉り一人でも十分だったろう。

『それじゃ今こ宵よい最初の試合、バトルスタートォ！』

　実況が試合開始を告げると、まずはマディアスたちに一番近いところに立っていたアルルカントの学生がアサルトライフル型の煌式武装ルークスをこちらに向ける。

　だが。

「──凍結せよ」

　背後で朱莉がぼそりとそうつぶやいた瞬間、朱莉を中心に波が走るように万応素マナがさざめき──その動きの一切が停止した。

「なっ……!?」

　焦った様子のアルルカントの学生は何度も煌式武装の引き金を絞るが、光弾が発射されるどころか煌式武装のコアであるマナダイトの光そのものが消きえ失うせている。弾が出るはずもない。

　それだけではなかった。

「な、なんだこれ……!?」

「馬鹿な、万応素が反応しないぞ……！」












「これじゃ能力が使えないじゃない！」

　離れた場所で戦闘を開始していた学生たちからも、慌てふためいた声が上がっている。

　観客席からも、困惑したようなざわめきが伝わってくるようだ。

　その光景に、マディアスは軽く口笛を吹いて頰ほおを緩ゆるめた。

「これはこれは……改めて目の当たりにすると本当にすごいな」

『おーっと、これはいきなり八や薙ち草ぐさ朱あか莉りの能力が発動したみたいだぞぉ！　なんと彼女は効果範囲内における万応素マナの運動を完全に停止させることができるって話だ！　実にクレイジーじゃねえか！』

　出場者のデータを持っているであろう実況がそう説明すると、明らかな衝撃がステージと観客席の両方を駆け抜けた。

　それも当然だろう。何しろこの力は他の《魔女ストレガ》や《魔術師ダンテ》の能力を封じてしまうのは当然として、マナダイトをコアとして機械的に変換を行う煌式武装ルークスを──のみならず、原理的には純星煌式武装オーガルクスでさえも無力化が可能なほどすさまじいものだ。

　もっともそうなれば当然朱莉本人も煌式武装が使えなくなるし、マディアスとて例外ではない。

　とはいえ。

「ほいっと」

「がはっ……！」

　マディアスは未いまだに煌式武装をどうにかしようと足あ搔がいていたアルルカントの学生を、腹部への一撃で昏こん倒とうさせた。

　この程度の相手であれば、そもそも武器など不要だ。

　見れば朱莉も鮮やかな手刀で襲い掛かってきた界龍ジエロンの学生を返り討ちにしている。

　そしてそれを見て、マディアスたちに狙ねらいを定めていた他の参加者たちが二の足を踏んだのがわかった。

　バトルロイヤルと言いつつも、ステージ上にはすでにいくつかグループらしきものが形成されている。これはよくある話で、実際マディアスと朱莉も最初からタッグを組んでいるようなものだ。

　バトルロイヤルにおいてはまず最初に一番手て強ごわい相手や厄介な相手を集団で排除するのがセオリーでもあるので、今の状況を作り出している朱莉を結託して倒してしまおうとしていたのだろうが、こちらの実力を見て怯ひるんでしまったのだろう。

　急造チームではこういう場合、往々にして数の有利は上う手まく発揮されない。誰かが犠牲になることを覚悟して相手を引き付ければその隙すきに他のメンバーが畳み掛けることもできようが、誰もがその最初の一人になることを望まないからだ。バトルロイヤルは最終的に一人生き残ることが目的なのであり、自分が脱落してしまえば本末転倒だ。

　結果として、ステージ上ではじりじりとした睨にらみ合いが続くことになった。

　すぐに焦じれた観客席から容赦のないブーイングが降り注ぐが、だからといって積極的に動くような者もいない。

「……やれやれ、つまらないね」

　そういうことならこちらから仕掛けてさっさと終わらせてしまおう。

　と、マディアスが動き出そうとした矢先。

『あーらら、こいつは参ったねぇ！　どいつもこいつも亀みたいになっちまって、これじゃ面白くもなんともない！　最高にエキサイティングなショーをお届けするのがこの《蝕武祭エクリプス》だってのに、これじゃまったく台無しだ！　……だがまあ、安心しな！　こういう時のために我々もちゃーんと準備はしてあるんだぜぇ！』

　実況が一ひと際きわ大きな声でそう叫ぶと同時に、ステージの中央にぽっかりと穴が開き、そこから二人の男が姿を現した。

　一人は半分に割れた狼おおかみ面を被り、界龍ジエロン第だい七なな学がく院いんの制服を着た小柄な青年。

　もう一人は瘦やせた長身に着流しをまとい、二メートルはあろうかという大おお太だ刀ち──いや、長巻を持った壮年男性だ。

『さー、ここで皆様もご存ぞん知じ、我らが《蝕武祭》が誇る専任闘技者が緊急エントリーだ！　まずは《瑕面スカーマスク》ザキル！　そして《堕おちた剣けん聖せい》荒あら砥と了りよう衛え！』

　実況がその名を呼ぶと、今までブーイング一色だった観客席が一転して歓声と喝采に包まれる。

「ははぁ、そういう趣向か」

　この二人は明らかに他の参加者とは格が違う。

　つまりバトルロイヤルはあくまで前座であり、最初からこの二人が参加者を狩る様を楽しむのがメインのショーだったのだろう。《無限闘技場ヴイーグリーズ》でもよくあるタイプだ。

「先輩、あの二人を知ってるかい？」

「はい、どちらも凶状持ちで有名な方ですから。ザキルは界龍の特務機関《睚がい眦し》の元トップエージェント、荒砥了衛は三代目の《剣聖》を継いだ方です」

　マディアスが訊たずねると、朱あか莉りはすらすらと答えてくれた。まるで物もの怖おじしている様子はない。

「ちょ、ちょっと待てよ！　聞いてないぞこんなの！」

「そうよ！　なんで《瑕面》と《剣聖》相手なんか……！」

　ステージ上の参加者が一斉に抗議の声を上げる。

　──が。

「……不器量なり」

　了衛の剣が一いつ閃せんしたかと思うと、近くにいた参加者三人が同時に血ち飛沫しぶきを噴き上げて地に伏せた。あの長大な長巻を得物としながら、恐るべき剣の冴さえだ。

「けけっ！　そう言うなって、了りよう衛えの旦那。むしろおれっちとしちゃあ、ああして泣なき喚わめいてくれたほうがやる気が出るってもんだがね」

　その傍かたわらに立つザキルは露あらわになっている左半面に酷薄な笑えみを浮かべていたが、その背後にはレヴォルフの学生が回り込んでいる。参加者の中では比較的腕が立つほうなのだろう、中々に上う手まく気配を消しているようだ。

「たとえば、こんなふうになあ」

　しかしザキルは振り返ることもなく背後からの攻撃をかわすと、レヴォルフの学生に掠かすめるような掌しよう打だを放った。

「ぎゃああああああああああああああああああああ！」

　次の瞬間、レヴォルフの学生が痛々しい絶叫と共に鮮血を振ふり撒まきながら地面をのた打ち回る。

「安心しなって、出血は派手だが深手じゃねえ。ちいっとばかし肉をえぐっただけさあ」

　そう言ってけらけらと笑うザキルの手は真まっ赤かに染まっていたが、そこに信じられないような量の星辰力プラーナが集中しているのがわかった。

「へぇ、攻撃力に全振りってわけか」

　やろうと思ってもできるものではない。星辰力のコントロールに天性の才能を持っていたのか、あるいはよほどの鍛錬を積んだのだろう。

「惨むごいことをしますね……」

　朱あか莉りが痛ましそうにそう言ったが、そこに込められている同情はどこか冷たかった。朱莉は優しい性格だが、同時に世界に対して常に一定の距離を保っている。

　それがやはり、マディアスの興味を駆り立てた。

　自らを忌み子と言っていたが、一体どういう人生を歩んでくれば、このように儚はかなくあれるのか。

『さーすがは専任闘技者だ！　一気に盛り上がってきたぜぇ！』

　ザキルと了衛、二人の登場によってステージ上で凄惨な光景が繰り広げられるようになると、観客のボルテージは上がる一方だ。

　なんともわかりやすいことだが、この《蝕武祭エクリプス》に求められているものは端的に言ってこういうことなのだろう。

　ザキルと了衛はものの数分で残りの参加者たちを駆く逐ちくすると、そこで初めてマディアスたちへ視線を向けた。

「さぁて、メインディッシュといこうか。この中じゃ、一番おまえさんたちが楽しませてくれそうだ」

「……露と消えるべし」

　ステージ上に立っているのはこれで四人、マディアス、朱あか莉り、ザキル、了りよう衛えだけだ。

「剣術に対しては多少心得があるので、私が荒あら砥と了衛の相手をします」

　朱莉が前に出ながらそう言ってきたが、マディアスはそれを片手で制する。

「いいよ、両方俺がやる」

「え……？　ですが……」

　朱莉の能力は《魔女ストレガ》や《魔術師ダンテ》には特に効果的に働くものの、反面界龍ジエロンの学生に多い徒手格闘を得意とする者や、煌式武装ルークスではなく通常の武器兵装を用いる者にはなんの意味もない。つまり、ザキルと了衛のような。

　これは当然偶然ではなく、この《蝕武祭エクリプス》の主催者が朱莉の能力を把握した上で配置したものだろう。朱莉は近接戦闘能力もかなりのものだが、さすがにこのレベルの相手をするとなるとただではすまないはずだ。

「まあ、任せてよ。それに朱莉先輩にはまだ最後に仕事が残ってるだろう？」

　マディアスはそう言うと、単身でザキルと了衛に向かって歩き出した。

「ああん？　なんだよ、おまえさん。まさか一人でおれっちたちを相手にするってんじゃないだろうな？」

「不遜……！」

　虚こ仮けにされたとでも思ったのだろう、ザキルと了衛の目に凶暴な殺気が過よぎる。

　一方のマディアスはそれに答えることなく、ただゆっくりと歩みを進める。

　すでに了衛の間合いには入っている。

　そしてマディアスの足がザキルの間合いにまで達した、その刹せつ那な。

「破っ！」

「斬ざん！」

　右からはザキルの掌しよう打だ、左からは了衛の斬ざん撃げきが同時に襲いかかってきた。

　疾はやく、鋭く、的確な一撃だ。

（まあでも……それだけだな）

「っ!?」

　マディアスはほんの僅わずかに歩速を変えて間合いをズラし、左手で刃の腹を叩たたいて了衛の斬撃をいなすと、ザキルの掌打にカウンターを合わせてその顎あご先を掠かすめるように拳こぶしを見舞う。

「っ……！」

　そのまま身体からだを回転させるようにして了衛の背中──命門へ肘ひじ打ちを叩たたき込こんだ。

　くるりと回ったマディアスは何事もなかったかのように歩いて行き、ステージの中央で足を止めると、それを待っていたかのようにザキルと了衛の身体が崩れ落ちた。

『は……？　え……？』

　観客席は水を打ったように静まり返り、実況も言葉が出てこないようだ。おそらくマディアスが何をしたのかもわかっていないだろう。

「さて、それじゃあとは……朱あか莉り先輩！」

　マディアスが振り返って手招きをすると、朱莉も苦笑を崩して目を丸くしていた。

　朱莉が苦笑以外の表情を作ることは珍しく、なぜだかそれが少し嬉うれしい。

「……驚きました。相当にお強いだろうとは思っていましたが、まさかここまでとは」

「大したことないさ。連中が弱かっただけだ。……それよりほら」

　マディアスが腕を広げると、朱莉は一瞬ぽかんとした後、いつものそれとは少しだけ違う──少なくともマディアスにはそう見える──苦笑を浮かべた。

「最後の仕事、ですね」

　朱莉はくすくすと肩を震わせながら、そっと右手を持ち上げ……マディアスに額にぺちんとデコピンをした。

「ぐあー、やられたー」

　マディアスはこれ以上ないくらいに棒ぼう読みでそう言うと、これ以上ないくらいわざとらしく仰あお向むけに倒れてみせる。

　それからしばらくして、ようやく事態を把握した観客席からすさまじい野や次じとブーイングの嵐が巻き起こった。





　　　　＊






「じゃあ、無事報酬は受け取れたんだね」

「はい。ありがとうございます、マディアス。これもあなたのおかげです」

　どこか少しほっとしたような苦笑を浮かべた朱莉は、そう言って深々と頭を下げた。

「だから礼はいいって」

　すでに夜が明けかけている中、再開発エリアの通りを二人で歩きながらマディアスはそう言って笑う。

　朱莉は来た時のエレベーターを使ってすぐに戻れたようだが、マディアスたち敗者は一度まとめて専任闘技者が現れた穴からステージの下へと移動させられたため、こうして戻ってくるまでに時間がかかってしまったのだ。

　マディアスとしては先に学園へ帰ってくれても構わなかったのに、朱莉はずっと待っていてくれたらしい。

　ステージの下は牢ろう獄ごくのような作りになっていて、嫌でも《無限闘技場ヴイーグリーズ》での生活を思い起こさせたが、幸いと言うべきか住人らしき者の姿はなかった。敗者たちはその牢獄に適当に転がされると、参加報酬の入ったカードを渡され、重傷者には最低限の治療も行われていたようだ（聞けば、その治療代は報酬から差し引かれるらしい。おそらくは法外な値段なのだろう）。

　ちなみにカードを渡された際にマディアスには若干の小言が付随していた。曰いわく、「あの手のことをやるならば次からはもっと自然に負けてくれ」とのことだ。

　マディアスの答えは「心配しなくても、もう次はないよ」だった。

　無論、あれはわざとそうしたのであって、むしろ本来ならばより自然に負けてみせることはマディアスの専売特許である。なぜそうしなかったのかといえば……久しぶりに本気を出したせいで少し高揚していたのかもしれない。

　いずれにせよ、らしくない話ではある。

　朱あか莉りに付き合って《蝕武祭エクリプス》に出たことも、そこで本気を出したことも、どうにもマディアスらしくない。

　だが、そのらしくない自分も存外悪くはなかった。

「……マディアス、あなたはなぜそこまで私によくしてくれるのですか？」

　と、ふいに横を歩く朱莉がそんなことを訊たずねてくる。

「まあ、朱莉先輩が気に入ったからかな」

　素直にそう答えると、朱莉は照れたような苦笑を浮かべたまま首を傾かしげた。

「それは……も、もしかして恋愛対象として、でしょうか？」

「は……？」

　その思わぬ質問に、マディアスの口から思わず間の抜けた声が漏れる。

「あー……どうだろう。生あい憎にくと、そういうのはよくわからなくてね」

　実際マディアスが朱莉をそういう対象として見ているのかと言われれば、正直よくわからないというのが本音だ。

「そうですか……奇遇ですね、私も同じです」

「同じって？」

「人を好きになるということが、私にはよくわからないんです。だって、そうでしょう？　自分のことを好きになれないのに、他の人のことを好きになれるはずがないのですから」

　そう言った朱莉の苦笑は、いつもよりも寂しそうに見える。

「それは──」

　そこまで言いかけて、マディアスと朱莉の足が同時に止まった。

　寂れ果てた大通りの少し先、暁ぎよう闇あんの中に何かが立っている。

「ほっほっほ！　尻しりの痒かゆくなるような会話をしておるのう、小こ童わつぱどもよ」

　その何かは形こそ人のそれだったが、少なくともマディアスにはまるで人間には見えなかった。

　長い黒髪に、東洋風の緩ゆるやかな服装。容貌は整っているが年齢は不詳で、年若い少女のようでありながら、成熟した女性にも、またそれよりもずっと年上のようでさえある。

「二代目《万ばん有ゆう天てん羅ら》……」

「……汪ワン小苑シヤオエン」

　朱あか莉りとマディアスの口から同時にその名前がこぼれる。

《無限闘技場ヴイーグリーズ》で育ち世事には疎いマディアスも、当然その女性は知っていた。《星武祭フエスタ》史上唯一のグランドスラム達成者にして、界龍ジエロンを統べる者。卒業後は教師として長く界龍で育成に携わっていると聞く。

「いや、邪魔をしてすまぬのう。実は先ほどの《蝕武祭エクリプス》、儂わしも見物させてもらっておった。恥ずかしながら、あのザキルは不肖の弟子でな」

　にこやかに笑う小苑の口調は、あくまで穏やかだ。

「まさか、天下の《万有天羅》が敵かたき討うちってわけでもないだろう？」

　だというのに、こうして対たい峙じしているだけで冷たいものが背中を伝う。

（これはまた、正真正銘の化け物だな……。さすがはアスタリスクと言うべきか、世の中ってやつは広いもんだ）

　ここまでの力の持ち主はマディアスも見たことがない。

「安心せい、そのような無粋な真ま似ねはせぬ。儂はただ、確かめたいだけじゃ」

「確かめるって、何を……」

　そう問い返した瞬間、小苑の姿はすでにマディアスの眼前にあった。

「──っ！」

「マディアス！」

　信じられない速度の踏み込みと、そこから繰り出された神速の拳こぶしを、しかしマディアスは朱莉の悲鳴にも似た声を聞きながらギリギリのところで受け止めていた。途方もない衝撃を踏みしめた足から地面に逃すと足元が大きく凹くぼみ、放射状に迸ほとばしったひび割れが近くの廃ビルまでをも飲み込み崩す。

「ほう、儂の拳を止めるか。やはり相当に質は高いようじゃのう」

「いくらなんでも、いきなりすぎるんじゃないか……？」

　圧倒的なその膂りよ力りよくに舌を巻きつつ、小さな拳をなんとか押さえつける。

「ほほほ！　何を言う。この程度挨拶のようなものよ」

　間近に迫った小苑の顔には、不敵な笑えみが浮かんでいたが。

「じゃが……やはり、か」

　小苑はそう言うなり背後に跳んで、再び距離を取った。

「残念なことよのう。真まことに惜しい。それだけの逸材でありながら、ぬしには鬼気がまるでない。それではそそらぬ」

「……突然仕掛けてきておいて、その上ダメだしとは恐れ入るね。で、鬼気？　なんのことだい？」

　呆あきれながらマディアスがそう言うと、小苑シヤオエンは溜ため息いきを吐つきながらがっくりと肩を落とす。

「鬼気とは闘志の、闘争本能の源よ。怒り、憎にくしみ、嫉しつ妬と、なんでもよい。そういった本質的な感情、あるいは欲望から生じ、相手を捻ねじ伏ふせ打ち倒さんとする衝動よ。力強き者は多かれ少なかれ、これを己が内に宿しておるものじゃ。だというのに、ぬしにはそれがまるで感じられん。《刹鬼ラーヴアナ》なる二つ名を冠しておきながら、なんたることじゃ。看板に偽り有も甚だしいわ」

「好き放題言ってくれるなあ……」

　ここまで自分の都合だけを通されると、むしろ感心してしまう。

　そもそも二つ名とてマディアスが自分で付けたわけではない。

「今のままでも十分に美う味まいのであろうが……やはりこれでは興が乗らぬな。いつかぬしに鬼気が芽生えることを期待しておこう」

　小苑はひらひらと手を振りながらそう言ったかと思うと、次の瞬間にはもうその姿はどこにも見当たらなかった。

「はぁ、一体なんだったんだ……？」

「さぁ……？」

　朱あか莉りもどう反応していいのかわからないといった顔だ。




　──実際、この時はまだ小苑の言葉が意味するところを理解することはできなかった。

　マディアスがそれを思い知るのは、もう少し先のことだ。





　　　　＊






「いやはや、実に素晴らしい闘いぶりだったよ、二人とも。それはもう、驚くほどにね」

《蝕武祭エクリプス》の翌日、星せい導どう館かん学園生徒会室。

　窓際に立つ生徒会長はそう言いながら、マディアスと朱莉に引ひき攣つった笑え顔がおを向けた。

　実際、眼鏡めがねの奥の瞳には強い憤いきどおりがちらちらと炎のように燃え盛っているのがわかる。

「まさか君たちが、あの《瑕面スカーマスク》と《剣けん聖せい》を圧倒するくらいの強さを隠していたとは。どうやら僕の目はとんだ節穴だったようだ」

「俺も驚きましたよ。まさか生徒会長殿が、あんな後ろめたいクソったれな催しを観戦されていたとはね」

　マディアスが敢あえて挑発するようにそう返すと、生徒会長はむしろそれで頭が冷えたのか、心を落ち着けるように息を吐くと椅い子すに腰を下ろした。

　腐っても星導館学園の生徒会長職を務める男だ。無能であるはずもない。

　かといって、有能であるかはまた別の話だが。

「まあいい、なぜ君たちが実力を隠すようなことをしていたのかはこの際置いておこう。誰にでも事情はあるものだ。……当然、この僕にもね」

　生徒会長は執務机の上で両手を組み、じろりとマディアスたちを睨にらむ。

「そこでマディアス君、さしあたって君には今年の《鳳凰星武祭フエニクス》に出てもらいたい。嫌とは言わせないよ。君は特待生なのだからね」

「……わかりましたよ」

　ケースバイケースだが、大抵の特待生には幾つかの契約があって、それに逆らうことはできない。その一つが学園側の指定した《星武祭フエスタ》への強制参加だ。

　もしここでそれを反ほ故ごにすれば、マディアスは再びあの暗く狭い船室へ逆戻りとなる。それだけはごめんだった。

「よろしい。なに、今年の《鳳凰星武祭》はさほど注目選手も出てこない。昨日見せてもらった君の実力を遺憾なく発揮すれば優勝とて簡単なものだろうさ」

　ようやく機嫌が直ってきたのか、生徒会長の笑えみにもどこか余裕が出てきたようだ。

「そして、八や薙ち草ぐさ朱あか莉り君」

「……はい」

　今までずっと俯うつむいたまま押し黙っていた朱莉が、小さく答える。

　その表情はやはり苦笑のままだったが、明らかに暗く冴さえない。

「万応素マナの運動を停止させる君の能力、まさに破格と言っていい。僕としてもデータを見て知ってはいたが……上手く制御できないという話ではなかったかな？　それに武術の経験もなく、個人としての戦闘能力にも自信がないと」

「……それは事実です」

「ほう？　詳しく聞きたいね」

　片眉まゆを上げて、わざとらしいほど意外そうに生徒会長が先を促す。

「私の能力は一度発動させると自分の判断では解除できません。以前は、発動さえコントロールできなかったほどです。そして生徒会長がご覧になったデータの通り、私は武術を教わったこともありません」

　朱莉の言葉に噓うそはないのだろう。

　マディアスが見た限りでも、朱莉の近接戦闘能力は相当に高いが、動きも技術も体系的なそれではない。

　ただ、かといって完全に素人というわけでもなさそうだ。

「つまり、独学というわけかね？」

「そうなります。あとは……見よう見まね、でしょうか」

「ははは！　ならば一層素晴らしい。君は持って生まれた才能だけであの《蝕武祭エクリプス》を勝ち抜いたということになる」

「いえ、あれはマディアスくんが……！」

　朱あか莉りが更に弁明しようとするのを制して、生徒会長が再び立ち上がった。

「僕はね、ぜひ君にマディアス君のパートナーとして《鳳凰星武祭フエニクス》に出場してもらいたいと思っているんだよ」

　やはりそう来たか。

　まあ、二人揃そろってここへ呼び出された時点である程度予想していたことではあるが。

「……申し訳ありません。それはできないんです」

　が、朱莉は悲しげに苦笑したまま、泣きそうな声でそう答えた。

「ふむ……マディアス君と違って、僕も君には参加を強制することはできない。だからこれはあくまで要請だ。断られても仕方がないのだが、せめて理由を教えてもらえるだろうか？」

　生徒会長は一見すると残念そうだったが、その口調はあくまで落ち着いている。

「それは……あまり目立たぬよう、家の者から言われているので」

「八や薙ち草ぐさ家か。なるほど話には聞いたことがあるが、随分と古い考えに縛られているようだ。この国の旧家らしいというかなんというか……欧州上流階級ではすでに《星脈世代ジエネステラ》は《星脈世代》として活用しようと風潮が主流だというのに」

　溜ため息いき混じりに肩を竦すくめた生徒会長は、しかしほくそ笑むようにして言葉を続けた。

「だが、君が気にしているのは本当に八薙草家などという古臭い血族のことかね？」

「え……？」

　朱莉が顔を上げて生徒会長を見る。

「君が本当に気にしているのは、あくまでその中の一人──母親だろう？」

「──っ！」

　その瞬間、朱莉の苦笑が凍りついた。

「……ちょっと人の事情に土足で踏み込みすぎじゃないですかね、生徒会長さん」

　マディアスが怒気を込めて一歩前に出ると、生徒会長は青ざめた顔で後ずさる。

「わ、悪いがそれが僕の仕事なのでね……！」

　同時に生徒会長を守るようにして複数の人影が現れた。

　と言ってもマディアスは部へ屋やに入った当初からその気配を察していたが。

「あんたらが影かげ星ぼしってやつか」

　フードを目ま深ぶかに被った学生が五人、全員がそれなりの手練てだれのようだ。

　星せい導どう館かん学園の暗部を司つかさどる、諜ちよう報ほう工作機関。

　一番腕が立ちそうなのは先頭に立つ学生のようだが、その学生がおもむろにフードを脱ぐ。

「へぇ、こいつはまた……！」

　そこに現れたのは不敵な笑えみを浮かべたマディアス自身の顔だった。

（コピー能力者か……厄介だな）

　マディアスも《無限闘技場ヴイーグリーズ》時代にも何人か相手をしたことがあるが、コピー能力者に分類される《魔術師ダンテ》や《魔女ストレガ》は存外に数が多い。問題はどの程度の精度で、どういった条件の下にそれを成しえているかだ。

「ランタナ、それくらいにしておきたまえ」

　生徒会長がそう言うと、ランタナと呼ばれたコピー能力者は再びフードを被って脇わきに下がる。

「いいかい、マディアス君。僕は別段八や薙ち草ぐさ君を脅そうというわけじゃない。むしろその逆だ。協力しようというのだよ」

「協力？」

「八薙草家と八薙草君のお母さんを説得してあげようというのさ。その問題さえクリアできればいいのだろう？」

　生徒会長が優しくそう語りかけると、朱あか莉りは困惑した苦笑で問い返す。

「生徒会長が、母を説得してくださると……？」

「まあ、正確には僕ではなく銀ぎん河がが、ということになろうね」

「……」

　その言葉に、考え込む朱莉。

　確かに統合企業財体からの説得となれば、誰であろうとそれを無む碍げに断ることなどできはしないだろう。

「……ご厚意は嬉うれしいのですが、母にこれ以上の負担をかけたくはないので……」

　朱莉はそう答えたものの、明らかに迷っていることが見て取れる。

「はは、大丈夫さ。負担などかけはしないとも。しっかりと丁寧に説明して理解を得られるよう交渉する。それで駄目なら仕方がない。諦あきらめようじゃないか」

　それがわかっているのか、生徒会長も引き下がらない。

　一方で、マディアスもまた迷っていた。

　ここで割って入るのは簡単だが、個人的な事情にどこまで立ち入っていいものか判断がつかないからだ。部外者が容易に口出しできるような問題ではないことくらいは察せられるし、どちらの肩を持つのが朱莉のためになるのかもわからない。

　他者との関係を一括した打算でしか見てこなかったマディアスには、ここで踏み込むべきかどうかの確信が得られなった。

「……本当に、無理強いなどはしないと約束してくださいますか？」

　声を僅わずかに震わせながら言った朱莉に、生徒会長はにんまりと笑いながら右手を差し出す。

「ああ、もちろんだとも。約束しよう」

　恐る恐るその手を取る朱あか莉り。

　結局、マディアスは朱莉の隣でそれを見ていることしかできなかった。





第五章　王竜へ集う者たち







「あー、そういやそろそろ今年も学園祭の季節だなぁ」

　今日も今日とて多くの学生たちで賑にぎわっている昼休みの北ほく斗と食堂、その一番奥の席でコロッケそばをすすりながら、英えい士し郎ろうがふと思い出したかのように言った。

「他人事みたいに言ってるけど、今年は特に何もしないのかい？」

　そう言う綾あや斗とは日替わりのパスタセットだ。

「去年はあんなに熱心だったのに」

　昨年の学園祭では英士郎が所属する新聞部が大規模なイベントに関かかわっていたため、この時期には毎日のように慌しくしていたものだ。

「あれは特別だって。今年はいくつか取材の予定が入ってるくらいかね。ま、部長……じゃなくて前部長も卒業しちまったしな。おかげで平和なこと平和なこと」

　そんな言葉とは裏腹に、英士郎はどこか少し寂しそうに見える。

「そんなことより天あま霧ぎり、てめえ《王竜星武祭リンドブルス》には出ねえってのは本当なのか？」

　英士郎の隣ですでにハンバーグランチを食べ終えたレスターが、机に頰ほお杖づえを突きながら言った。

「あー、うん。別にもう叶かなえてもらいたい願いもないからさ。何よりユリスの邪魔をしたくないし」

「ちっ！　せっかくユリス共々大舞台でぶち倒してやろうと思ってたのによ」

　露骨に顔を顰しかめて舌打ちをするレスターの身体からだには、まだ新しい生傷がいくつも残っている。

「それにしても……このところ随分と鍛えてるみたいだね、レスター」

　英えい士し郎ろうと違ってレスターとは頻繁に顔を合わせるわけではないが、それでも以前よりもずっと成長していることはその所作や身体つきを見るだけでもわかった。相当に厳しい訓練を積んでいるだろうことは間違いない。

「ふふん、見てろよ。今年の《王竜星武祭リンドブルス》は面白いことになるぜ」

　不敵な笑えみを浮かべるレスター。

　──そこへ。

「いよぉ、レスター・マクフェイル」

「げっ……!?　谷や津つ崎ざき……先生」

　今年も綾あや斗とたちの担任を務める匡きよう子こがやってきて、背後からレスターの肩に手を回した。

　顔色を変えたレスターは逃げるように視線を逸そらすが、匡子はその首をぐっと引き寄せる。

「メリッサが随分と心配してたぞ、マクフェイル。最近妙に怪け我がばかりしているのに、全然事情を話してくれないってな。どういうことだ？　ん？」

「い、いや、それは……」

「前に言ったはずだよなあ。メリッサはあたしの大切なダチなんだ。万が一にでも泣かせるような真ま似ねをしたら……」

　ギロリと匡子の目が釣り上がり、殺気に近い怒気が放たれた。

「メリッサって確か……」

「ああ、マクフェイルの彼女だな」

　口元を隠しながら小声で英士郎に確認すると、向こうも同じように返してくる。

　いつだったか英士郎から聞いた話では、持病で行き倒れていたその彼女をレスターが助けたことが馴なれ初そめだとか。儚はかない感じの美女で、歓楽街ロートリヒトで喫茶店をやっているという話だが、綾斗も会ったことはない。

「……でも、どうして谷津崎先生が？」

「先生の元チームメイトなんだよ、その彼女は」

「えっ！」

　ということは、史上唯一レヴォルフで《獅鷲星武祭グリプス》を制覇したチームの一員ということになる。それはまた奇遇というべきか。

「だーかーら！　理由を言えっつってんだよ！」

「だーかーらー、それはできないんすよ！」

「んじゃ、言えない理由を言え！」

「それも言えないんですって！」

　見ればレスターは脂汗をダラダラと流しながら必死に弁明しているようだが、匡きよう子このほうは納得できていないようだ。

「いやー、本当に平和だねえ」

　それをにまにまと見守る英えい士し郎ろうは、これ以上ないくらい楽しそうだった。

「しかし、秘密特訓か……」

「うん？　どうかしたのか？」

「いや、実は最近ユリスもずっと火傷やけどや生傷が絶えないみたいでさ」

　綾あや斗とも普段できるだけユリスや綺き凛りんの訓練に付き合うようにしているが、そこではそれほど無む茶ちやな鍛え方はしていない。となると、それ以外の時間で何かしら鍛錬を積んでいるのだろう。

「ま、お姫様もレスターも《王竜星武祭リンドブルス》を目指してるなら、そりゃ特訓もハードになるんじゃねーの？　特にお姫様はあの《孤毒の魔女エレンシユキーガル》を倒そうってんだろ？」

「それはそうかもしれないけど……」

　綾斗が気がかりなのは、そのあたりを聞こうとしてもユリスがはぐらかしてくることだ。

　それこそ、今のレスターのように。

　もちろん、ユリスならばそんなに無茶なことはしないだろうとは思う。綾斗もそこは信頼しているし、信用もしている。

　ただ一点、不安なのは。

（ことオーフェリアに関しては、自制が効かない時があるんだよなあ……）

　綾斗はレスターの首を締しめ上げようとする匡子を見ながら、自分もあそこまでとは言わずとも、もう少し突っ込んで話を聞いてみるべきだろうかと考えていた。





　　　　＊






「──よって、パーシヴァル先輩は休学扱あつかいということになりました。序列五位は空位となり、次の公式序列戦は補戦となります。以上。……ああ、ノエルはこの後少し残ってもらえますか？」

　定例の報告会が終わった後、聖ガラードワース学園生徒会長エリオット・フォースターは緑色の髪の少女に声を掛けた。

「えっ？　あ、は、はい……」

　びくっと身体からだを竦すくませた《聖茨の魔女ペルセフオーレ》ノエル・メスメルはおどおどとした態度で壁際に下がり、俯うつむいたまま他の生徒会メンバーが生徒会室を出て行くのを待つ。

　その様子を見ながら、エリオットはいまだまるで自分に馴な染じんでくれない黒こく檀たんの執務机を指で叩たたいた。

　先の《獅鷲星武祭グリプス》で先代の生徒会長アーネスト・フェアクロフが引退し、エリオットは三つのものを受け継いだ。一つは《聖剣》こと《白濾の魔剣レイ＝グレムス》、一つは聖ガラードワース学園序列一位の座、最後の一つがこの生徒会長の椅い子すである。

　ガラードワースの規定では序列一位が生徒会長となり、その他の生徒会役員を任命。その後、全生徒による信任投票という流れになっている。

　と言っても生徒会役員は《冒頭の十二人ページ・ワン》の上位から指名するのが通例で、信任投票も過半数に届かなかった場合は立候補者を募っての選挙となるが、そもそも過半数を割った例は過去にない。

　元々エリオットがアーネストの後を継ぐこと自体既定路線であり、覚悟はしていた。歴代の生徒会長でも相当に若い就任だが、何しろエリオットは統合企業財体Ｅ＝Ｐを創設したフォースター一族の嫡ちやく男なんであり、エリオットの名を与えられた一人なのだ。卒業後のＥ＝Ｐ入りは確実、もしかしたらこの世界で初めて《星脈世代ジエネステラ》の最高経営幹部になるかもしれないとさえ言われている。

　しかし実際にその立場になってみると、あらゆることで力不足を痛感する日々だった。まず《白濾の魔剣》は適合率八十二パーセントでギリギリ規定はクリアしたものの、とても使いこなせているとは言い難がたい。

　公式序列戦でアーネストに勝ちはしたが、こちらも譲ってくれたという側面が強いだろう。何しろ《獅鷲星武祭》以降アーネストは肩の荷を降ろしたように闘志が薄れている。《獅鷲星武祭》決勝戦で見せたあの獣のようなアーネストでは勝ち目がなかったろうが、半端であるとはいえ《白濾の魔剣》を受け継いだ上で今のアーネストに負けるようではそれこそ面目が立たない。

　そしてなんと言っても生徒会長としての業務だ。とにかくやることが多すぎて、毎日が一杯一杯だった。しかも学園祭が近いとあって、ここ最近はそれに拍車がかかっている。

　その上でパーシヴァル関連の騒動があり、極めつけにこのノエルの問題だ。頭が痛いどころの話ではない。

「はぁ……」

　知らずに漏れた溜ため息いきに、ノエルが心配そうに顔を上げた。

　ただノエルの顔は長く伸ばされた前髪が完全に目元まで覆い隠しているため、一見するとほとんどその表情は窺うかがえない。エリオットがわかるのは、その長い付き合い故だ。

「お、お兄ちゃん？　どうかしたの？」

「いや、大丈夫……って、お兄ちゃんはやめろって言ってるだろ」

「あっ！　ご、ごめんなさい。誰もいないからつい気が緩ゆるんじゃって」

　エリオットがそう咎とがめると、それでもどこか嬉うれしそうにノエルがはにかむ。

「まったく……気をつけてくれよ」

　もちろん、実際にエリオットとノエルが兄妹というわけではない。《落星雨インベルテイア》以後、欧州の名家同士では子どもの頃から交流が盛んであり、加えて家格も地理的な距離も近いこともあって、幼おさな馴な染じみのように育ってきたというだけだ。

「それよりもノエル、君に確認したいことがある」

　こほんと一つ咳せき払ばらいをして、気持ちを切り替えるエリオット。

「な……なぁに？」

「──《万ばん有ゆう天てん羅ら》に稽古をつけてもらっているというのは本当かい？」

「わにゃっ!?」

　エリオットの言葉を聞くなり、ノエルは妙なうめき声を発して後ずさった。

　そのまま両手で口を塞ぎ、ぶんぶんと首を横に振る。

「あのねえ、ノエル。それじゃ認めてるのと一緒だよ」

　ここまであからさまだとこれ以上追及する気もおきない。

「で、でも、どうしてそれを……？」

「あまり至聖公会議シノドミアスを侮あなどるなよ。一回や二回ならともかく、数ヶ月に渡って続けていれば気が付かないわけがないだろ。うちだけじゃなく、他の学園の諜ちよう報ほう工作機関だって概おおむね把握してるだろうね」

　もっとも、おそらくはそれも《万有天羅》の想定内だろうし、確実な証拠があるわけでもないのだが、それは伝える必要のないことだ。

「まあいいや。聞いて、ノエル。どんな理由があろうとも、君の行動は迂う闊かつで思慮に欠け、栄光あるガラードワースの《冒頭の十二人ページ・ワン》として相応ふさわしいものじゃない。ましてや生徒会の一員でありながら、他学園の生徒会長と私的に接触するなんて論外だ」

「あぅ……」

　しゅんとして肩を落とすノエル。

「ただし……学園上層部はこのことを不問にするってさ。より厳密に言えば、見なかったことにするそうだよ。僕としては甚だ不本意だけどね」

「えっ？」

　思いもよらなかったとでもいうようにノエルが顔を上げる。

　実際、この結論は他の学園も一緒のはずだ。

　当の《万有天羅》が所属する、界龍ジエロン以外は。

「察するに、相手があの《万有天羅》だということが重要なんだと思うよ。これがレヴォルフのディルク・エーベルヴァインだったらまず間違いなく裏があるだろうけど、《万ばん有ゆう天てん羅ら》は妙な策を弄してくるような輩やからじゃない。本当に君の──君たちのことを鍛えたいだけなんだろう。その先に何があるかはともかくとしてね。それで自分のところの学生が強くなるというのなら、多少不安はあっても儲もうけものとでも考えてるんじゃないかな。よりによって自分のところの生徒会長が他よ所その学生を鍛えてるわけだから界龍ジエロンは怒ってるだろうけど」

　エリオットはそこで一度言葉を切ると、内心で燻くすぶる怒りを抑えようと息を吐いた。

　ノエルには言わなかったが、それは同時に学園上層部がノエルのことをそこまで重要と考えていないことの証あかしだった。その先に何があるのかなどわかりきっている。

　エリオットは生徒会長になったことにより、今までは触れることもできなかった様々な情報にアクセスする権利を得た。その中で最も衝撃的だったのが、《万有天羅》に関するものだったのは間違いない。

　千年以上もの年月を生きている、比類なき戦闘狂。

　彼女がわざわざ他学園の学生を鍛えるというのであれば、その後に自分で食らうために決まっているではないか。つまりもしその学生が強さを手に入れたとしても、いずれ手折られてしまうのだ。

　長期的に見れば益よりも損のほうが多いのは明白だった。本来ならば上層部が──統合企業財体が下すような判断ではない。

　ただ、今回だけは上層部にも目先の利益を優先したい事情があるのは、エリオットもわかっていた。

「……ノエル、本気で《王竜星武祭リンドブルス》に出るつもりなの？」

　できれば撤回して欲しいと願いながらそう訊たずねると、ノエルはおずおずと首を縦に振った。

　ガラードワースの《冒頭の十二人ページ・ワン》……特に上位十人はチーム戦である《獅鷲星武祭グリプス》を最優先して出場するべしという暗黙の了解がある。あくまで暗黙の了解であるため必ずしもそれに従う必要はないのだが、それでもやはり異例だった。

「どうしてだよ！　わざわざ君があんな化け物揃ぞろいの大会に出る必要はないだろ？　どうしても個人戦に出たいというなら、次回を待てばいい！」

　次の《王竜星武祭》は、ここ数十年で最も注目を集めている《星武祭フエスタ》と言っていい。

　オーフェリア・ランドルーフェンによる史上初の三連覇か、それとも天あま霧ぎり綾あや斗とかユリス＝アレクシア・フォン・リースフェルトが史上二人目のグランドスラムを達成するのか。それ以外にもオーフェリアへのリベンジを公言しているシルヴィア・リューネハイムに、今回の《鳳凰星武祭フエニクス》を大いに沸かせたアルルカントが再び代理出場の形で擬形体パペツトを投入してくるという噂うわさもある。まだ開幕まで半年以上あるというのに、ネットでもテレビでも《王竜星武祭リンドブルス》の話題は加熱していく一方だ。正直、これほど盛り上がっているのは異常とさえ言えるだろう。

　そう。だからこそ、上層部もそこである程度の結果を残さねばならないと考えているのだ。総合優勝回数トップの名門ガラードワースが、他よ所その学園に埋没するなどあってはならないと。

　そのためならば、今回限りの使い捨てになろうとも使える駒こまが必要なのだ。

「だ、だって……せっかく巡ってきたチャンスなんだもん」

　ノエルはおずおずと、小さな声でそう言った。

「チャンス？　一体何の？」

「──お兄ちゃんに、恩返しをするチャンス」

「え……？」

　思いもよらぬ答えに呆ぼう然ぜんとするエリオットに、ノエルはにこりと笑う。

「お兄ちゃん、昔学校でいじめられてた私を助けてくれたでしょ？　私、ずっとずっとどうにかしてそのお礼をしなきゃって思ってたの」

　確かに、そんなこともあった。ノエルは性格的に強く出られないし、当時はまだ《魔女ストレガ》としての能力を使いこなせていなかった。そのせいで目を付けられたのだろう。だからエリオットが割って入って、それを止めさせた。ただそれだけのことだ。

「お兄ちゃんが今すごく辛つらい思いをしてるの、私もわかってる。フェアクロフ先輩と比べられて、大変なんだよね」

「それは……」

　口くち篭ごもってしまったことが、事実を認めているようなものだった。

　アーネストは鳴り物入りでガラードワースに入学するとすぐに序列一位の座を手中に収め、《白濾の魔剣レイ＝グレムス》を使いこなし、《獅鷲星武祭グリプス》を制覇してみせた。最後の大会こそ準優勝で終わったものの、その在籍期間中に見事ガラードワースを総合一位に導いている。これは個人の戦闘能力だけではなく、采配を振るう生徒会長としても優れていたことの証あかしだ。

　一方でエリオットはまだ生徒会長になったばかりとはいえ、すでに《星武祭フエスタ》へ二回参加し《鳳凰星武祭フエニクス》はベスト四、《獅鷲星武祭》は五回戦止まり。個人としての貢献度では、やはりアーネストと比べてしまうと見劣りするのは否いなめない。そうなるとそれ以外の部分で手腕と実績を示す以外にないのだが、何かしら結果を出そうにも直近の《王竜星武祭》や来年の《鳳凰星武祭》ではそれほど有望な選手も──

「っ！　まさかノエル、おまえそのために……！」

　そこでエリオットはようやくノエルの考えに思い至った。

「……うん、私がんばるから」

　ノエルはそう言って、胸の前でぎゅっと拳こぶしを握り締しめる。

「……っ」

　そんなことは気にしないでいい。だから出場するのはやめろ。

　喉のど元もとまで登ってきたその言葉を、エリオットは寸でのところで飲み込んだ。

　エリオットのためであると同時に、それは学園の利益でもある。生徒会長たる自分がそれを止めるわけにはいかない。

　何よりノエルの行為は献身だ。輝かしい美徳だ。

　つまり、《白濾の魔剣レイ＝グレムス》が推奨するものだった。

　それを止めることはできない。いや、アーネストならば上う手まくごまかせたのかもしれないが、少なくとも今のエリオットにはその方法は思いつかなかった。

「……わかった。ありがとう、ノエル。期待してるよ」

　エリオットは自分の無力さを心底呪いながらも笑え顔がおを作ると、なんとかそれだけ搾り出した。





　　　　＊






　その日、虎峰フーフオンは珍しく黄おう辰しん殿でんの回廊を急いでいた。

　普段は木派を統括する者として、浮かれたり慌てたりする姿は極力見せないようにしているのだが今日は特別だ。

　虎峰は書簡を大切に両手で持ちながら、星露シンルーの元へと向かう。

　確かこの時間は朱雀すざくの間で門下生に稽古をつけているはずだ。

　そうして庭園を囲む回廊の角を曲がった、その瞬間。

「わっ!?」

　突如として扉が吹き飛んだかと思うと、黒い影が勢いよくゴロゴロと庭園を転がっていった。

「い、一体何が……って、し、師父!?」

　よくよく見れば弾はじき飛とばされてきたのは、虎峰が探していた星露その人だ。

「く……くくくっ！　素晴らしい！　率直に言ってこれは想像以上じゃったぞ！」

　星露はこれ以上ない喜悦に満ちた顔を上げると、口元に滲にじんだ血をぺろりと舌で舐なめ取った。それが意味するところは明らかだ。

　──何者かが、星露に一撃を食らわせた。

（だけど……まさか、そんな……）

　虎峰は目の前の光景をとても信じることができず、ただ呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。

　あの《万ばん有ゆう天てん羅ら》范フアン星露にそれができる者など、この界龍ジエロンには存在しない。何しろ誰もが認める一番弟子の暁彗シヤオフエイですら、それを成し得なかったのだから。

「いやぁ、これもほんまにお師匠つしよさんのおかげですえ。どんだけ感謝しても足らしまへんわ」

「冬ふゆ香かさん……!?」

　そこへ朱雀すざくの間からすっと現れたのは、序列三位《神しん呪じゆの魔ま女じよ》こと梅うめの小路こうじ冬香だった。

　長く艶つややかな黒髪に線で引いたような細い目、華きや奢しやでほっそりとした体たい軀くはあらゆる動きがしっとりと落ち着いているように見える。制服こそ界龍ジエロンのものだが上着は正規のそれではなく、梅の模様が描かれた小紋を羽織っていた。

「さすがは梅小路家の秘術よのう。聞きしに勝るとはまさしくこのことよ。こうなると、儂わしも少々本気を出さねばなるまいて」

　星露シンルーの瞳に凶悪な光が爛らん々らんと輝き、全すべてを捻ねじ伏ふせるような圧倒的な威圧感が冬香に向けて放たれる。

「いやいや、駄目ですよー、師父。《獅鷲星武祭グリプス》に出る前に冬香を壊すつもりですか。絶対駄目ですからね」

　が、そんな星露を諌いさめるように冬香の後ろから現れたのは、水派をまとめるセシリー・ウォンだ。

「セシリー、うちは別にかましまへんえ？　お師匠さんがお導きくれはったんやさかい、無のうなってたこの秘術も復活さしたれたんやし。ご恩は返さなあきまへんわなぁ」

　冬香は星露のプレッシャーをそよ風のように受け流しつつ、ほんの少し片目を開く。顔こそ笑え顔がおだが、その瞳は真剣そのものだった。

「ほれ、冬香もこう言っておる。少しくらいならいいじゃろうて」

　一方の星露もすでにやる気満々だ。

　ぐずりと星露の周囲が歪ゆがんだかと思うと、虚こ空くうから神々しさを秘めた三種の金こん剛ごう杵しよ──独どつ鈷こ杵しよ、三さん鈷こ杵しよ、五ご鈷こ杵しよが現れ、まるで衛星のようにゆっくりと星露の周囲を回り始める。

　初代《万ばん有ゆう天てん羅ら》が残した仙具が一つ、業ぎよう煉れん杵しよ。

　星露以外には触れることも許されていない界龍の至宝だ。

「まぁ、えろうけったいなもんまで出してきはったなぁ。ほなうちかて、次は……」

　一方の冬香は普段のおっとりとした態度からは考えられない速度で印を結ぶ。

　それも星せい仙せん術じゆつのものとは明らかに印の組み方が別物だ。

「──慎みて太たい歳さいに願い奉るは黄おう幡ばんの彗すい星せいが尾、下り来たりて悪鬼を逐はらい、大海竜王の加護を得ん」

　朗々たる呪文と共に、膨大な万応素マナが周囲に渦巻く。

　これもまた、星仙術のセオリーとは異なるものだ。少なくとも虎峰フーフオンの知る限り、星仙術にこれほど大量の万応素を必要とする術は存在しないはず。

「ちょ、ちょっとちょっと、二人ともストップー！　って虎峰、ちょうどいいところに！　あなたからも師父に言ってあげてよー！」

「……あ、いや、はい」

　腰に手を当てて溜ため息いきを吐ついたセシリーが、立ち尽くす虎峰フーフオンを見つけて頼んでくるが、いまだ事態を飲み込めていない虎峰には気のない返事しかできない。

「なぁ虎峰。あんた、手ぇの中あるんはもしかして……」

　と、冬ふゆ香かが目め敏ざとく見つけてそう言ったので、虎峰ははっと我に返ると星露シンルーに向き直って居住まいを正し、手に持っていた書簡をずいっと差し出した。

「そ、そうです、師父！　大師兄からご書簡が届きました！」

「……ほう、あやつからかえ」

　途端に威圧感は雲散霧消し、星露は笑え顔がおで駆け寄ってくると書簡を受け取る。

　それを見た冬香も、肩を竦すくめて印を解いた。

「どれ、元気でやっておるかのう」

　星露の一番弟子にして序列二位《覇は軍ぐん星せい君くん》こと武ウー暁彗シヤオフエイは、《獅鷲星武祭グリプス》準決勝で敗やぶれた直後に休学届けを出して武者修行の旅に出ていた。無論、自分なりの武を見つけ、それを鍛え上げるためだ。

　童子にそれはただ星露の教えの通りにだけ生きてきた己を変えるためでもあった。

「ふむふむ……うん？」

　嬉うれしそうに書簡を読んでいた星露の視線がぴたりと止まる。

「よもやあやつ……そうかそうか！　くく……っ！　ふははははは！」

　怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せたかと思うとふいに噴き出し、高笑いを始める星露。

　それどころか、笑いすぎて目の端に涙まで浮かべている。

「あ、あの……師父？」

　一体書簡には何が書いてあるというのだろうか。

「いやはや、奇縁奇運の持ち主であるとは思っておったが、まさかあの耄もう碌ろく爺じじいと邂かい逅こうを果たすとはのう。そういう星の下に生まれついたか」

　星露はそれからもしばらく腹を抱えて笑っていたが、やがてそれも収まると、ぐるりと虎峰たちを見回した。

「安心せい、この文によれば暁彗は息そく災さいじゃ。遠き地で今も修行に励んでいるとのこと。そして──《王竜星武祭リンドブルス》までには戻るそうじゃ」

「っ！」

　ということはつまり、《王竜星武祭》に出場する意志があるということか。

「虎峰、手続きを忘れぬようにな」

「はいっ！」

　これは虎峰にとっても嬉しい知らせだった。

　あの《獅鷲星武祭グリプス》で共に闘って以来、虎峰フーフオンは暁彗シヤオフエイの強さと直向ひたむきさをより敬愛するようになっていた。その暁彗が再び《星武祭フエスタ》へ、それも《王竜星武祭リンドブルス》へ挑もうというのだ。心が震えぬわけがない。

　虎峰自身も参加したいのは山々であったが、虎峰が《星武祭》へ参加できるのは後一回。星露シンルーからはしばらく鍛錬に励むよう厳命されているため、今回は見送るしかない。

「ふーん……そやかてほんなら、うちと暁彗で相争うたりするかもわからんねぇ。楽しみやわぁ」

　小こ袖そでの裾で口元を隠して笑いながら、冬ふゆ香かが言った。その言葉からは揺るがない自信が窺うかがえる。

　実のところ、虎峰は冬香が闘っているところをほとんど見たことがなかった。

　冬香自身は星露の門下を自称しているものの、正式には客分という扱あつかいだ。星露からも冬香には極力干渉しないよう通達が出ており、専ら黄おう辰しん殿でんの奥で日々術の研究に勤いそしんでいる。

　聞くところによると梅うめの小路こうじ家は特殊な血族であり、星せい仙せん術じゆつにも似た独自の技術体系を千年以上にわたって受け継いできているのだという。その術も本来は門外不出であり、簡単に人目に晒さらすようなことはないのだとか。星露と、門下生に星仙術を教える立場のセシリーには色々と相談をしたりしていたようだが、虎峰とはそれほど深い交流はなかった。

　一応一度だけ公式序列戦で、星仙術と柔術のような投げ技を主体とした独特の体術で闘っているのを見たことはあるが、その程度だ。その時の印象としては、少なくとも近接戦闘の分野では暁彗はおろか虎峰にも届かない程度だったはず。

　それなのに──

「でもさー。冬香、あんたの術って……その、大丈夫なの？」

「はて、なんのことでっしゃろ？」

　どこか心配するようなセシリーの言葉に、優雅に首を傾かしげる冬香。

「いや、あれって……なんてゆーか、ほとんど反則じゃない？」

「ルールの上では問題あらへんはずやし……まぁええんちゃう」

　そう言ってけらけらと笑う冬香は、やはりいまいち摑つかみどころがない。

「いずれにせよ、《王竜星武祭》が益ます々ます楽しみになってきたわ。ちょうど魎りよう山ざん泊ぱくのほうでも、先日この儂わしに一撃入れた者が出てきたところじゃ」

「なっ!?」

　星露の何気ないその言葉に、虎峰もセシリーも、そして冬香も驚いたように視線を向ける。

「魎山泊というと、師父が戯れにやっているあの私塾ですよね？　そこにそれほどの猛者が……？」

　そのことで星露シンルーは統合企業財体である界龍ジエロンと何やら揉もめているようなのだが、この際一ひと先まずそれは置いておく。

「……一体何もんやの、そこのお方？」

　冬ふゆ香かが問い掛けたその質問は虎峰フーフオンもぜひ答えを聞きたいところだったが、星露はにやりと笑ってこう言った。

「それは……《王竜星武祭リンドブルス》でのお楽しみじゃ」





　　　　＊






「いやー、終わった終わったぁ」

「っ！　エルネスタ！」

　その日、カミラが自分のラボで黙々と作業をしていると、唐突に扉が開いて盟友が姿を現した。

「やぁやぁ、カミラ。ひっさしぶりー」

　エルネスタは入り口に立ったまま、手をひらひら振ってにへらと笑う。

「おまえ、一体今までどこで何をしていた！　ほとんど連絡もよこさないで……！」

《鳳凰星武祭フエニクス》が終わった直後くらいからエルネスタはこのアルルカントを──いや、アスタリスクそのものを留守にすることが多くなったが、ここ数ヶ月はほとんど姿を見かけないレベルで出払っていた。携帯端末に何度連絡しても不通で、たまに通じたと思ったら寝ね惚ぼけているのかわけのわからない計算式やらをもごもごと喋しやべって切れてしまう。いっそ本気で捜索願いを出そうかとも思っていたほどだ。

「ごめんごめん、頼まれ仕事が佳境だったのよねー」

「それはわかるが……怪しい仕事ではないだろうな？」

　カミラもアスタリスク外の研究機関から仕事を頼まれることはあるし、それが長期にわたることも少なくない。エルネスタほどの才媛であれば、その依頼はカミラの比ではないだろう。

　とはいえ、今回は少々度が過ぎている。

「カミラもわかってるっしょ、守秘義務守秘義務。ま、つまらない仕事だったけど、その分報酬ははずんでもらったからおっけーかなって」

「報酬……？」

　エルネスタがこうまで言うからには単純な金銭ではないだろう。エルネスタに付いているスポンサーを考えれば、普段からそのあたりはほぼ無尽蔵に近い。

「おお、マスター！　お帰りならば一言申し付けてくだされば、我輩何を押してでもお出迎えに参ったものを！」

「ご無沙汰しております、マスター」

　そこへエルネスタの姿を見つけたアルディとリムシィが、ラボの奥から慌てた様子でやってきた。

「うんうん、二人とも元気そうで何よりだよ。ちゃんとカミラの手伝いもできてるみたいじゃない」

「ああ、それは正直助かっている。アルディもリムシィも、そこらのスタッフより優秀なくらいだ」

　カミラは先日《獅子派フエロヴイアス》の会長を後進に譲り、学生としては半ば引退状態だ（もちろん一研究開発者としては多忙を極めているが）。それなのにカミラが今もこうしてラボに篭こもっているのは、半年後の《王竜星武祭リンドブルス》に向けてリムシィ用の新型煌式武装ルークスの開発を行っているからだ。

　あの沙さ々さ宮みや紗さ夜やとの決着を付けるために。

　とはいえ会長を辞した以上、私的な目的のために派閥のスタッフを使うのは気が引ける。そこでエルネスタがアルディとリムシィを手伝いに貸し出してくれたというわけだ。

　元々自律型擬形体パペツトの開発研究は《獅子派》と《彫刻派ピグマリオン》との共同プロジェクトだが、その所有権は両派閥が有している。《獅子派》の一存で勝手に運用するわけにはいかず、エルネスタの一声がなければカミラは孤独な作業を強いられていただろうし、そもそも《王竜星武祭》に出場することもできなかっただろう。

「……ん？　何やら外が騒々しいな」

　そんなことを考えていたカミラは、何やらラボの外からはしゃいだ声が聞こえてくることに気が付いた。ここは研究院の最奥にあたるため、そもそも立ち入れる者自体が少ない。喧けん騒そうとは無縁のはずなのだが……。

「これは……子どもの声か？」

「にゃっはっは！　そうそう、今日はみんなに紹介しておきたい子を連れてきてるんだよねー。……おーい、レナティ！　こっちおいでー！」

　と、エルネスタは仰のけ反ぞるようにして首だけをラボの外に出し、誰かを呼んだ。

「はーい！」

　すぐに元気のいい返事が響き、廊下を走る音が近付いてくる。

　そして。

「きゃははっ！　なになに？　どーしたの、おかーさん！」

　エルネスタに飛びつくようにして現れたのは、可愛かわいらしい一人の女の子だ。

「お、お、お……お母さん!?」

　その子の口から飛び出したとんでもない単語に、カミラは思わず固まってしまった。

　歳としは十歳前後といったところだろうか。髪は薄い金色で、縛ってまとめてはあるがあちこちが跳ねている。くりくりとした目と小さな口、ふっくらとした頰ほおはいかにも愛らしいが、何よりもまず印象に残るのはその子が放つ圧倒的なまでの無む邪じや気きさだろう。

「エ、エルネスタ！　おま、おまえ、まさかいつの間にこんな、いや、それよりも一体誰と……！」

　混乱のあまり上う手まく言葉が出てこない。

「落ち着いてください、カミラ様。彼女は擬形体パペツトです」

「……え？」

　リムシィに言われて、カミラはようやく気が付いた。

　確かに外見こそ人間そっくりだが、その瞳の奥には微かすかなセンサーの動きが見て取れるし、耳を澄ませばほんのわずかな駆動音が聞こえる。

「ねえねえ、おかーさん。この人たち誰なの？」

　エルネスタの腰にしがみつきながら、不思議そうな顔で首を傾かしげる。

　そんなレナティに、エルネスタは優しい……というよりも猫ねこ撫なで声ごえでこう言った。

「よーし、よく聞きなさい。まずそっちのでっかいのがレナティのお兄さん」

「えっ！　おにーちゃん!?」

「そしてその隣のクールビューティがレナティのお姉さん」

「ええっ！　おねーちゃんまで!?」

「で、この素敵な褐色美人がレナティのお父さんだよん」

「やったー！　おとーさんだー！」

　キラキラと目を輝かせながら、カミラに抱きついてくるレナティ。

「ちょ、ちょっと待て！　私は身みに覚えがないぞ！　というより、私も女なのに何な故ぜ父親なのだ！」

「にゃはは！　細かいことは気にしない気にしない」

　焦るカミラとは対照的に、エルネスタは憎にくらしいほどいつも通りだ。

　カミラは歯は軋ぎしりをしながらも、屈託のない笑え顔がおで自分の足にしがみつくレナティをじっと観察した。

　なるほど、さすがにエルネスタが作っただけあってよくできている。少々混乱していたとはいえ、カミラですら一瞬人間と見間違ったほどなのだから。

　だが、問題は見た目ではない。外見だけ人間に似せるというのであれば、すでにそういった擬形体はいくらでも存在している。カミラが見間違えたのは、その言動だ。

　つまり──

「エルネスタ、この子は自律型擬形体の三号機だな」

　カミラはレナティの頭を撫でながらも、真顔に戻ってエルネスタを問い詰めた。

「さっすがカミラ、ご明察。自律型擬形体試作ＬＮ‐Ｔことレナティ。それがこの子の名前だよん」

　カミラと一緒にレナティの頭を撫なでながら、事も無げにエルネスタが言う。

「仕事先のファクトリーに専用のラボを用意してもらってさぁ、頼まれ仕事と並行して進めてたんだぁ。いやぁ、大変だったよー」

「……そのような話、私は聞いていないぞ。そんな計画があったことすらだ」

　カミラは怒りを隠すことなく、静かにエルネスタを睨にらみ付ける。

　カミラとエルネスタは同志であり、親友であり、何よりも自律型擬形体パペツトの共同研究開発者だ。それなのに、エルネスタはカミラに一切それを知らせることなく、三体目を作り上げたという。これが裏切りでなくてなんであろう。

「おかーさん……？」

　その雰囲気を察したのか、レナティが不安そうにエルネスタを見上げる。

「レナティ、あっちの部へ屋やでお兄ちゃんたちに遊んでもらいなさい」

「はーい」

　エルネスタが髪をくしゃくしゃと撫でながら優しくそう言うと、レナティは素直に従った。カミラも目線でアルディたちにそう促す。ラボの隣は煌式武装ルークスの性能試験室になっているので、多少騒いだところで問題はないだろう。

「ふはははは！　よかろう、我がラブリー極まりない妹よ！　存分に遊んでやろうではないか！　この！　この兄が！」

「どきなさいこの木で偶くの坊ぼう。この可か憐れんな妹の相手は姉であるこの私が務めます。さあ、どんなことをして遊びますか？」

　どうやらすでにアルディもリムシィも妹にメロメロのようだ。

「バトル！　レナ、バトルがしたい！」

「そうかそうか！　ならば我輩が相手をしてやろう！　存分にかかってくるがよい！」

　リムシィに手を引かれ、レナティがきゃっきゃっとはしゃぎながら性能試験室へ入っていくのを見届けてから、エルネスタは改めてカミラに向き直る。

「……うん。実際カミラが怒るのは当然だと思う。でもね、こればかりはあたしが一人でやらなきゃならなかったんだ。レナティの製作者はあたしだけで、カミラは関係ない。そういう風にしておかないと」

　エルネスタにしては珍しく神妙な顔付きでそう言った。

「理由を聞かせてもらおうか」

「何かあった時、責任をあたし一人で取るためだよ」

「なんだと……？」

　どういうことだと思っていると、エルネスタは携帯端末を取り出して何やら操作している。

「……今、レナティのデータを送ったから」

「データだと……？」

　言われてカミラも携帯端末で複数の空間ウィンドウを開き、そのデータとやらにざっと目を通すが……。

（さすがはエルネスタ、アルディやリムシィの時と比べて設計思想が更に深化している。コアは……思った通り、ウルム＝マナダイトか……いや、しかも二つだと!?　それをロボス遷移方式の応用で制御しているのか……！）

　数字上は驚異的なスペックだ。

　だが、その驚きはあくまで序章に過ぎなかった。あるデータを目にした途端、カミラは戦せん慄りつと衝撃で思わず口を押さえ、よろめいた。

「こ、れは……」

「そう。それこそが、あたしがやりたかったこと。あたしの理想。あたしの夢」

　そう言って微笑ほほえむエルネスタの瞳には、おぞましいほどの信念が燃えていた。あの《大博士マグナム・オーパス》ヒルダ・ジェーン・ローランズの狂気に、勝るとも劣らない絶対の情熱。

「おまえは……自分が何をしたのか、わかっているのか……？」

　性能がどうこうという問題ではない。

　それはもっと本質的な……兵器と擬形体パペツトの根幹に関かかわるものだ。

「もっちろん」

　エルネスタがあっけらかんとうなずいた瞬間、隣の性能試験室から轟ごう音おんが響いた。

「な、何事だ！」

　慌てて扉を開けば、そこには壁にめり込むように打ち付けられたアルディの巨体と、呆ぼう然ぜんと立ち尽くすリムシィ、そして部へ屋やの中央でアルディの右腕を嬉うれしそうに振り回すレナティの姿があった。

「やったやったー！　レナの勝ちー！」

　ぴょんぴょんと飛び跳ねながら、レナティが無む邪じや気きに笑う。

「ふ、ふはははは！　これはしてやられたのである……！」

　アルディも無事ではあるようだが、そのダメージは明らかだ。

「……リムシィ、何があった？」

「レナティがアルディの防御障壁をこじ開けました。──素手で」

「なっ……!?」

　その返答にカミラは──もはや何度目かもわからないが──絶句する。

「と、とにかくアルディをファクトリーまで運んでくれ。私もすぐに向かう」

「了解です」

　リムシィはアルディを抱え上げると、隣のブロックにあるファクトリーまで運搬して行った。












「こーら、レナティ。やりすぎだよー。ちゃんとお兄ちゃんに謝りなさい」

「えー？　レナ何も悪くないのに」

　ぷくっと頰ほおを膨らませて抗議するレナティ。

　それを見ながら、カミラは胸の底がざわめくのを感じていた。

　これはカミラの信条の真逆を行くものだ。到底許容できるものではない。

　しかし、それ以上に──

「……エルネスタ、どうせおまえはこの子を《王竜星武祭リンドブルス》に出すつもりなのだろう？」

「そうよー。カミラもリムシィで出るつもりなんでしょ？　《鳳凰星武祭フエニクス》の実績があるから、代理出場も認めてもらえるみたいだしね」

　カミラはそこで一度腹の底から息を吐き出すと、意を決して顔を上げた。

「ならば、レナティの武器は私が用意しよう。あの子のスペックを考えると並の煌式武装ルークスではついていけないだろう」

「えっ？　ダ、ダメだってば、カミラ！　それじゃなんのために……」

　エルネスタが焦ったように首を振る。滅めつ多たにないことだが、カミラはその言葉を押おし留とどめるように右手を前に出した。

「私のことを父親と呼ばせるのであればそれくらいはさせてもらいたいものだな」

「……もしかして、身体からだのことで気を遣ってくれてる？」

　今度はカミラが首を横に振る番だった。

　確かにカミラの身体の半分はエルネスタの作った擬形体パペツトの素体であり、人生の半分をくれてやると誓った間柄だ。

「それは関係ない。これはあくまで私の意志……というよりも、直感だな。そうするべきだという、内なる声に従ったまでだ」

　そう言いながら、カミラはいつぞやのヒルダの言葉を思い出していた。

『いい機会だから教えておいてあげましょう、カミラ・パレート。あたしやエルネスタ・キューネとあなたたち凡俗との違いは、その直感を持てるか否いなかです。真に偉大な科学者は、そうした直感に恵まれているものなのですよ』

　あの三白眼と鋭い歯並びに、今ならば言い返すことができる。

（私とて、科学者の端くれだ……ヒルダ！）

「……そっか。じゃあ、お言葉に甘えようかな」

　根こん負けしたように、エルネスタが苦笑した。

「ただし、おまえも言った通り私はリムシィで《王竜星武祭リンドブルス》に出るつもりだ。もしレナティと闘うことになっても、容赦はしないぞ」

　リムシィには沙さ々さ宮みや紗さ夜やとの闘いを想定した新たな装備を準備中だ。

　それさえ完成すれば、このレナティを相手にしても引けは取らないはず──まあ、その分アルディが相当に割りを食うことになるのだが、今回は我慢してもらうしかない。

「ふふーん、望むところだよ」

　そう言って笑うエルネスタの顔は、やはり親子だからなのか、レナティのそれとよく似ていた。
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「はっはっはー！　いよっ、お二人さん！　相変わらず姉妹揃そろってむしゃぶりつきたくなるくらいのいい女だな！」

　レヴォルフ黒学院、中央校舎前の中庭。

　昼休み、いつものようにイレーネがプリシラの手作り弁当をがっついていると、ぞろぞろと二十人近い取り巻きを引き連れたサングラス姿の男が声を掛けてきた。

　背は高く、胸板もぶ厚い赤髪の偉丈夫で、口元には白い歯が輝くほどの笑えみ、目元はサングラスによって隠れているが、いかにも陽気な雰囲気を振ふり撒まいている。着崩したレヴォルフの制服に、腕や首にギラギラと輝く装飾品はどれも高級品だ。

「ちっ！　ロドルフォか、何の用だ。おっと、それ以上近付くんじゃねえぞ……！」

　イレーネはそう言うと座っていたベンチから腰を浮かして、その男──レヴォルフ黒学院序列二位《砕星の魔術師バサドーネ》ロドルフォ・ゾッポを威嚇するように睨にらみ付けた。

「お姉ちゃん……」

「プリシラ、下がってろ」

　隣に座っていたプリシラは言われた通りに距離を取る。その動きは以前とは比べ物にならないくらい隙すきがない。《万ばん有ゆう天てん羅ら》に鍛えられている成果は着実に出ているようだが、いくらなんでも今回は相手が悪すぎる。とにかくこの男の間合いにだけは入らないようにしないとまずい。今はそれで十分だ。

「おいおいおい、嫌われたもんだな！　別に何もしねえって！　楽しくやろうぜ、楽しくよお！　はっはー！」

　ロドルフォは大きな腕を広げて、豪快に笑いながらそう言った。楽しくやろうぜは、ロドルフォの決まり文句だ。

「生あい憎にくとあんたのような外道とよろしくやる気はねーよ。こっちは昼飯中なんだ、さっさと帰れ」

「いやさ、ちょいと小耳に挟んだんだけどよ、おまえら姉妹が《王竜星武祭リンドブルス》に出るってのは本当かよ？」

　そんなイレーネの言葉を無視して話を続けるロドルフォ。

「……だったらなんだってんだ？」

　ロドルフォは歓楽街ロートリヒトを根城にしているマフィアの中でも最大規模の組織《オモ・ネロ》の頭目でもあった。《オモ・ネロ》の構成員は千人を超えるとも言われ、レヴォルフ学内にも多くの配下がいる。その情報収集能力は侮あなどれない。

「ってことはマジなんだな。あーあー、なんてこったい！　どうせ《孤毒の魔女エレンシユキーガル》の露払いってとこだろ？　そんなくだらねえ仕事やめちまえよ！　楽しくもなんともねえだろうに！　なあ、そうだろう？」

「悪いがあんたと違って仕事に楽しさは求めちゃいねーんだよ」

　そう言ったものの、ロドルフォの指摘はある意味で正しかった。

　今回の《王竜星武祭》大本命がオーフェリア・ランドルーフェンであることに議論の余地はないだろうが、それでもかつてないほどに各学園から猛者が出場を予定している。ディルクとしては万が一に備えて、そうした有力候補を少しでも潰つぶしておきたいのだろう。それこそが、今回イレーネに与えられた仕事だった。

　しかも珍しいことに今回はボーナス付きで、有力候補を倒せば倒すほどイレーネたちの負債が減るようになっている。俄が然ぜん、気合も入ろうというものだ。

「はは！　つれねーなあ！　だがよお、考えてもみろって！　あんなデブの情婦を続けるよりも、俺のところに来たほうがよっぽど楽しく暮らせるぜ？　なーに、金のことなら心配すんなって！　俺が立て替えてやるからよお！」

「誰が情婦だ、ぶっ殺すぞ！　あのクソデブにゃあ指一本触れさせちゃいねーよ！」

《オモ・ネロ》はディルクと敵対しているわけではないが、決して友好関係にあるわけでもない。

　こう見えてロドルフォはそのあたりの距離の取り方が上う手まいのだ。

「……おい、てめえ。さっきから聞いてりゃ、なんだその口の利きき方は？」

　するとロドルフォの取り巻きの中から一人、スキンヘッドの大男が進み出てイレーネに嚙かみ付いてきた。名前は忘れたが、確か最近リスト入りしたルーキーだ。

「元序列三位だか知らねえが、あんまりうちのボスを舐なめてるようだと──」

「おーい！　せっかく別べつ嬪ぴんさんと楽しくお喋しやべりしてるってのによお。なーに邪魔してくれちゃってるんだ？　ああ？」

　ロドルフォが真夏の太陽のようにギラついた笑え顔がおのままそう言った瞬間。

「ぐべぇあ……っ!?」

　突如として、その男の頭が爆はぜた。

　力なく崩れ落ち、仰あお向むけに倒れたスキンヘッドの男は完全に白目をむいているが、幸いにも息はしているようだ。その左側頭部には焼け焦げた跡。

　ロドルフォはその男に一いち瞥べつすることさえなくぱちんと指を鳴らすと、取り巻きの中から数人が進み出てスキンヘッドの男を引ひき摺ずって行った。

「……やれやれ、興が削そがれちまったなあ。でもよお、覚えておいてくれよな。おまえも妹ちゃんもよ、俺の好みにドンピシャなんだ。できりゃあ、壊したくねえ」

「あん？　どういうことだ？」

「ははっ！　だから俺も出るんだよ！　今度の《王竜星武祭リンドブルス》によお！」

「っ！」

　ロドルフォは現在大学部の二年だが、入学以来一度も《星武祭フエスタ》に出たことがない。

　てっきり興味がないものと思っていたのだが……。

「一体どういう風の吹き回しだよ？　今更あんたが《星武祭》に出るだと？」

「なーに、それも楽しいんじゃねえかと思ってな！　はっはっはー！」

　そう言って豪快に笑うと、ロドルフォはくるりと背を向けた。

「そんじゃまあ、もしぶつかるようなことがあればお手柔らかに頼むぜ！」

　そしてそのまま取り巻きを引き連れて去って行く。

「……ふぅー」

　その姿が校舎の向こうに消えたことを確認して、イレーネはようやく力を抜くことができた。

「お姉ちゃん、大丈夫？　……はい、お水」

「ああ、ちっとばかし緊張したがな」

　プリシラが差し出してきた水を一気に呷あおる。

「ぷはー、しかしやっぱクソつえーな、あのグラサン野郎。序列二位は伊だ達てじゃねえか」

「う、うん。ずっと観察してたけど、まるで隙すきがなかったよ……」

「ははっ、それがわかるようになったなら上出来だ」

　確かにプリシラの成長は著しい。再生能力者としての特性も上う手まく使いこなせるようになってきたし、このまま鍛え続ければ大化けする可能性もあるだろう。だが、まだまだあの手の化け物連中とやり合うには足りなすぎる。

「……もし《王竜星武祭リンドブルス》であいつと当たるようなことがあったら棄権しろよ」

《星脈世代ジエネステラ》を相手にする限り、ロドルフォの能力はほとんど無敵と言っていい。

　例外があるとすればオーフェリアくらいだろうか。実際、ロドルフォは過去に一度だけオーフェリアに挑み、敗やぶれている。しかしそれでもロドルフォが間合いに入り込むことができていたら、どうなっていたか。

「ううん、もしぶつかることになっても棄権はしないよ」

「は……？」

　思わぬプリシラの言葉に、啞あ然ぜんとするイレーネ。

「だって能力的にも戦術的にも私のほうが相性がいいんだし、当然でしょ？　むしろバトルスタイル的にはお姉ちゃんのほうが心配だよ」

「い、いや、それは確かにそうかもしれねえがよ……」

　今のイレーネは完全に近接での格闘戦に特化した闘い方をしている。どう取り繕ってもロドルフォとの相性は最悪と言っていい。

「あの日、言ったでしょ？　お姉ちゃんが闘うなら、私も一緒に闘うの」

　プリシラはずいっと顔を寄せ、真剣な顔でそう言うと。

「さ、早くお弁当食べちゃわないと。もうすぐお昼休み終わっちゃうよ」

　にこりと笑って、弁当箱を差し出した。

「……ホント、プリシラには敵かなわねえな」

　イレーネは最も早はや苦笑するしかなく、そこから肉団子を一つ摘むと口に放り込んだ。





　　　　＊






　空間ウィンドウを開いたまま、下着姿のシルヴィアは手に持ったワンピースを鏡の前で合わせる。

「うーん、これもちょっと違うかなぁ……」

　可愛かわいいけれどデザインが少しガーリーすぎるかもしれない。もう少しシックな雰囲気がほしいところだ。

　ベッドの上にはクローゼットから取り出した服がいくつも並んでいる。

『それから──聞いていますか、シルヴィア？』

　空間ウィンドウの向こうでは、ペトラが相変わらずの鉄面皮で説得を続けていた。

「聞いてないよ。だってペトラさん、同じことしか言わないんだもん」

　素直にそう答えるとさすがにむっとしたらしく、バイザーグラスの奥でペトラの目が釣り上がるのがわかる。

『私はあなたのためを思って言っているのですよ……！』

「あはは！　やめてよ、今更そんな言葉を私が信じるわけないでしょ？」

　シルヴィアが一笑に付すと、ペトラはむすっとした声で続けた。

『……あなたの実績と実力を考えるのであれば、今回の《王竜星武祭リンドブルス》を回避するのは妥当な選択です。次回の《王竜星武祭》ならば、あなたが優勝する確率はずっと高くなるでしょう』

　つまり、どうせオーフェリアには勝てないのだから、無駄に参加回数を重ねるなということだ。

　シルヴィア自身、それを侮辱されたとは思わない。オーフェリアの力は誰がどう見ても圧倒的なのだから。

「理屈はわかるけど、なんで急にそんなことを言い出したの？　前は別に出るも出ないも自由にすればいいって立場だったでしょ、ペトラさん」

『事情が変わったのですよ。あなたがオーフェリアの元まで、つまり確実に決勝戦まで辿たどり着つけるのであればそれもいいかと思っていましたが、それも楽観視できなくなってきました』

「なるほどね、確実に準優勝できるなら許すってことか。でも、だーめ。私あれからことあるごとにオーフェリアへのリベンジを公言してるのに、ここで出ないとなったら逃げたことになっちゃうでしょ」

　言いながら、黒のスキニーパンツと白シャツでモノトーンにまとめてみたが、これは少しシンプルすぎる気がする。悩ましいところだ。

『ですから、今からでも冬に大型のライブツアーを組むと言っているのです。仕事があればそうした批判も少なくなるはず』

　それは半分正しいが、半分は間違っている。

　シルヴィアの人気は歌唱力もさることながら、同時に《星武祭フエスタ》という土壌があってこそ生まれたものだ。その足元を蔑ないがしろにするのであれば、シルヴィアを支える土台が崩れかねない。

『先ほど言った通り、今回の《王竜星武祭》はあまりに異常すぎるのです。オーフェリア・ランドルーフェンを筆頭として、どの学園からも手練てだればかりがエントリーを標ひよう榜ぼうしています。見劣りするのはガラードワースくらいなものでしょうか。いくらあなたとて、決勝まで進めるという保証はありません』

「強い選手がいっぱい出てきて盛り上がるのはいいことだと思うけどな。それに、だったらうちも負けていられないってことにならない？」

　これでも自分なりに序列一位に君臨し続けているだけの責任は果たしてきたつもりだし、これからもそうするつもりだ。

『あなたが出なくてもネイトネフェルがいます。それにここのところ成長著しいヴァイオレット・ワインバーグに、若わか宮みや美み奈な兎とも。……まあ、この二人は《万ばん有ゆう天てん羅ら》が何やら関かかわっているようですが』

「ああ、そう言えば美奈兎ちゃん、純星煌式武装オーガルクスを手に入れたんだっけ」

　しばらく顔を合わせていないが元気だろうか。

　あの子犬のような……いや、子こ兎うさぎのような少女を思い出すと、自然と頰ほおが緩ゆるんでしまう。そういう独特の空気を持った少女だった。

『他にも我が学園からは……』

「はいはい、知ってますとも。私、一応生徒会長なんですけど？」

『ならば、辞退しますね？』

「それとこれとは話が違うかなー」

『……シルヴィア』

　ペトラの声が一段低くなる。

　どうやら本気で怒らせてしまったようだ。

「んー、まあ、私だってみんなのことを信頼してないわけじゃないけどさ。でも、本気で負ける気はしないんだ。どんな相手だろうとね」

　たとえ《鳳凰星武祭フエニクス》と《獅鷲星武祭グリプス》を制しているあの綾あや斗と相手でも、シルヴィアには勝つ自信がある。

　もっとも彼はユリスに気を遣って出場しないらしい。

　それだけ大切に想おもわれているあの薔ば薇ら色いろの髪の王女のことを思うと、少し……いや、かなり妬やけてしまうが。

『言葉だけでは意味がありません。その根拠は？』

「新曲を用意した。全部で三曲。……その内一曲はオーフェリア用だけどね」

『三曲も……？　それは初耳ですよ』

　シルヴィアの能力を発揮するための曲は、作詞も作曲も自ら行わないとならないため、完全に理想通りの効果を望むのであれば相応の時間をかけなければならない（即興でも効果は発揮されるが、精度や安定感が劣る）。

「まだ完成したわけじゃないからね。目め処どがついたら報告するよ」

『ふむ……』

　条件が変わったためか、考え込むペトラ。

「──ごめんね、ペトラさん。そっちの理由も理屈もわかるけど、私が闘いたいんだよ。そして勝ちたいの、オーフェリアに」

　シルヴィアはそんなペトラにきっぱりとそう言った。

　そう。前回の《王竜星武祭リンドブルス》決勝戦、あの日の悔しさをシルヴィアは決して忘れていない。

「これは譲れないんだ」

　シルヴィアは負けず嫌いで欲張りなのだ。

　歌姫としての自分も、序列一位としての自分も、ウルスラを探し出すと決めた自分も、そして恋する自分もすべての自分で夢と目標を叶かなえたい。そのための努力で、そのための闘いなのだ。

　無論、できないこともあるだろう。挫折し、選択を迫られ、諦あきらめなくてはならないこともあるかもしれない。ただ、そうなった時に後悔しないように、もしくはせめて後悔を引ひき摺ずって生きることがないようにしたいのだ。

『はぁ……わかりました。そこまで言うのならば仕方ありません』

　ペトラが大きな溜ため息いきを吐つくと、がくりと肩を落とす。ようやく諦めてくれたらしい。

『……ベッドの一番奥にあるオフショルダーのブラウスと、その一つ手前のキュロットとタイツを合わせなさい』

「え……？」

『天あま霧ぎり綾あや斗ととデートなのでしょう？』

「あー……まあ、そんなところ、かな」

　厳密に言うとデートではなく金きん枝し篇へん同盟関連の定期連絡なのだが、シルヴィア的にそれくらい気合を入れているのは変わらない。何しろ直接会える機会は限られている。一戦必勝の心構えで挑まねばならないのだ。

「おー、これは中々……」

　言われた組み合わせを試してみると、なるほど新鮮で悪くない。

「さすがは元トップアイドル兼トップモデル、ナイスアドバイスだよ」

　シルヴィアがそう褒めると、ペトラはほんの少し口元を緩ゆるめて言った。

『あなたは負けるのが相当嫌いなようですから、私からささやかな援護射撃です。聞けば相手は随分と強敵揃ぞろいのようですが……まあ、精々がんばりなさい』

　皮肉なのかエールなのか判断のつかない言葉を残して、空間ウィンドウがブラックアウトする。

「……言ってくれるなあ、ペトラさんも」

　だが、確かにその通りだ。

　それはある意味では《王竜星武祭リンドブルス》よりも過酷かもしれない闘いなのだから。





第六章　序曲







「おーい、綾あや斗とっ」

　すっきりと晴れ渡った学園祭初日、シリウスドーム前の広場は多くの人でごった返していたが、幸いにもすぐに笑え顔がおで手を振る遥はるかの姿を見つけることができた。

　あまり目立ちたくない綾斗は例によってちょっとした変装──伊だ達て眼鏡めがねと帽子──をしていたのだが、そこは姉。あちらも一目でわかってくれたようだ。

「しかし話には聞いてたけど、すごい人混みね。もっと違う場所で待ち合わせればよかったかな」

「学園祭の期間はどこも似たようなものだよ。それより、父さんは元気だった？」

　遥は昨日まで一ヶ月ほど信州の実家に戻っていた。

　治療院を退院後もしばらく続いたという警備隊の聴取を終えて、ようやく自由の身みになった遥が最初にしたのはまず父である正まさ嗣つぐに顔を見せることだった。

「うん、元気だったよ。頑固さも仏頂面も相変わらずで……強いて言えば、ちょっと白髪が増えてたかも」

「ははは……俺も姉さんも心労をかけっぱなしだもんね。でもせっかくなんだし、もう少しゆっくりしてくればよかったのに」

　遥はるかの感覚としてはそうではなくとも、正まさ嗣つぐにとっては本当に久しぶりの再会なのだ。父親として、もっと一緒に過ごしたかっただろうことは想像に難くない。

「そうしたかったのは山々だけどね。ヘルガさんに無理を言って戻らせてもらった以上、あんまり長居はできないから」

　すでに聴取は終わっているため口封じとしては意味をなさなくなったが、まだ遥が《処刑刀ラミナモルス》から狙ねらわれる可能性は残っている。

　過去の経緯から考えても《処刑刀》が遥に相当な執着を持っているのは間違いない。亡き者にしようと動くことはないかもしれないが、再び自分の下に連れ去ろうとすることはあるかもしれない。ヘルガとしては自分の手が届く範囲であるこのアスタリスクから出て欲しくないのが本音だろう。

　とはいえ、どこの誰ともわからない相手を探し出す間、ずっと護衛をつけておくような余裕は警備隊にもない。そこで折衷案として、今の遥には警備隊に在籍する探知系能力者の能力が施されていた。

　これは予あらかじめマーカーを付けておいた対象の現在位置をある程度まで把握できるというものだ。保険としては十分に効果的と言えるだろう。

「それに、あたしも一度ここの学園祭を見てみたかったんだ」

　遥は遠い目で人の群れを眺めながら小さく笑った。

「……そっか」

「そういうわけだから、今日はいろいろと案内をよろしくね」

　そう言って遥は綾あや斗との肩をぽんと叩たたく。

「ああ、任せてよ」

　幸いにも綾斗は去年の学園祭、シルヴィアに付き合って六学園すべてを回っている。どこへでも案内できるだろう。

　そう考えながらも、綾斗はふと今まで意識していなかったことに気が付いた。

（そうか……シルヴィアって、どこか雰囲気が姉さんに似てるんだ）

　もちろん顔形や背格好は随分と違う。性格も近い部分はあるが、そうでない部分も多い。ただ、そのまとう空気や物の言い方が、はっとするほど似ている瞬間があるのだ。

　だからこそ、世界の歌姫相手に綾斗もあれほど早く馴な染じめたのかもしれない。

「警備隊に入ろうっていうなら、やっぱり自分の目でできるだけ多くの場所を確かめておかないと。特に学園の敷地内は警備隊でも簡単には立ち入れないみたいだし、ちょうどいい機会よね」

「そのことなんだけど……姉さん、本気で警備隊に入るつもりなの？」

　とりあえず地下鉄の駅へ向かって歩きながら、かねてからの疑問をぶつけてみる。

「もちろん。《処刑刀ラミナモルス》がまだこのアスタリスクで暗躍してるのなら、あたしも借りを返しておきたいもの。そのためには警備隊に入るのが一番手っ取り早いでしょ？」

「それはそうかもしれないけど……」

　綾あや斗ととしては、あまり賛成できないというのが本音だ。

　せっかく無事に再会できたというのに、また危険な目に遭うような立場に自ら進んで飛び込むことはないだろう。

「まあ、本当は当該事件の関係者は捜査に参加させないらしいんだけど、そこはヘルガさんの裁量でなんとかしてもらえるかもって」

「……ずるいなあ」

　警備隊は常々人手不足に悩まされているそうなので（何しろ以前は綾斗も勧誘されたくらいだ）、遥はるかほどの使い手が入るのならば大歓迎ではあろう。

「後は入隊試験さえクリアできれば、だけどね」

「次の試験はもうすぐなんだっけ？」

「そう。だから実家でも勉強漬けだったんだ」

　それでもちゃんと入隊試験は受けさせるあたり、ヘルガの生真面目な性格とその譲れない一線が感じ取れる。

　そもそも警備隊が人手不足なのは、その厳格な入隊試験と面接で志望者の大半が振るい落とされるからだ。ヘルガが直接相応ふさわしいと認めた者以外、警備隊の制服に袖そでを通すことはできない。

「──っと、ちょっとごめん」

　綾斗はそこで携帯端末が着信を知らせたのに気が付いた。

　懐から取り出し、相手を確認してみると。

「……《大博士マグナム・オーパス》！」

　綾斗は思わず眉まゆを顰ひそめたが、仕方なく建物の陰に入って空間ウィンドウを開く。

『きしししし！　ご無沙汰しております、天あま霧ぎり綾斗！　その後、お姉さんの調子はいかがですか？』

「──お蔭かげ様さまで、あたしならこの通り元気にやってるよ。えーと、ヒルダさん、だっけ？　その節はどうもお世話様」

　遥がひょこりと割って入って、ヒルダにぺこりと頭を下げた。

　経緯やヒルダの目的はともかく、遥を目覚めさせてくれたのは他ならぬこのヒルダなのだから、確かにそこは筋を通しておくべきだろう。

『おお、お姉さんもご一緒でしたか。まあ、いずれにせよあたしはあくまで約束を果たしたまで。お礼を言われるようなことではありませんよ』

　謙けん遜そんではなく、実際にそう思っているのだろう。ヒルダの口振りは、そもそも遥自体にあまり興味がなさそうだ。

「で、用件は？」

『さすがさすが、話が早くて助かります。実は万応素加速器マナコライダーを使用した実験再開の手て筈はずが整いましてね。お約束通り、お知らせを』

「っ！」

　ということは、ヒルダはまた人体実験をするつもりなのだろう。

「一応確認しておくけれど、被験者は本当に納得して同意してるんだろうね？」

『きししししし！　当然ですとも！　完全に、完かん璧ぺきに、それはもう心の底から疑念の余地なく納得済みですよ！』

「……それを証明できるのかい？」

『ええ、ええ！　それはもちろん！　実に簡単ですとも！　何しろ──被験者はこのあたし自身なのですから！』

「なっ!?」

　これには思わず綾あや斗とも絶句した。

　まさか自分自身を実験対象とするとは。

　ヒルダの研究にかける情熱は、もはや狂気そのものだ。

『どうです？　これならばあなたも文句はないでしょう？　きししししし！　では、ごきげんよう！』

　ヒルダはそれだけ言って通信を切ってしまった。

　綾斗としては釈然としないものが残ったものの、確かにこれでは文句のつけようがない。

　だが、どうしても嫌な予感しかしなかった。

　それがなんなのかはわからないが、ヒルダの研究は進歩ではなく不幸を呼ぶものとしか思えないのだ。

　そしてもし何かが起こった場合、綾斗にもその責任の一端があることは間違いなかった。

「……綾斗」

　そんな綾斗に申し訳なさそうな顔を向け、遥はるかが少し俯うつむく。

「ごめんね。いろんなものを背負わしちゃったみたいで」

「……ううん、そんなことないよ」

　そうだ。何があろうとも、姉を取り戻すために取った選択に今更後悔はない。

「ああ、ほら、そんなことより！　早く行かないと時間がもったいないよ、姉さん。まずはガラードワースだったよね」

　綾斗はそう言って遥の手を取ると、再び表通りの人混みに飛び込んだ。

　遥は一瞬驚いたような顔をしたが、すぐにその手を握り返してくる。

「……本当に大きくなっちゃったんだなぁ」

　感慨深そうにつぶやいた遥はるかは、嬉うれしそうな寂しそうな、複雑な苦笑を浮かべていた。





　　　　＊






　聖ガラードワース学園の学園祭は、校風をそのまま反映したような格式高いものだ。

　露店の類はほとんどなく、その代わりに本格的なカフェテリアなどが学園祭のためだけに建物ごと移設されている。出し物も舞踏会や演劇、演奏会など、文化的かつ社交的なものばかりだった。

「はぁー……すごいすごい。さすがはアスタリスクで唯一名門と呼ばれているだけはあるね」

　その中央広場に立つ遥が、感心しきりといった顔で周囲を見回しながら言った。

　去年の綾あや斗とも同じようなものだったので、思わず苦笑する。

　実際ガラードワースは校舎なども近世ヨーロッパ風の建造物を模しているので、おそらく雰囲気だけなら六学園の中でもオリエントに特化した界龍ジエロンと双璧だろう。

「おや……これは奇遇だ」

　と、ふいに聞き覚えのある声が背後からかけられたので振り返ってみれば。

「アーネストさん！」

「《獅鷲星武祭グリプス》以来かな。元気そうで何よりだ、綾斗くん」

　そこには金髪の美男子が煌きらびやかな笑えみを浮かべて立っていた。

「しかし……君はあまり変装は上う手まくないようだね」

　顎あごに手を当て、品定めするように綾斗を見ながらアーネストが笑う。

「はは、去年シルヴィにも同じことを言われましたよ。アーネストさんこそ、よく素顔のままでこんな人混みを歩けますね」

　アーネストの人気ぶりは綾斗もよく知っている。

「なーに、堂々としていれば案外大丈夫なものだよ」

　確かにその言葉通り、こうして往来で話していてもアーネストに気が付いて足を止める人は大勢いるが、直接声をかけてくるような者は出てこない。アーネストが持つオーラが、そうさせているのだろうか。

「……アーネスト、何か飲み物を買ってきますね」

「ああ。頼むよ、ダイアナ」

　するとアーネストの斜め後ろに控えていた女性がそう言うと、綾斗たちに軽く膝ひざを曲げて挨拶をしてから去って行った。清せい楚そで落ち着いたショートカットの美人で、アーネストと同じくらいの年齢だろうか。

「アーネストさん、あの人は……」

「……うん、昔からの知り合いでね」

　アーネストはそれだけしか答えなかったが、今の短いやり取りだけでも二人の間にそれ以上の関係があるのは綾あや斗とにもわかった。

「それよりも、もしかしてそちらのご婦人が綾斗くんのお姉さんかな？」

「初めまして、アーネストくん。綾斗の姉の天あま霧ぎり遥はるかです」

　ぺこりとお辞儀をする遥。

「《獅鷲星武祭グリプス》の決勝戦、すごかったよ。特に最後、《白濾の魔剣レイ＝グレムス》を投げ捨てた辺りからは圧巻だったね」

「ははっ、あまり褒められたものではなかったでしょう？　あのような、みっともない剣技は……」

「あら、綺き麗れいなだけの剣よりもずっといいと思ったけど」

　遥のその言葉に、アーネストは虚を突かれたように目を瞬しばたたかせる。

「鬼気を制御するのは大切だけれど、それは基本と基礎であって応用はいくらでもあるもの。アーネストくんはきっと素敵な剣士になるわ」

「……そのようなことを言われたのは初めてです」

　アーネストは珍しく歳とし相応の、嬉うれしそうな笑え顔がおでそう言った。

「確かお姉さんは綾斗くんの剣の師でもあるのだったか。なるほど、これは綾斗くんの強さも納得だ」

「ええ、自慢の姉ですから」

　綾斗が照れながらもそう胸を張ると、アーネストは降参とばかりに苦笑する。

「では、僕はこれで失礼しよう。──ああ、そうだ。綾斗くん」

　アーネストは去り際に振り返ると、綾斗に向かって意味深な視線を向けた。

「君はどうやらいろいろと厄介事を抱えているようだ。僕はもう生徒会長ではないし、以前よりは身軽になった。何か困ったことがあったら、いつでも頼ってくれたまえ。微力ながら助けになろう」

「……ありがとうございます」

《獅鷲星武祭》決勝戦前夜、アーネストは綾斗と共に《処刑刀ラミナモルス》と闘っている。そのことを踏まえての言葉だろう。いや、もしかしたら生徒会長時代に何かしら情報を摑つかんでいたのかもしれない。ガラードワースの諜ちよう報ほう工作機関至聖公会議シノドミアスは、情報戦にかけては六学園随一だ。

「いい人じゃない」

「うん、さすがはガラードワースの元生徒会長だよ。《白濾の魔剣》を手放してもなお、あれくらい高潔でいられるのはすごいね」

　すでに《星武祭フエスタ》ファンの間で、五代目の《剣けん聖せい》として浸透しつつあるのは伊だ達てではない。

　素直にそう感心していると、遥はるかが腰に手を当てて咎とがめるように言った。

「そうだ、あの試合で一番見ていられなかったのは《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》の使い方よ。あなた、相変わらず星辰力プラーナの調整が下へ手たなんだから」

「う……」

　そこを突かれると綾あや斗とには返す言葉もない。

「まあ、あれは感覚の問題だから練習すれば上う手まくなるってものじゃないし、あなたは星辰力の量が桁違いだから難しいのはわかるけど……そうだ、じゃあ今度時間を見つけてあたしが指導してあげようか？」

「ああ、それは助かるよ。自分でもあれこれ試してみてるけど、さっぱりで……」

「よし、じゃあ決まりだね」

　そんな会話を交わしながら、綾斗たちはガラードワースを後にした。




　学園祭の夜、商業エリアはどこに行っても昼間の熱狂をそのまま持ち越しているようで、騒々しいことこの上ない。大通りから一本どころか二本か三本は奥へと入ったこの小道でさえも、まだまだ学生や観光客が行き交っている。

「あー、楽しかった！」

　両手を組んで真上に伸ばしながら、遥は満足そうにそう言った。

「結局、ガラードワースとレヴォルフ、アルルカントしか回れなかったけどね」

　それでもかなり駆け足だったのだが。

「もし姉さんさえよければ、明日も案内するけど？　ほら、クインヴェールには柚ゆず陽ひちゃんもいるしさ」

「ああ、そうだったね。柚陽ちゃんにもちゃんと挨拶しておかないとだ」

　今回の《獅鷲星武祭グリプス》でダークホースとして活躍したクインヴェール女学園チーム・赫かぐ夜やのメンバーでもある蓮れん城じよう寺じ柚陽は、天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆうの分家筋で弓術を学んでいたこともあり、綾斗や遥とは昔むかし馴な染じみだ。

「でも大丈夫、明日は一人で行ってみるよ。せっかくの学園祭に綾斗を独占しちゃったら、あの子たちに悪いからね」

　綾斗の一歩先を歩いている遥は、首だけで振り返りながらからかうように笑った。

　あの子たちというのは、つまりチーム・エンフィールドの皆のことだろう。

「いや、でも特にそんな話は……」

　彼女たちはここしばらく、それぞれにやることがあって忙しくしているようだ。

　ユリスは半年後に迫った《王竜星武祭リンドブルス》に向けてひたすら訓練を続けている。

　紗さ夜やも今年度から新しく星せい導どう館かん学園の港湾ブロックに新設された煌式武装ルークス開発施設に篭こもりっきりで、父親である創そう一いちや個性的な後輩と共に新型煌式武装ルークスの開発に余念がない。

　クローディアは相も変わらず生徒会長業務に忙殺されている上、今は金きん枝し篇へん同盟関連にも手を割かなければならないために一段と大変そうだ。

　綺き凛りんは帰省した際に何か思うところがあったのか、今年に入ってからは特に基礎訓練を重点的に続けている。

「あのね、そんなのあたしたちに気を遣ってくれてたのに決まってるでしょ？」

「え……？」

「あたしと一緒に学園祭を回るとか、あの子たちに話したりしてない？」

「そういえば前に学食でそんな話をしたような」

　記憶を辿たどる綾あや斗とを、ジト目で遥はるかが睨にらむ。

「まったくもう……って、あれ？」

　そこでふと遥の足が止まった。

「どうしたの、姉さ──」

　そう問いかけようとしたところで、綾斗も気が付く。

　いつの間にか周囲の風景がすっかり様変わりしている。崩れかけたボロボロの廃ビルに、寂しくうち捨てられた大通り。再開発エリアだ。

　綾斗たちは少し遠回りながらも、駅に向かっていたはず。

「この感じは前に覚えがあるぞ。確か夜や吹ぶきとやりあった時の……」

　そうだ。あの時も気が付かないうちにこうして再開発エリアに誘導されていた。

　対象の方向感覚に干渉するという、夜吹の一族ナイトエミツトが使う隠いん遁とん術じゆつ。

（ということは、まさかまた……？）

　──が、そんな綾斗の予想に反して、廃はい墟きよの陰から現れたのは機械的な首飾りをつけた一人の女性だった。

「……《ヴァルダ＝ヴァオス》！」

　綾斗と遥は同時に身構え、距離を取る。

「なんであなたが、夜吹の一族の技を……」

「我の力は精神感応能力全般に及ぶ。その作用手順さえ理解すればこの程度の再現は造作もない」

　あっさりと言ってのけるヴァルダ。

「なるほど、あなたが《ヴァルダ＝ヴァオス》か。初めまして、と言ったほうがいいのかな？」

「まあ、さほど面識があるわけではないのは確かだ。あの当時、我は別の身体からだを使っていたし裏方に徹していたのでな」

　それでも遥に偽の記憶を植えつけていた以上、どこかで接触していただろうことは間違いない。もしかしたら、遥はるかが眠った後にそれを行ったのかもしれないが。

「で、俺たちに何か用事でも？」

　綾あや斗とは慎重に周囲の気配を探りながら、そう問い掛ける。

　過去の経験からいって、おそらくは──

「用事があるのは私だよ。しばらくぶりだね、天あま霧ぎり綾斗君」

　やはり。

　同じように廃はい墟きよの陰から現れた仮面の人影は、《処刑刀ラミナモルス》その人だった。

「そして……こちらは本当に久しぶりだ。元気そうで何よりだよ、遥」

「……」

　薄い笑えみを浮かべる《処刑刀》とは対照的に、遥の口が真一文字に結ばれる。

「ふふ、我が娘ながらつれないことだ。まあいい、今日はあまり時間がなくてね。単刀直入に行こう」

《処刑刀》はそう言うと、綾斗に視線を向けた。

「綾斗君、君にぜひとも《王竜星武祭リンドブルス》に出場してほしい」

「何……？」

　思いもよらない言葉に綾斗は眉まゆを寄せたが、《処刑刀》は構わずに続ける。

「聞くところによると、君は回避する方向で検討しているそうじゃないか。それは実にもったいない。遥はるかの封印をすべて解除した君は、《星武祭フエスタ》の歴史でもトップクラスの選手であることは間違いないだろう。その力をぜひ広く世界に示してほしいのだよ」












「……なぜあなたがそんなことを気にするんだ？」

「しかも三連覇とグランドスラムの二つがかかった《星武祭》など過去に例がない。いや、おそらくこれから先も二度と実現することはないだろう。それくらいの奇跡なんだ。《星武祭》史上最高の盛り上がりが約束されていると言っても過言ではないさ。……もう一度言おう！　綾あや斗と君、君は《王竜星武祭リンドブルス》に出場するべきだ」

　綾斗の問い掛けを無視して、《処刑刀ラミナモルス》が大きく腕を広げた。

「何を勝手に！　俺はユリスの邪魔になるようなことはしない！」

　綾斗がそう一蹴するが、《処刑刀》はゆっくりと首を横に振る。

「ああ、誤解しないでくれたまえ。別にお願いをしているわけではないんだ。これは──脅迫なのだからね」

　そして懐から発動体を取り出すと、純星煌式武装オーガルクス《赤霞の魔剣ラクシヤ＝ナーダ》を起動させた。

「っ！」

　綾斗も即座に《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を、隣に立つ遥もほぼ同時にブレード型の煌式武装ルークスを起動させる。

　が、その煌式武装を構えかけたところで、遥は片手で胸を押さえて顔を顰しかめた。

「ぐ……っ！」

「姉さん!?」

　以前、治療院で話を聞いていた時と同じだ。

　やはりまだどこか悪いのだろうか。

「大丈夫よ、綾斗。今はそれよりも……！」

　遥はすぐに呼吸を整えると、そう言って《処刑刀》を睨にらみ付ける。

　確かに遥のことは心配だが、まずはこの場を切り抜けてからだ。

「体調がすぐれないのであれば無理をするものではないよ、遥」

　余裕の笑えみを浮かべながら、《処刑刀》が《赤霞の魔剣》を大地に突き刺した。

「ご心配なく。それにしても……結局のところ、あなたはいつも力ずくなのね。でも、それならこちらも望むところよ」

　遥が静かな剣気をまとわせてその切っ先を《処刑刀》へと向け、綾斗も腰を低く落としながら、《黒炉の魔剣》を正眼に取る。

「そうだね。俺たちとしても、あなたには聞きたいことが山ほどある」

《処刑刀》は強い。綾斗も一度剣を合わせているため、その底知れぬ力はすでに知っている。だが前回と違って綾斗に施された封印はすでになく、しかも今回は遥がいてくれるのだ。負ける気はしなかった。

「ふむ、力ずくか。それも悪くないかもしれないね」

《処刑刀ラミナモルス》はそう言いながら、星辰力プラーナを練り上げる。

　すると。

「なっ……！」

《処刑刀》の周囲に複数の魔法陣とそこから伸びた縛鎖が顕現した。あれはまさしく、綾あや斗とに施されていた封印と同じもの──即すなわち遥はるかの禁獄の力だ。

　確かに先日遥は言っていた。

《蝕武祭エクリプス》で闘った際、負けはしたがその代わりに相手の力を封じるのに成功したと。

　だとしたら、前回綾斗が闘ったあの時も──

「……さて、と」

《処刑刀》がそう言って無造作に左手を払うと、禁獄の縛鎖は一瞬で粉々に砕け散って消きえ失うせる。

　強引に遥の封印を解除したのだ。かつての綾斗がそうしていたように。

　直後、《処刑刀》の内から力が膨れ上がり、その体を満たしていくのを感じる。

「ふぅ……全力を出すのも、随分と久しぶりだ」

《処刑刀》が深く息を吐き出しながら、感慨深そうに言った。

　なるほど、綾斗にできたのだから《処刑刀》にもそれができるのは道理だ。ただし正式な手順での解除ではない以上時間的な制限があるはずだし、おそらく反動もあるだろう。それは付け入る隙すきになるかもしれない。

　だが。

「こ、れは……!?」

「……しっかり気を持ちなさい、綾斗。飲み込まれてしまわないように」

　険しい顔でそう言う遥の頰ほおにも、汗が一筋伝わっていくのが見て取れる。

　かつて《孤毒の魔女エレンシユキーガル》や《万ばん有ゆう天てん羅ら》と対たい峙じした時に感じたような、本能的な恐怖はない。ヘルガが言っていたように、彼女たちは『別種の存在』だからだ。

　その伝で言えば、目の前に立つ男は確かに人間だった。

　ただ一点、あらゆるものを食い潰つぶさんとばかりに放たれる、禍まが々まがしく圧倒的な鬼気を除いては。

「さあ！　彼女の血を引く者の力、改めて見せてもらおうか！」

《処刑刀》が高らかにそう叫んだ次の瞬間、《処刑刀》の姿が眼前にあった。

「くっ！」

　振り下ろされる《赤霞の魔剣ラクシヤ＝ナーダ》の刃をとっさに《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》で受け止めるが、その尋常ならざる膂りよ力りよくに綾斗は思わず膝ひざを突く。

（重い……！）

《処刑刀ラミナモルス》は右手一本で《赤霞の魔剣ラクシヤ＝ナーダ》を振るっているというのに、両手で受ける綾あや斗とが撥はね退のけられない。

　疾はやさも力も、以前闘った時とは次元が違う。

「はぁ！」

　横に回った遥はるかの胴を薙なぐような一いつ閃せんを、しかし《処刑刀》はあろうことか素手で摑つかみ、そのまま遥の身体からだごと投げ飛ばした。

　その隙すきに綾斗は鍔つば迫ぜり合あいからするりと抜け出ると、一度距離を取り直しながら着地した遥と一瞬だけ視線を交わす。

「天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう剣術奥伝──」

《処刑刀》を前後から挟み込むようにして、同じ呼吸寸分違たがわぬタイミングで綾斗と遥が技を放つ。

「〝修しゆ羅ら月づき〟！」

　が、その寸前で陽炎のように揺らめいた《処刑刀》のその動きに、ほんの僅わずか切っ先がブレてしまう。

「ははっ！　やはりまだまだ青いな！」

　それだけで《処刑刀》には十分だったらしい。

〝修羅月〟は本来すれ違い様に相手を斬きり伏せる技だが、《処刑刀》は《赤霞の魔剣》を一回転させるように振り払い、綾斗と遥は大きく跳ね飛ばされてしまった。

「どうした、こんなものか！」

　更に《処刑刀》が叩たたきつけるような連撃を繰り出してくるが、一撃一撃が信じられないほどに重く、《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》ごと弾はじかれてしまう。

　凌しのぐだけで精一杯だ。

「未熟未熟！　未いまだ《黒炉の魔剣》も使いこなせていないようでは、話にもならないということだ！」

「大上段から、何様のつもりだ！」

　かっとなった綾斗は、とっさに深く踏み込みすぎてしまう。

　しまったと思った時にはすでに遅く、《処刑刀》は体を入れ替えるようにして綾斗を突き飛ばし、背後から斬りかかろうとしていた遥を薙なぎ払はらう。

「くぅ……っ！」

　遥はかろうじてその一撃を防いだものの、力量差は明白だ。遥もそれをわかっているのか、すぐに間合いから飛とび退のいて距離を取る。

　綾斗は気持ちを落ち着かせて体勢を整え直し、《処刑刀》を観察するように睨にらんだ。

　その剣筋には型がない。歩法も間合いの取り方も独特で動きがまるで読めず、攻撃と防御が流れるように一体で隙がないのだ。

「綾あや斗と、大丈夫？」

　そこへ《処刑刀ラミナモルス》を回り込むようにして遥はるかがやってきた。

　それをすんなり見逃してくれている《処刑刀》の余裕は、自身の力に絶対の自負があるからこそだろう。

「姉さんこそ、ほら」

　綾斗はそう言いながら、予備の煌式武装ルークスを遥に渡す。

　先ほどの攻防で、遥の煌式武装は壊れてしまっていた。マナダイトの近辺から火花が噴出し、光刃の形成もままならないような状態だ。やはり普通の煌式武装で《赤霞の魔剣ラクシヤ＝ナーダ》の相手をするのは厳しいらしい。

「ん、ありがと」

　遥はそれを受け取って起動しながら、小声で綾斗に言った。

「まいったわね。前にあたしが闘った時よりも、ずっと強くなってる」

「……何があいつの強さの要かなめだと思う？」

　戦闘技術全般が綾斗や遥を上回っているのは確実だ。《処刑刀》が何歳なのかはわからないが、そのあたりは積み重ねてきた年月が物を言う部分なので仕方がない。

　だが、綾斗と遥の二人がかりで手も足も出ないというほどの差ではないだろう。

「んー、たぶん星辰力プラーナかな」

「星辰力？」

　言われて綾斗は泰然とした笑えみを浮かべる《処刑刀》を観察する。その練り込みや使い方は相当に習熟しているが、絶対量としては綾斗ほどではない。

「量じゃなくて、質が違うの」

　それを察したのか、短く遥が言った。

「推測でしかないけど……鬼気が星辰力に影響を与えてるんだと思う。あたしたちのそれよりも、あいつの星辰力はずっと密度が濃いのかも」

「なっ!?」

　そんな話は聞いたことがない。

　そもそも鬼気とはあくまで心構えや精神的なものだ。無論、そういったものが強さと無関係とは言わないが、それが星辰力を変質させるまでに至るとは考えられなかった。

（《魔女ストレガ》や《魔術師ダンテ》なら己の意志を力に変えることもあるだろうけど……）

　と、そこまで考えて綾斗はいつだったか英えい士し郎ろうから聞いた話を思い出した。

『──《魔女》や《魔術師》は《星脈世代ジエネステラ》の中でも数パーセント程度しかいないってことになってるだろ？　でも実は万応素マナとリンクする素養を持っているのに、力が弱すぎたりイメージを構築できなかったりで、能力として発現できていないだけってやつが結構いるらしい。むしろ《星脈世代》はその素養がないほうが少ないくらいなんだとか』

　星辰力プラーナは《星脈世代ジエネステラ》にとって力の根源だ。それは攻撃力を高め、防御力を増し、使い方によっては速度を引き上げる。

　そして、鬼気とは相手を捻ねじ伏ふせ打ち倒さんとする本質的な欲求だ。怒りや憎悪といった負の感情、あるいは本能的な欲求から生じるものだ。

　もし。もし仮に、《処刑刀ラミナモルス》が放つこの異様なまでの鬼気が、力の根源たる星辰力をより濃く質の高いものへと変質させるほどなのだとしたら。

　それは一体、どれだけ強烈で激甚な想おもいに根付いたものなのだろう。

「そろそろ時間だ。戯れはその程度にしておけ、《処刑刀》」

　と、それまで黙って成り行きを見守っていたヴァルダが、咎とがめるようにそう言って一歩前に出た。

「……そうか、そうだな。確かにその通りだ。いい加減、話を進めるとしよう」

《処刑刀》は小さくうなずくと、右手に持った《赤霞の魔剣ラクシヤ＝ナーダ》の切っ先を綾あや斗とたちに向けてにやりと笑う。

「さて、《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》の使い手君。四色の魔剣は能力こそ違えどそのすべてが防御を成し得ぬ刃を持つという点では一致している。《黒炉の魔剣》は万物を焼き斬きり、《白濾の魔剣レイ＝グレムス》は対象の物体以外を透過し、《青嗚の魔剣ウオーレ＝ザイン》は指定した座標軸の空間そのものを分かち断つ。では……この《赤霞の魔剣》はどのような能力を持っているか、知っているかね？」

　綾斗たちの目の前で、《赤霞の魔剣》の刀身がまるで分解するように細かな破片へと分かれていく。その破片が更に細かく、より小さな破片へと分割され……やがて《処刑刀》の手には巨大な柄だけが残された。

　今や刀身の代わりに、無数の微細な破片が赤い霞のように《処刑刀》の前に漂っている。

「……姉さん、俺の後ろに」

「ええ、わかってる」

　綾斗の言葉に遥はるかは即座に従った。

　もちろん綾斗も《赤霞の魔剣》の能力は知っている。遥も同様だろう。

　それは──面の斬撃だ。

「はあああああああああああああああああああああああああ！」

《処刑刀》がその柄を振るうよりも一歩早く、綾斗は星辰力を《黒炉の魔剣》に注ぎ込んだ。流星闘技メテオアーツにより巨大化した刀身を地面に突き立てると、綾斗はそれを盾代わりにして身みを屈かがめる。

　直後、数え切れないほどの赤い光の筋が綾斗たちを飲み込むようにして通り過ぎていった。

「ほう、さすがは《黒炉の魔剣》だ。よく凌しのぐ」

　感心したような《処刑刀ラミナモルス》の声。

　背後に目をやれば、両手で顔をかばうようにして屈かがみ込こんだ遥はるかにも怪け我がはないようだ。

　ただしその背後にあったはずの廃ビルはズタズタに斬きり裂かれて崩れ落ち、朦もう々もうとした土煙を上げていたが。

「なんて威力だ……」

　データを見ても《赤霞の魔剣ラクシヤ＝ナーダ》の使い手は、ほとんど現れたことがない。その代償の不自由さも一因としてはあるだろうが、何よりも残忍かつ破壊力が高すぎるからだ。今の攻撃とて同格の純星煌式武装オーガルクスであるからこそ防げたものの、まともにくらえばどんな人間だろうと挽ひき肉にく化は免まぬがれない。ただ攻撃するだけで、残虐行為として星武憲章ステラ・カルタに抵触してしまう可能性があるのだ。

「姉さん、とにかく俺から離れないほうがいい」

　綾あや斗とがそう言って《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を引き抜くが、返事はない。

「姉さん……？」

　その刹せつ那な、ぞっとするような嫌な予感が湧わき上がり、綾斗は慌ててもう一度後ろを向いた。

「ぐ、ぅ……！」

　そこでは苦く悶もんの表情を浮かべた遥が、胸を押さえながらゆっくりと倒れ込もうとしている。

「姉さん！」

　とっさにその身体からだを抱きかかえて呼びかけるが、遥は返事をすることもままならないようだ。

「姉さん、しっかりして！」

　綾斗は再度怪我の有無を確かめるものの、やはりどこにもそれらしきものは見あたらなかった。出血すらしていない。

「最初に言っただろう？　私は君を脅迫しに来たのだよ。今のは説明のためのデモンストレーションのようなものだ」

　そんな綾斗たちに向かって、《処刑刀》が落ち着いた声で言った。

　その手に持った柄の周囲には、再び赤い霧が集結している。

「ここまで細かくしてしまうと集団でしか制御できないのだが……そうだな、このくらいになれば、一つ一つをある程度自由に動かせるようになる」

　赤い破片は先ほどとは逆に融合を繰り返しながら大きくなっていき、そのうち小指ほどの大きさになった。

「どういうことだ！　姉さんに何をした！」

「ははっ、何かしたのは今ではないさ。《蝕武祭エクリプス》で遥と闘ったあの日だ」

「っ！」

　赤い破片は更に融合を繰り返し、元の大剣に戻った──かと思ったが、小指ほどの大きさの破片がまだ一つだけ《処刑刀ラミナモルス》の手の平の上に浮かんで残っている。

「あの日……遥はるかを斬きった私は、治療を施すと同時にこれを仕込んでおいたのだよ。彼女の体内にね。ああ、心配しなくても命に別状はないとも。動かさなければ、だが」

《処刑刀》がそう言って手の平の破片を摘み上げた途端、遥が苦痛に満ちた絶叫を上げる。

「あああああああああああああああっ！」

「姉さん！　姉さん！　……やめろ、《処刑刀》！　わかった、俺たちの負けだ！」

　綾あや斗とは《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を発動体に戻し、そう叫ぶ。

「賢明な判断だ。一応付け加えておくと、この破片を取り除くことは極めて困難だと思ったほうがいい。何しろ私がこの《赤霞の魔剣ラクシヤ＝ナーダ》を起動しない限り、存在しないものなのだからね」

《処刑刀》はゆっくり歩み寄ってくると、仮面越しの冷たい目で綾斗とその腕の中の遥を見下ろした。

「遥、私は君を極力殺したくはない。今もそう思っている。だが、さすがに二度はない。君のおかげで最もスマートで手っ取り早い計画は無に帰した。今の計画は以前のものと比べれば面倒で不ぶ恰かつ好こうで非合理的だが、それでもこれを邪魔させるわけにはいかない。もし君が再び私の計画を潰つぶそうというのであれば、今度は容赦なく手を下す」

《処刑刀》の声は淡々としていたが、それが本気であることはわかった。

　もし何かあれば、この男は今度こそ遥を殺すだろう。

「……俺が《王竜星武祭リンドブルス》に出る。要求はそれだけか？」

「いや、それでは少し足りないな。出場するだけしておいて、一回戦で負けてもらっても興きよう醒ざめだ。やはりここは優勝を狙ねらってもらわないとね」

「な……っ！」

　それはつまり、あの絶対王者である《孤毒の魔女エレンシユキーガル》に勝てということだ。

　しかも場合によってはユリスと闘うことになってしまうかもしれない。

「君の実力ならば不可能ではないさ。ぜひ彼女共々《星脈世代ジエネステラ》が持つ光輝を世界に示してくれたまえ。それとも何か不服かな？」

「……わかった」

　綾斗は唇を嚙かんで、搾り出すように答えた。

　それでも綾斗は承服するしかない。

「遥、君には私の封印を解除してもらおう。別段、私個人の武力がこの先の計画に必須というわけではないのだが……やはり不自由でね。それに以前の時のように何かイレギュラーがあった時に対処できないと困る」

「……」

　遥はるかは《処刑刀ラミナモルス》を睨にらみつけていたが、やがて諦あきらめたように目をつむって息を吐いた。

「──円輪の枷かせ鎖を銷しよう却きやくし、汝なんじが虎威を解放す」

　遥がそうつぶやくと同時に、《処刑刀》の周囲を取り巻いていた気配が霧散する。

「ありがたい。これで煩わしさもなくなるというものだ」

《処刑刀》は爽やかな口調でそう言うと、くるりと踵きびすを返した。

「もう一度君を連れて行きたい気持ちがないでもないが……さすがに同志たちがそれを許すまい。確か警備隊への入隊を志望しているのだったか。まあ、好きにするがいい」

「……止めないのか？」

　綾あや斗とは驚いて問い返すと、《処刑刀》は振り向くことなく答える。

「遥がいてもいなくても、今更警備隊の動きは変わらないさ。それは君も同様だよ、綾斗君。エンフィールドの親子やリューネハイム嬢と一緒に私たちを探っているのだろう？　そこから君が消えたところで彼女たちは止まるまいし、君たちに止められるとも思えない。エンフィールドのお嬢さんやリューネハイム嬢はともかく、エンフィールドの母君や警備隊長殿はそれほど甘くないだろうからね。まあ、万が一君たち自身が直接立ち塞がることがあれば、私もこの《赤霞の魔剣ラクシヤ＝ナーダ》を使うだろうが」

　こちらの動向はすべて筒抜けというわけか。

　そのまま去っていこうとする《処刑刀》に、無駄だと思いつつも綾斗は問い掛けた。

「一体何があなたの目的なんだ？　今回のこと以外にも、姉さんをかどわかしたり、もう一度《落星雨インベルテイア》を引き起こそうとしていたり、《獅鷲星武祭グリプス》の決勝戦前には俺を鍛えるような真ま似ねをしてみたり……まるで意味がわからない！」

「私の目的かね？　ふむ、あえて言うならば……加速だよ」

　正直なところ答えが返ってくるとは思わなかったが、その意味するところは読み取れない。

「加速……？」

「そうとも。それが、それのみが私の望みだ」

《処刑刀》はそう言うと、ヴァルダと共に廃はい墟きよの闇へと消えていった。





　　　　＊






　──同時刻、同じく再開発エリアの片隅。




「まさかおまえから連絡が来るとは思わなかったぞ、オーフェリア」

　外壁しか残っていない廃ビルの中央に立つ親友に、ユリスはざわめく胸を押さえながら言った。

「今まで私がいくら連絡をしても取り合わなかった癖に、一体どういう風の吹き回しだ？」

　月光を受けて煌きらめく白髪をかき上げながら、深紅の双そう眸ぼうをじっとユリスに据えていたオーフェリアは計り知れない悲しみを湛たたえた声でその問い掛けに答える。

「……それが運命だからよ、ユリス」

「ふん、また運命論か。生あい憎にくと私はその手のものを信じられるほどロマンティストではないのでな」

　今日は学園祭だが、ユリスはずっとトレーニングルームで星辰力プラーナ制御の精度を少しでも上げるための訓練に励んでいた。

　まあ、本当は少しだけ綾あや斗との都合が空いているならば……と思わなかったわけでもないが、遥はるかと回るというのであれば邪魔をするわけにもいかないだろう。

　そこへ──オーフェリアから呼び出しの連絡があったのだ。

「それにしてもまた随分と嫌なところへ呼び出してくれたものだ。わざとか？」

　ここはかつてユリスとオーフェリアが再会した場所であり、ユリスとオーフェリアが初めて闘った場所であり、そして完膚なきまでに敗やぶれ去った思い出の地だった。

「お互いに見知った場所を選んだだけ。それ以上の意味はないわ」

「……そうか。ならば用件を聞こう」












　まさかあの悪夢のような時間を思い起こさせるためにわざわざ呼び出したわけでもないだろう。本音を言えば今すぐオーフェリアを欺ぎ瞞まんと闘争の汚泥から引きずり出してリーゼルタニアへと連れ帰りたいところだったが、それが無理なことはわかっていた。

　それを成し得るにはまだ足りない。

　今のユリスでは、まだ彼女に届かない。

「その前に一つだけ聞いていい？　なぜあなたはそこまで私にこだわるの？」

「決まっている。私にとっておまえはかけがえのない大切な友人だからだ」

　ユリスは迷わず即答した。

「……そう。私にとってもあなたは大切な友人だった。でも今は違う」

「……っ」

　その答えにユリスは奥歯を嚙かみ締しめたが、落ち着くために大きく息を吸う。

「……もしおまえが自分の意思であの《悪辣の王タイラント》に従い、この都市へやってきたというのであればそれは仕方ない。納得はできないが、道を違たがえた友として私の傷の一つとなって終わっていただろう。だが──そうではない。おまえは自分の意志を放棄し、運命という幻想に踊らされているだけだ。ならば、私は何があってもおまえを助け出す。かつておまえが出した条件である、勝利を手にしてな」

　あの日、再会したオーフェリアは言った。

　もしユリスの運命がオーフェリアの運命を上回ることがあれば、それに従おうと。その証あかしとして、この胸の校章を打ち砕いてみせろと。

「そう。確かにあの時はそう言った。けれど、もう状況が変わってしまったの。用件は、これを伝えることよ」

「どういうことだ？」

　オーフェリアは諦観と悲哀に塗り潰つぶされた瞳でユリスを見る。

「私の運命は終局に近付いている。もしあなたが私の運命を覆くつがえそうと望むのならば……あなたの手で私を殺しなさい」

「馬鹿な！　そんなことできるわけが……！」

　そう言いかけた時には、すでにオーフェリアの周囲で膨大な万応素マナが蠢うごめき、瘴しよう気きの腕が無数に立ち上っていた。

「っ！」

　とっさにユリスも間合いを取って煌式遠隔誘導武装レクトルクスを起動させる。

「なんだ、またこの場でやり合おうというのか」

「……あなたの運命を試させてもらうわ、ユリス」

　漆黒の亡者の腕が地を走り、或あるいは風を裂いてユリスに迫る。

「咲き誇れ──〝燐焦の防焰花モスフロツクス〟！」

　が、それより早くユリスの能力が発動していた。

　小さな桜色の輝きが無数に舞い散り、それに触れた瘴しよう気きの腕が瞬またたく間に燃え上がる。

　瘴気の腕は見る間に燃え尽き、ユリスの元へと辿たどり着ついたものは一本もない。

　周囲に配置した煌式遠隔誘導武装レクトルクスが星辰力プラーナの伝達を補助し、その範囲と効果を増幅させたからこそできる新技だ。

「……どうだ、オーフェリア？　以前の私とは違う。《獅鷲星武祭グリプス》では、もっと驚くようなものも見せてやるぞ」

「ふぅ……」

　オーフェリアはその悲しみを湛たたえた表情を変えることはなかったが、その代わりに長く深く息を吐いた。

「確かにあなたの運命は大きく輝きを増しているようね。なればこそ、もう一度言うわ。ユリス──私を殺しなさい」

「ふざけるな！」

　今度はユリスも我慢できなかった。怒りにまかせてそう叫び、その胸倉を摑つかんでやろうと一歩踏み出した、その刹せつ那な。

「ふざけてなどいないわ」

　その身体からだが影のように揺らいだかと思うと、すでにオーフェリアはユリスの真横に立っていた。

（疾はやい……！）

　そしてユリスが動くよりも前に、その耳元で囁ささやく。

「──────」

「なっ!?」

　信じ難がたいその内容に耳を疑ったユリスは、思わず立ち尽くすしかない。それほど衝撃的な話だった。

「ま、待て！　いくらなんでも信じられんし、意味がわからん！　そもそも何の目的でそんな馬鹿なことを……！」

　これで話は終わりとばかりに去っていこうとするオーフェリアにそうぶつけると、オーフェリアはぴたりと足を止めた。

「目的は私も知らないしわからないわ。でも、それは関係ないの。それが私の運命なのだから」

　地獄の亡者の呻うめき声ごえのようなどうしようもないほどの悲嘆に満ちた声で、同時に他人事のようにあっさりとオーフェリアはそう言ってのける。

　どうやらオーフェリアは本気らしい。

　それを理解した途端、困惑を塗り潰つぶすほどの強い怒りが湧わき上がる。

「オーフェリア！」

　その背中に手を伸ばそうとしたユリスだったが、その指先がオーフェリアの純白の髪に触れる寸前で、地面に倒れ伏していた。

「ぐあ……っ!?」

　瘴しよう気きではない。オーフェリアの能力はずっと警戒していた。

　加えて、まるで巨大な手に押し潰つぶされたかのようなこの感覚は以前にも覚えがある。

　かろうじて顔を上げると、そんなユリスを見下ろすオーフェリアの手にはやはり思った通りの物が握られていた。

「な……ぜ……おまえが……それ、を……持って、いる……！」

　必死で声を搾り出し、睨にらみ付けると、オーフェリアは沈痛な面持ちでそれを撫なでる。

「……そう命じられたからにすぎないわ。この子も哀れなこと」

　巨大な刃を持つ、一本の大鎌。

　そのコアが放つ紫色の輝きは忘れようもない。

　──《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》。

　かつて《鳳凰星武祭フエニクス》でユリスと綾あや斗とが闘ったレヴォルフのイレーネ・ウルサイスが使っていた重力を操る純星煌式武装オーガルクスだ。その際に綾斗が破壊したはずだが、よく見ると外装は大きく変わっている。新たに拵こしらえたものだろう。

　だが、一番の違いはそれがまとう空気だ。

　あの時、この純星煌式武装はユリスたちはもちろん使用者であるイレーネをも見下すような哄こう笑しようを上げていた。人に対する明確な悪意があった。

　それが今は、苦痛に苛さいなまれた悲鳴に取って代わられている。むしろ紫色のウルム＝マナダイトは、助けを求めているかのようだ。

「この子も、私の血など飲みたくないでしょうにね」

《覇潰の血鎌》の代償は、血液。

　ただしオーフェリアのそれは猛毒だ。一滴で花を枯らし地を穢けがすほどに。

「でも……おかげでよく従ってくれるわ。イレーネ・ウルサイスから聞いていた話とは大違い」

　つまりオーフェリアは《覇潰の血鎌》を屈服させたのだ。

　基本的に《魔女ストレガ》や《魔術師ダンテ》は純星煌式武装との相性がよくないが、《星武祭フエスタ》の歴史には極少数ながらも能力者でありながら純星煌式武装の使い手となった者も存在する。《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を使いこなしていた遥はるかもその一人だろう。

　ところが、だ。

（この期に及んで、まだ上乗せしてくるとはな……！）

《王竜星武祭リンドブルス》を二連覇している絶対王者。

　史上最強の《魔女ストレガ》。

　純星煌式武装オーガルクスなどなくとも、その座を脅かす者などいないだろうに。

「……ああ、今の話は他言無用よ、ユリス。もし露見したなら、彼らは《王竜星武祭リンドブルス》を待たずに計画を前倒しするだけ」

　オーフェリアはそう釘くぎを刺すと、ゆっくりと去って行く。

「待、て……！　オーフェリア……！」

　ユリスは必死で腕を伸ばすが、届かない。

　今までずっとそうだったように。

　やがて《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》の力が消え去った後も、ユリスは地に這はいつくばったままだった。

　悔しさと怒り、絶望感がないまぜになった炎が身みの内からユリスを焼き苛さいなむ中、それでも考えを巡らせる。

　なぜオーフェリアは誰にも話すべきではないそれをユリスに語ったのか。

　わざわざこんな場所に呼び出してまで。

「……オーフェリア！」

　もう一度、その名を呼んで伸ばした手を強く握る。

　それはユリスの勝手な妄想なのかもしれない。

　しかし、ユリスはそれがオーフェリアの意志なのだと信じた。

　だとしたら、こんなところで寝ている暇はない。

　ユリスは決然と立ち上がると、オーフェリアが去って行った方角をしばらく見つめた後、踵きびすを返して廃はい墟きよを後にした。





第七章　決戦準備







「……これは一体どういうこと？」

　ホテル・エルナトの部へ屋やに入ってくるなり、紗さ夜やは訝いぶかしげに眉まゆを寄せた。

「こ、この顔ぶれは……」

　後から入ってきた綺き凛りんも、驚いたように口元を手で押さえる。

「お二人とも、いらっしゃいませ。お待ちしていましたよ」

　いつもの笑え顔がおを浮かべて出迎えたクローディアや、奥のソファで苦笑している綾あや斗と、その隣に座っている遥はるかはいい。

　問題はテーブルを挟んで反対側のソファでひらひらと手を振っている《戦律の魔女シグルドリーヴア》シルヴィア・リューネハイムと、壁際に腕組みをして立つ星猟警備隊シヤーナガルム隊長ヘルガ・リンドヴァルだ。

「これで全員揃そろいましたか」

　と、そこへ隣の部屋からもう一人、黒いスーツ姿の金髪女性が現れた。

「沙さ々さ宮みや紗夜さんと刀とう藤どう綺凛さんですね。私はイザベラ・エンフィールドです。以後、お見知りおきを」












「エンフィールドということは、もしかして……」

「ええ、クローディアの母です。よろしくお願いしますね」

　ぽかんとした顔の綺き凛りんに、クローディアそっくりな笑え顔がおで右手を差し出すイザベラ。

「は、はい、こちらこそ……」

　戸惑いながらもその手を取る綺凛を横目に、紗さ夜やは口を尖とがらせて言った。

「綾あや斗との一大事と聞いたから飛んできたのに、わけがわからない。事情を説明してほしい」

　それにユリスの姿が見当たらないのも解せない。

　綾斗が大変なのだとしたら彼女もいの一番に駆けつけるはずだが、先ほどのイザベラの発言を聞くに後から合流するというわけでもなさそうだ。

「まあまあ、まずはお座りください。綾斗が大変なことになっているのは噓うそではありませんよ。もっとも綾斗はあなた方をお呼びするのを最後まで反対していましたが」

　クローディアに促されて紗夜と綺凛が空いているソファに腰を下ろすと、その言葉を受けた綾斗がうなずく。

「今でもまだそう思ってるよ。できれば紗夜も綺凛ちゃんも巻き込みたくはないんだ。一度話を聞いたら後戻りはできないし、二人とも慎重に……」

「問題ない。話して」

「……はい、お願いします」

　綾斗がそれを言い終える前に、紗夜と綺凛はきっぱりとそう言っていた。

　当然だ。綾斗が大変な事態に陥っているというのが本当であれば、迷うことなどあるはずもない。

「いや、これは本当に危険なことなんだ。だから、その……」

　困った顔で綾斗が続けようとするが、クローディアが笑顔でその肩を叩たたく。

「だから言ったでしょう？　紗夜と綺凛なら、絶対にそう答えるって」

「ふふっ、いいなあ。愛されてるね、綾斗くんは」

　そう言って、くすくすと肩を震わせるシルヴィア。

「……《戦律の魔女シグルドリーヴア》。ちょうどいい、おまえには前々からちゃんと挨拶をしておかねばと思っていたところ」

「シルヴィでいいよ。それで、何かな？」

　紗夜は身みを乗り出して、ジロリとシルヴィアの瞳をねめつける。

「興味本位ならば、これ以上綾斗にちょっかいを出すのはやめてもらいたい」

「あらら、酷ひどい言い草だね。これでも私は本気なんだけどな。それに、綾斗くんに手出しするのに沙さ々さ宮みやさんの許可が必要なの？」

「無論」

「それはまたなぜ？」

「私は綾あや斗との幼おさな馴な染じみだから」

「……それ、理由になってないよね」

　えへんと胸を張った紗さ夜やに、今度はシルヴィアがジト目で睨にらみ返してくる。

「第一、それで言ったらこの前お互いの実家にお泊りしたっていう刀とう藤どうさんのほうがよっぽど問題なんじゃない？」

「ええっ!?」

「まあ、確かに私もそれはまだ納得していないが……」

　急に矛先を向けられた綺き凛りんは、あわあわと両手を振り回しながらしどろもどろに弁明する。

「い、いえ、ですからあれは、前にも説明したように……」

「ああ、そういえばお父さん、随分と綺凛さんのこと褒めてたよ。よくできた娘さんだって」

　そこへ更に遥はるかが思い出したかのように口を挟んできた。

「えっ、そ、そんな……恐縮です」

　照れたように顔を赤く染めながら、明らかに満更でもない嬉うれしさを声に滲にじませて綺凛が俯うつむく。

「ぐぬぬ……将を射んと欲すればまず馬を射よとはまさにこのことか」

「あはは、じゃあ私はお姉さんのほうを篭ろう絡らくしちゃおっかな。……ねえ遥さん、今度お茶でもどうでしょう？　綾斗くんの子どもの頃の話、すごく興味があるので」

「あら、世界の歌姫さんにお誘いいただけるとは光栄だわ。あたしもあなたにはちょっと興味があったんだ、シルヴィアさん」

　シルヴィアが身みを乗り出し遥の手を握ると、遥のほうも嬉しそうに微笑ほほえみながらそれを握り返す。

「シルヴィア、子どもの頃の話を聞くだけなら紗夜が存分に語ってくれるそうですよ」

　そこへ釘くぎを刺すように、クローディアが参戦。

「おー、ばっちこい。三日三晩でも付き合ってやる」

「いやあ、それじゃ意味ないんだよねえ」

　手招きする紗夜に、眉まゆを寄せて首を横に振るシルヴィア。

「あー……すまないが、そろそろ本題に入ってもらえるだろうか」

　いよいよ収拾がつかなくなってきたあたりで、呆あきれ顔がおのヘルガがそう言ってなんとか場をおさめてくれた。




「──以上が金きん枝し篇へん同盟に関する概要と現状です」

　イザベラが話し終えると、綺凛が信じられないといったように両手で口元を押さえる。

「そんな……まさか、遥はるかさんの命が人質にされているなんて……」

「むむむ……《処刑刀ラミナモルス》の強さも驚異的だけど、《ヴァルダ＝ヴァオス》とやらの能力も想像以上」

　実際、純星煌式武装オーガルクスの出力で精神干渉をされれば、耐性を持っている《星脈世代ジエネステラ》でも抗あらがうのは不可能だろう。

　しかも今現在その純星煌式武装に身体からだを乗っ取られているのは、シルヴィア・リューネハイムの師なのだという。

　様々な事情が随分と複雑に絡からみ合っているようだ。

「我々がどのような立場に置かれているか、そしてなぜこうして内密に集まっているのか、ご理解いただけましたか？」

　紗さ夜やと綺き凛りんが情報をしっかりと咀そ嚼しやくしたのを待ってから、イザベラが言った。

「……金きん枝し篇へん同盟の危険性や綾あや斗とが《王竜星武祭リンドブルス》に出なければならなくなったことはわかった」

　遥の命がかかっているとなれば当然だろう。

「それを踏まえた上で、いくつか質問をしても？」

「答えられる範囲であれば」

　紗夜の言葉に、にこりと笑え顔がおでイザベラが答える。

「まず、なぜ我々をこの集まりに呼んだのか。《ヴァルダ＝ヴァオス》に関する情報は銀ぎん河がの最重要機密、できるだけ知られたくはないはず。それに──」

　紗夜はそこまで言って、ヘルガに視線を向けた。

　星猟警備隊シヤーナガルムを束ねるこの女性は、紗夜たち以上に知られてはまずい相手のはずだ。

「ああ、警備隊長殿のことでしたなら問題ありません。すでに高度な政治的取り引きを終えていますので」

「……不承不承ではあるがな」

　むすっとした顔でうなずくヘルガ。

「無論、沙さ々さ宮みやさんのご懸念はもっともです。我々銀河としても《ヴァルダ＝ヴァオス》に関する情報を知る者は少ないに越したことはありません。ですが、残念ながら事態はすでに次の段階へと進んでしまいました」

「あたしが目覚めちゃったから、ね」

　遥が苦笑を浮かべながら手を上げる。

「その通りです。遥さんがもたらした情報は我々銀河にとっても驚くべきものでした。金枝篇同盟の脅威は上方修正され、《ヴァルダ＝ヴァオス》への対処も最高経営幹部会議で見直されることになりました。そして何より、その情報を警備隊長殿がすでに知ってしまっている以上、幾つかの条件がクリアできるのであれば共闘したほうがよいだろうと判断されたのです」

「条件とは？」

　紗さ夜やが率直に訊たずねると、ヘルガは肩を竦すくめてみせた。

「警備隊の中でもこの情報を共有するのは私──と、まだ正式には隊員ではないが、遥はるかだけにすること。情報の機密化、《ヴァルダ＝ヴァオス》を確保した際の身柄引き渡し、などなどだ」

「……それを飲んだと？」

　紗夜としてもそれは意外だった。

　警備隊長ヘルガ・リンドヴァルは清廉で実直な人柄で知られている。そのような取り引きに応じるとは思っていなかったからだ。

　そんな紗夜の考えを察したのか、ヘルガが重い溜ため息いきを吐ついてから言った。

「そのような目で見ないでくれ。私と星猟警備隊シヤーナガルムが最優先するべきは、この都市を守ることだ。この情報が公になり、まかり間違って統合企業財体間のパワーバランスが崩れるようなことになれば、遠からずこのアスタリスクは瓦解するだろう。私としてもそれは避けねばならない」

「賢明な判断です」

　そう言うイザベラに、ヘルガは鋭い視線をぶつける。

「もっとも、だからと言って不正や犯罪を見逃すわけではない。今は《処刑刀ラミナモルス》と《ヴァルダ＝ヴァオス》の確保を優先するというだけだ。この件が片付いた後には、銀ぎん河がにも相応の落とし前はつけてもらうぞ。そのための取り引きなのだからな」

「まあ、そこはまたおいおい」

　イザベラとヘルガの視線が静かな火花を散らすが、そこへ今度は綺き凛りんが手を上げた。

「あ、あの、それで……わたしたちが呼ばれた理由はなんでしょう？」

「あなた方も遥さんの話を聞いてしまっている以上、中途半端な情報を持ったまま放置するよりは取り込んでしまうべきだと判断したからです。これに関しては最高経営幹部会議でも意見が分かれたのですが、私の責任で押し切りました。何なに卒とぞ、ご協力をお願いします」

　イザベラはそう言って、頭を下げる。

「わ、わ、そんな、やめてください！」

　綺凛は恐縮してしまっているようだが、ようは多少のリスクには目をつむってでも手て駒ごまを増やしたいということだろう。銀河直轄の部隊が使えない以上、仕方がないといったところか。

「……具体的には何をすれば？」

「まずは情報収集ですね。《処刑刀》と《ヴァルダ＝ヴァオス》の情報をできるだけ集めてください。たとえば……手がかりの一つである《赤霞の魔剣ラクシヤ＝ナーダ》。これはレヴォルフの学有純星煌式武装オーガルクスで、現在は封印指定されています。なのに、なぜ《処刑刀ラミナモルス》がそれを手にしているのか」

「レヴォルフに直接問い合わせてみたら駄目なのですか？」

　当然の疑問を綺き凛りんが口にするが、すぐにクローディアがそれを否定する。

「生あい憎にくと、我々他学園の生徒や警備隊がそれを問い合わせたとしても、あちらには回答する義務がありません。無視されて終わりでしょう。ソルネージュ自身が調査に入るならば別でしょうが……」

「でも、それって意図的に隠蔽してるとしたらレヴォルフも一枚嚙かんでるってことになるんじゃない？」

　シルヴィアの意見はなるほどもっともだ。

　だが、そこで今度はヘルガが口を開く。

「レヴォルフは《蝕武祭エクリプス》との関係も深かった以上、その可能性は捨てきれないが……学園そのものが金きん枝し篇へん同盟に関与しているというのは少し考え難にくいな。純星煌式武装を管理している立場に内通者がいればそれで事足りるだろう。そして……《ヴァルダ＝ヴァオス》にはそうした内通者を作り出す力がある」

「……とまあ、このような情報の検討から、綾あや斗とくんたちが《処刑刀》や《ヴァルダ＝ヴァオス》と遭遇した現場の検証まで、やっていただきたいことは多くあります。特に遥はるかさんのおかげで過去の《処刑刀》の足取りなどデータが随分と増えましたからね」

　イザベラが意見をまとめるようにぱんと手を叩たたき、そう言った。

　更にクローディアがそれを受けるようにして付け加える。

「できれば《王竜星武祭リンドブルス》までに彼らを見つけ出したいところです。金枝篇同盟の目的はわかりませんが、綾斗に《王竜星武祭》の出場を強制しているところから考えるに、その時期に合わせて何か行動を起こすのかもしれません」

「あっ……！　じゃあもしかして、その時までにそいつらをどうにかできなかったら、私は《王竜星武祭》を辞退したほうがいい？」

　そこで紗さ夜やは初めてそのことに気が付いた。

　もし《王竜星武祭》までに《処刑刀》を確保できなかった場合、綾斗は優勝しなければならないのだ。もし紗夜と綾斗がぶつかるようなことがあれば、その邪魔をすることになってしまう。

　カミラとの約束を破やぶってしまうのは心苦しいし、正直悔しくもあるが、遥の命には代えられないだろう。

「ああ、そっか。だったら私もだね」

　シルヴィアもなんで思い至らなかったのだろうという風に、ぴしゃりと自分の額を叩く。

「オーフェリアにリベンジできないのは悔しいけど、そういうことなら仕方ないか」

「……二人とも、すまない」

「本当にごめんなさい」

　綾あや斗とと遥はるかが揃そろって頭を下げてくるが、二人のせいではない。

　悪いのは全部金きん枝し篇へん同盟とやらなのだ。

「いえ、むしろお二人にはそのまま出場していただいたほうがよろしいかと」

　しかしクローディアは悠然とした笑えみを浮かべたままそう言った。

「お二人の目的は優勝ではなく、特定のお相手との対戦でしょう？　でしたら綾斗とぶつかる前にそのお相手と闘える可能性は十分にありますし、お二人が有力選手を倒してくだされば綾斗へのサポートにもなります」

　確かに、言われてみればその通りだ。

「仮に綾斗とぶつかるようなら棄権してしまえばいいだけですしね。それでも出場しないよりはずっといいでしょう」

「そ、それに、《王竜星武祭リンドブルス》までには遥さんの身体からだから《赤霞の魔剣ラクシヤ＝ナーダ》の破片を除去する手段が見つかるかもしれませんし！」

　綺き凛りんが胸の前でぎゅっと拳こぶしを握り締しめる。

「どの程度可能性があるのかはわかりませんが、一応その件はコルベル院長に検討してもらっています。まあ、あまり期待しないほうがよさそうな口振りでしたが」

　イザベラの言葉は残酷ではあったが、無む闇やみに期待を持たせるよりはいいのだろうか。

「……じゃあ、最後の質問」

　紗さ夜やはイザベラでもクローディアでもなく、綾斗に向かってそう言った。

「ユリスは──なぜここにいない？」

　綺凛がはっとしたように改めて一同の顔ぶれを確認するのがわかる。

　そう、紗夜にとってはそれが一番大きな疑問だった。

　ユリスの性格を考えれば、紗夜たちと同様何があっても綾斗の力になろうとするはずだ。

　それなのに、この場に姿さえ見えないとは。

「……ユリスには一足早く俺から事情を話したんだ。《ヴァルダ＝ヴァオス》に関しては伏せておいたけど、姉さんのために《王竜星武祭》に出場しなければならなくなったって」

　すると綾斗はしばらく押し黙ってから、悔しそうな顔で口を開く。

　綾斗はユリスの力になると、ずっと言い続けてきた。だからこそ、ユリスが優勝を狙ねらう《王竜星武祭》には出場しない予定だったのだ。

　それを破やぶることになってしまったのだから、綾斗としても忸じく怩じたるものがあるのだろう。

「ユリス先輩は、なんと……？」

「……酷ひどくショックを受けていたみたいだった。それで、しばらくは一人にしてほしいって」

　綾あや斗とはそう言って、強く唇を嚙かんだ。

「それは……少しおかしいですね。ユリスらしくありません」

「はい。ユリス先輩なら真っ先に綾斗先輩と遥はるかさんの心配をするはずです」

　クローディアと綺き凛りんの意見に、紗さ夜やも同感だった。

　ユリスが親友である《孤毒の魔女エレンシユキーガル》オーフェリア・ランドルーフェンとの勝負にこだわっていることは紗夜も知っている。ユリスにとってそれがどれだけ心の大きな部分を占めているのかも。

　だが、それでも普段のユリスであれば紗夜やシルヴィアと同じような結論を出したはずだ。

　それなのに──

「とにかく、俺としてもユリスの気持ちは尊重したい」

　綾斗はそう言うと、目を閉じて強く拳こぶしを握り締しめる。

　紗夜にはその姿がとても痛々しく見え──なぜだか紗夜自身も胸が詰まるような、泣き出したくなるような、そんなもやもやした気持ちに囚とらわれた。





　　　　＊






　ユリスは自身のトレーニングルームに一人、壁を背に片膝ひざを抱くようにして座っていた。

　ユリス自身の能力が生み出したか細い炎が周囲の暗闇を照らしているが、その灯あかりに照らされたユリスの表情は暗く、硬い。

「……なぜだ」

　自分でも気付かないまま、そんな言葉が零こぼれ落ちる。

　静寂の暗闇には、当然答えを返す者もない。

「これがおまえの言う運命というやつなのか、オーフェリア……」

　それでも、言葉は止まらない。

「だとしたら……」

　歯を強く食いしばる。

　瞳に涙が滲にじむ。

「私はどうすればいいというのだ……！」

　俯うつむいたまま右手を壁に叩たたきつけると、鈍い音が薄暗い世界に響いた。

「……」

　そのまま、どれくらいの時間そうしていただろうか。

　ユリスは手の甲で強く目元を拭ぬぐうと、ゆらりと立ち上がる。

　同時に、無数の小さな炎が一気に灯ともった。












　その数は優に千を超えている。

「……決めることなどできるものか」

　そうだ。選ぶことなどできるものか。

　ならば迷いながらも進むしかない。

　今は、それしかないのだ。





　　　　＊






　商業エリアに点在する、小規模な野外ステージ。

　公園の片隅に作られたそこには当然中規模ステージ上に備え付けられた防御障壁のような機構は存在しない。ステージの周囲は壁で囲われてはいるものの、その程度だ。

「……その制服、似合ってるよ」

「そう？　ふふっ、ありがと。まあ、正式な入隊は明日からだから、まだ格好だけなんだけど……綾あや斗とに見てもらいたかったから着てきちゃった」

　そのステージ上で、綾斗と遥はるかはストレッチをしながら向き合っていた。

　綾斗は星せい導どう館かんの制服、遥は無事試験を突破して入隊が決まった星猟警備隊シヤーナガルムの制服だ。

　時刻は夜の八時。

　繁華街から離れているせいか、周囲に人影はない。

「さて、それじゃ始めよっか。まずは《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を出してくれる？」

「了解」

　綾あや斗とは発動体から《黒炉の魔剣》を起動させると、遥はるかはその刀身に手をかざしながらそっとつぶやいた。

「ごめんね、《黒炉の魔剣》。窮屈だろうけど、少しの間だけ協力してもらえるかな」

　その手が刀身に沿うように動くと、それを追うように禁獄の鎖が巻きついていく。

「……ふぅ、これでよしと。あまり長くはもたないと思うけれど、しばらくの間は《黒炉の魔剣》の切れ味を封じられるはずよ。こうしておかないと、訓練にならないからね」

「本当にこんなことができるんだ……姉さんは本当にすごいな」

　綾斗としても唸うなるしかない。

　元来純星煌式武装オーガルクスの力は《魔術師ダンテ》や《魔女ストレガ》のそれを完全に凌りよう駕がする。そもそもの出力が違いすぎるからだ。しかし遥は一時的ではあるとはいえ、《黒炉の魔剣》の力を押さえ込んでみせた。

「《黒炉の魔剣》自身が協力してくれてるからだよ。そうじゃなきゃこんな芸当無理無理」

　ぱたぱたと手を振って謙けん遜そんするが、それはある意味で《黒炉の魔剣》に信頼されているということだ。そちらも綾斗にとっては信じられない。この純星煌式武装の気難しさは嫌というほど知っている。

「いい、綾斗？　前にも言ったけど、あなたは生来星辰力プラーナの細かなコントロールが苦手。一からそれを学んでいたら、《王竜星武祭リンドブルス》には間に合わない」

「……だから、《黒炉の魔剣》に特化した制御を学ぶ、そういうことだよね」

　汎用性はなくていい。

《黒炉の魔剣》を最適化するためのコツさえ摑つかめればそれでいいのだ。

「そのためには《黒炉の魔剣》を完全に使いこなすことが必要よ。あなたは昔から実戦で身みに付けるタイプだったし、後はぶっつけ本番でやってみるしかない。大丈夫？」

「ああ、わかってるよ」

　綾斗と遥は距離を取ると、お互いに一礼して剣を構える。綾斗は正眼、遥はブレード型の煌式武装ルークスを八双に取った。

「本気でいくよ。そうじゃないと意味がないからね」

「望むところだよ、姉さん」

　綾斗がそう答えた刹せつ那な、遥は一気に間合いを詰めてきた。

「ふっ！」

　袈け裟さ懸がけに斬きり下ろされた一撃を綾斗はバックステップで回避するが、遥の剣けん閃せんはそこから斜め上に跳ね上がり、真一文字に胴を薙なぐ。

（天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう剣術中伝〝貳蛟龍ふたつみずち・反かえし〟……！）

　綾あや斗とは《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》でその一撃を防ぎつつ体を入れ替えようとしたものの、遥はるかはそうはさせじと自分も同じように回り込むようにして間合いを維持する。

　今の距離は明らかに遥の間合いだ。綾斗の《黒炉の魔剣》は大きすぎて、とてもではないが遥の剣速に付いていけない。どうやら《黒炉の魔剣》を使いこなせるようにするため、徹底して間合いを潰つぶしにきているようだ。

　さすがというか、容赦がない。

　遥の下段を避けながら、綾斗はその剣撃が右手一本によるものだったことに気が付いた。そのためか、やや剣速が鈍い。反射的に反撃しそうになったものの、遥の左手はといえば背中に回されており──

「っ！」

　そこに煌きらめくもう一本の刃を見て取った綾斗は、慌てて《黒炉の魔剣》を防御に回す。

「はぁーっ！」

　右袈裟、左薙なぎ、身体からだを回転させ右突き、左袈裟、右薙ぎ、再び身体を回転させ左突き、そして最後に大きく踏み込んでの右突き──天霧辰明流二刀術中伝〝奈な落ら蜘く蛛も〟。

　その七連撃をなんとか凌しのいだ綾斗に、遥は更にほとんど密着するほどの間合いにまで接近すると、逆手に持ち替えていた煌式武装ルークスの柄頭を綾斗の両脇わき腹に叩たたき込こんでくる。

「ぐ……っ！」

　天霧辰明流組討剣術〝研と柄つか壬み・連かさね〟。

　さすがにこれは回避し切れず、星辰力プラーナで耐えるしかない。

　しかも遥の猛攻は止まらず、剣を逆手に持ったまま鎌のように両肩を刺しにくる。

　天霧辰明流二刀術初伝〝貳蟷螂ふたついもじり〟──が、綾斗はそれをギリギリのところで《黒炉の魔剣》で撥はね退のけると、その隙すきにようやく距離を取って体勢を立て直すことができた。

「はぁ、はぁ……！」

「やっぱりね。そんなんじゃ《黒炉の魔剣》が納得しないわけだわ」

　遥は遥でその間に左手の煌式武装を発動体に戻し、右手のブレード型煌式武装を再び両手で握り直す。

「手厳しいね、姉さん……！」

　遥の説明によれば、三つ目の封印を解除した綾斗の力は遥と互角のはず。

　なのにこうも一方的に攻められ、反撃もままならないのは《黒炉の魔剣》のサイズも大きな要因だが、何よりも天霧辰明流の習熟度が違うからだ。仮に同じ武器で同じ技を使っても、遥は綾斗の上を行く。こればかりは幼い頃から直接正まさ嗣つぐの手ほどきを受けていた遥には及ばない。

　そもそもにおいて、遥はすでに天霧辰明流の技術体系をほぼ全すべて修めている。天霧辰明流においてはまず剣術を中伝まで修めた後でないと、槍そう術じゆつや小こ太だ刀ち術などの他の技術を習得できない。特に組討術は奥伝習得のための必須技術とされており、綾あや斗とも剣術と組討術は正式に修めているものの、その他の技術はまだまだ中途半端だ（他に正まさ嗣つぐから直接教わったのは二刀術くらい）。

　力が互角というのは総合的なものであり、身体スペックはほぼすべての面で綾斗のほうが上だろう。実戦経験も、今となっては綾斗のほうが勝っているかもしれない。

　だが──肝心要かなめの技術が追いついていない現状、確かに《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を適正なサイズに調整できなければ綾斗に勝機はないということになる。

「一つだけアドバイス。あなたにとって《黒炉の魔剣》とはなんなのか。それをしっかりと考えなさい」

「俺にとって……？」

　一体どういう意味だろうか。

「それがわからないようなら……いいえ、感じ取れないようなら、あまり長くは持たないと思うぞ」

　元々本気を出した時の遥はるかは徒いたずらに勝負を長引かせることを良しとしない。速攻で決めにくるはずだ。

　そう考えながら摺すり足あしで間合いを削り始めた直後、案の定遥は真正面から再度の猛攻を仕掛けてきた。

　神速の斬ざん撃げきが上段、下段、四方八方から襲い掛かってくる。

（天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう剣術中伝〝逸いつ螺ら瀬せ〟……！　そこから初伝〝緋ひ刀とう乱らん〟！　で、更に中伝〝志し知ち鞍くら〟か！）

　かろうじてそれを凌しのげているのは、防御一辺倒ならばむしろ《黒炉の魔剣》の大きさが有利に働いてくれているからだ。それでもこのままではいずれ削りきられるのは目に見えている。

　無論、綾斗とてただ守りに入っていたわけではない。その間も、何度となく星辰力プラーナをウルム＝マナダイトへと注ぎ込み、どうにかしてその最適化を成そうと試行錯誤していた。

　ただ、やはり上う手まい具合にそれを制御できないのだ。

　星辰力の細やかなコントロールは針の穴に糸を通すイメージと聞くが、綾斗の星辰力の量から考えると、針の穴にロープを通すような感じだろうか。土台、無理がある。

（まずい……！　さすがにこれ以上は……！）

　遥の斬撃が一層疾はやさと鋭さを増していく。こちらの動きを完全に読み切ったのだろう。

　遥の記憶にある頃からすれば大きく成長しているものの、遥は綾斗に天霧辰明流を教えた師の片割れなのだから、それも当然か。

　綾斗も遥の太刀筋は嫌というほど知っているはずなのだが、速度の面でこうも圧倒されては対処もままならない。

「くっ……！」

　遥はるかの切っ先が制服を裂き、細かな傷が血を滲にじませる。

　本気の立ち合いとはいえ、訓練には違いない。遥も最後の一線では手加減をしてくれるだろうし、綾あや斗との星辰力プラーナであれば通常の煌式武装ルークスの斬ざん撃げきならそうそう大きな怪け我がにはならないだろう。

　とはいえ、ここで負けてしまうようでは、綾斗の剣がオーフェリアに届くことはない。

　ましてやその先──あの《処刑刀ラミナモルス》に勝つことなど。

（負けるわけにはいかない……！）

　負けたくない。

　そう強く念じた瞬間、手にした《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》から何か意志のようなものが伝わってきた。

「これは……！」

　言葉ではない。

　あくまで意志そのものだ。

　それは怒りにも似た感情だった。

　不本意。不愉快。綾斗に向けられたのは、そういった類の感情だ。

（一体何がそんなに……）

　綾斗は戸惑いながらも、更にその真意を探る。

《黒炉の魔剣》は綾斗の何がそれほど気に入らないのか？

　少なくとも綾斗は《黒炉の魔剣》と真しん摯しに向き合ってきた、と、そう自負している。敬意を払っているし、信頼もしている。

　だからこそ、今までも《黒炉の魔剣》は綾斗に力を貸してくれたはず。

　なのに──

「っ！」

　いや、違う。

　その時、頭の中で何かが繫つながった。

　そうか。逆なのだ。

《黒炉の魔剣》が綾斗に──使い手に求めていたのは敬意でも信頼でもない。

　そうしたものを超えて、ただ一振りの剣として扱うこと。

　それを悟ると同時に、声のようなものが綾斗の脳裏に響いた。




　──それでいい。




　するとまるで《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》自身が導くように、綾あや斗との星辰力プラーナがウルム＝マナダイトと融合していく。

「はあああああああああああああああああああああああ！」

「おおっと……っ！」

　綾斗がその手に握った《黒炉の魔剣》を薙なぎ払はらうと、遥はるかは驚いたような表情で後ろに飛とび退のいた。

「お見事。さすがはあたしの弟だね」

　そして、誇らしげにそう言って光刃が両断された煌式武装ルークスを発動体へと戻す。

「……お蔭かげ様さまで」

　綾斗の手にある《黒炉の魔剣》の大きさは、およそ二尺四寸といったところか。サイズもそうだが、自分でも驚くほどに手に馴な染じむ。

　遥の封印も諸もろ共ともに焼き斬きってしまったようだ。

「綾斗は優しいから、きっと意志を持っている《黒炉の魔剣》にも人と同じような距離で接していたんだろうなって、すぐにわかったよ。でも、その子が求めているのはそうじゃないんだよね」

　遥は優しさと厳しさの同居した目で、綾斗と《黒炉の魔剣》を交互に見やった。

「もちろん敬意を払わない輩やからには触らせもさせないんだけど、その上でしっかりと剣としての矜きよう持じを満たしてくれる使い手。そういう人間になら、《黒炉の魔剣》から力を貸してくれるはず」

「わかっていたなら、教えてくれればよかったのに」

　綾斗の恨うらみ言を、遥は腰に手を当てて苦笑で受け流す。

「もー、それじゃ意味がないでしょ。自分で気が付くことが大事なんだから」

　よくわからないが、そういうものなのだろうか。

「でも、これでようやく準備が整ったかな」

「え……？」

　なんのことかと思っていると、遥は壊れたものとは別の煌式武装の発動体を取り出して起動した。先ほど二刀流で闘った際に使ったものだろう。

「実家に帰った時にね、お父さんに許しをもらってきたの。お父さんも、今の綾斗ならいいだろうって」

「ちょ、ちょっと待ってよ、姉さん。なんの話？」

　綾斗には遥が何を言っているのかさっぱり理解できない。

「綾斗、あなたは知らないと思うけど……天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう剣術には奥伝の先があるの」

「っ!?」

　奥伝よりも先の技など確かに聞いたこともない。

「天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう剣術の奥伝は、あくまで戦場で生き抜くための技術であり、いわば乱戦を想定した技がほとんどでしょ？」

「それは……だって天霧辰明流の成り立ちからいえば当然じゃないか」

　介者剣術である天霧辰明流は本来鎧よろいを着込んだ状態で戦う技なのだ。

「そうね。でも……天霧辰明流の技は必ずしも開祖から受け継がれてきた技が全すべてではないということよ」

　遥はるかはそう言うと、ゆっくりと剣を構える。

「──綾あや斗と、今からあなたに天霧辰明流剣術の極伝を授けます」





エピローグ







　──そして、冬。




「ふぅ……まったく、この子の性格の悪さにはいつになっても慣れませんね」

　まだ夜も明けきらぬ内に《パン＝ドラ》の悪夢で目を覚ましたクローディアは、シャワーでその残ざん滓しを洗い流してきたところだ。

　真実に辿たどり着ついて以来、《パン＝ドラ》の悪夢は苛か烈れつさを増している。具体的に言えば、クローディアを殺す者の中に綾斗が現れるようになったのだ。笑えるくらいに作為的で、その下劣さには感動さえ覚える。

　ただ、それで今のクローディアの心が迷い動じることは些いささかもなかった。

　すでにクローディアにとって、悪夢は多少の痛みを伴う雑音に過ぎない。

「あなたにはまだ役立ってもらわねばなりません。それまではお付き合いしますとも」

　ベッドに腰掛け、乾かした髪をゆっくりと編み込みながらそうつぶやく。揺るがぬ気持ちを、形にするように。

「しかし……結局間に合いませんでしたか」

　窓の外に目をやれば、東の空からは白々とした光が夜を駆く逐ちくし始めていた。

　あれが中天に差し掛かる頃には、今シーズン最後の《星武祭フエスタ》が幕を上げる。

「皆さんの健闘を祈りましょう。……今はまだ」

　クローディアたちの努力が無駄だったわけではない。

　少なくとも、《処刑刀ラミナモルス》の正体に関してはほぼ絞り切れたと言っていいだろう。

　だが、まだ証拠がない。

　それに、もし本当に彼が《処刑刀》なのだとしたら、銀ぎん河がは更に面倒な立場に追い込まれることになる。何しろ彼はほとんど名目上とはいえ銀河の幹部なのだから。それでいながら《星武祭》の運営委員長という立場は、銀河が独断でその処遇を決めることができない。イザベラもさぞ頭が痛いことだろう。

　そして一番の問題は、《ヴァルダ＝ヴァオス》の消息は摑つかめないままだということだ。銀河にとって最優先事項は《ヴァルダ＝ヴァオス》の回収ないしは破壊であり、あくまで《処刑刀》はその付属品に過ぎない。《処刑刀》を捕らえたとして、《ヴァルダ＝ヴァオス》を取り逃がしてしまえば意味がないのだ。

「もっとも、それはあくまで銀河の意向ですけど」

　クローディアはそう言って、くすりと笑う。

　いずれにせよ、《処刑刀》がこれからの二週間で何かしら行動を起こす可能性は高いだろう。これまでの調査結果からも、それは容易に推察できる。問題はどのタイミングで何を仕掛けてくるのか、だ。

　どうせろくなことではないだろうが。

「……いずれにせよ、今回の《王竜星武祭リンドブルス》は内も外も随分と荒れるでしょうね」

　だとしたら、せめて外の波乱はクローディアが少しでも抑えてみせよう。

　髪を編み終えたクローディアは、改めてそう決意しながらバスローブを脱いでドレッシングルームへと向かった。





　　　　＊






「なんと……もう朝とは」

　星せい導どう館かん学園港湾ブロック、煌式武装ルークス開発施設の専用ラボ。

　何気なく時間を確認した紗さ夜やは、そこで初めて夜が明けていたことに気が付いた。

　ちらりと視線を部へ屋やの隅に向けると、後輩であり助手でもある九く頭ず鞍くら鵺ぬえ子こが白衣に包くるまって安らかな寝息を立てている。今回の新型煌式武装開発にあたっては、彼女の力が不可欠だった。紗夜はあまり積極的に他人と交流を持つほうではないが、綾あや斗とたちチーム・エンフィールドの面々を除けば学内でほぼ唯一親交のある人物と言えるだろう。

『なんだ、まだやっておったのか』

　そこへ紗さ夜やの父親である創そう一いちが突如として姿を現した。

　といっても、ホログラフだが。

『効率的にも徹夜はあまり褒められたものではないぞ。第一、今日は《王竜星武祭リンドブルス》の初日だろうに』

「最終調整をやってただけ。それに私は別に今日試合があるわけじゃないから大丈夫」

　紗夜はそう言うと、ラボの中央に鎮座する巨大なホルダーに視線を向ける。その中に収められているものこそ、紗夜が創一や鵺ぬえ子こと共に開発した新型煌式武装ルークスだ。

『しかし、我が娘ながらおまえの才覚には驚いたわい。やはり星せい導どう館かんへやったのは正解だった。成長したのう、紗夜』

「ふふん」

　父親に褒められ、えへんと胸を張る紗夜。

『あとはもう少し外見も成長してくれれば、綾あや斗とくんも喜ぶだろうに』

「……そんなことはない。これでもすくすく育ってる」

『どこが？』

「……髪、とか」

　実際、紗夜の髪は随分と伸びている。

『……はぁー』

　わざとらしく溜ため息いきを吐つく父親の脛すねに蹴けりを見舞うものの、ホログラフなので当然すり抜けるだけだ。

　ちなみに髪を伸ばし始めたのは『そのほうが可愛かわいいしきっと天あま霧ぎり先輩もぐっとくるっすよ！』という鵺子の言葉があったからだが、個人的にも結構気に入っている。

『で、今更ながらになんでこんなとんでもない煌式武装を作ろうと思った？　《星武祭フエスタ》で勝つだけならばここまでのものは必要あるまい。実際、途中で更に出力を上げようなどと言い出さなければ、予定通りに完成しただろうに』

「……私たちが《鳳凰星武祭フエニクス》準決勝で負けたのを知っていてそれを言う？」

『う……！　い、いや、それはだな……』

　言葉に詰まる創一に、紗夜は思わず苦笑する。

　確かに、最初はあの擬形体パペツトにリベンジすることが目的だった。アルディの防御障壁を想定し、それを正面から打ち破やぶる破壊力を求めて。

　ただし途中で設計を変更したのは、綾斗たちの一件があったからだ。

　どうやら綾斗はまた厄介な相手に絡からまれているらしい。それも相当な強敵に。

　綾斗と遥はるかの二人がかりで倒せない相手なのだから、武器はいくら強くてもいい。

　綾斗の敵は紗夜の敵だ。遥の命を人質に取るような相手に容赦はいらない。

「さて、そろそろ一度部へ屋やに戻って支度をしないと。さすがにこの格好じゃまずい」

　紗さ夜やはそう言って自分の身長よりも大きなホルダーをよいしょと背負う。

『おう、気をつけてな』

　見送る創そう一いちにぐっとサムズアップで応えると、紗夜は部屋を後にした。





　　　　＊






　霧に包まれた湖岸沿いの歩道を、トレーニングウェア姿の綺き凛りんは一人で走っていた。

　東の空が白々と明るんできたが、まだまだ冬の朝の空気は冷たく寒い。

「はっ……はっ……！」

　一定感覚の呼吸を乱すことなく、ただ無心で足を動かす。ポニーテールに結んだ銀色の髪が、その名の由来通り左右に揺れる。

　綾あや斗との父である正まさ嗣つぐと立ち合って以来、綺凛は鍛錬を専ら基礎訓練に絞っていた。

《獅鷲星武祭グリプス》に向けて訓練に励んでいた去年は、当然ながら連係などに重点を置いていたため、こうして一人で黙々と汗を流すということは久しくなかった。

　もちろん今も綾斗たちと実戦的な訓練を行うことはあるが、大半は基本の型を一人で繰り返し繰り返し磨く日々だ。

　結局のところ、綺凛の求める強さとはそういった道の先にあるのだとわかったから。

　それでもこうして湖岸の道を走っていると、《鳳凰星武祭フエニクス》以前の日々を懐かしく思い出したりもする。

（あの頃から、わたしはどれだけ先に進めたのだろうか……？）

　そういう時、綺凛は必ずそう自問自答してしまう。

　新たな技を得て、肉体的にも精神的にも成長した。剣士として、人として、あの頃の自分より格段に強くなった。

　それはわかる。

　だが、それでも世の中はままならないことばかりで、大切に想おもう人の力にさえなれていない。

（もう、《王竜星武祭リンドブルス》が始まってしまうというのに……！）

　綺凛は悔しさに奥歯を嚙かみ締しめたが、すぐにはっと我に返ると心を落ち着かせる。

　……そうだ。きっとまだ間に合う。

《王竜星武祭》の開催に合わせて、クローディアとヘルガも新たな作戦を動かすらしい。

　ならば綺凛にできることは、ただ刃を研ぎ澄ませるだけだ。

　刀とう藤どう綺凛という、刀の刃を。

「はわっ……!?」

　と、考え事に気を取られていた綺き凛りんは、歩道の端から突然現れた猫を避けようとして、思い切り躓つまずいてしまう。

　転倒こそしなかったものの、リバランスがやや遅れたのはいただけない。

　理由は……また少し、胸部に余計な錘おもりが付いたせいだろう。

「別にここは、もうこれ以上成長しなくてもいいんだけどなぁ……」

　以前似たようなことをつぶやいた際には、隣にいたユリスと紗さ夜やから見たこともないような目付きで睨にらまれたことを思い出す。その時は更にクローディアがまぜっかえして、綾あや斗とがそれを止めようとして……。

　綺凛は自分でも知らない内に頰ほおを緩ゆるめていた。

　自分だけじゃなく、みんながみんなを思いやっている。

　──だから、きっと大丈夫だ。





　　　　＊






「……ああ、無事届いたぞ」

『わーい、《王竜星武祭リンドブルス》に間に合って良かったです！』

　空間ウィンドウの向こうでは、すっかり可か憐れんな少女に成長したフローラが──それでもまだまだ子どもらしい純朴な笑え顔がおで嬉うれしそうに手を叩たたいている。

　ユリスの手元には、昨日届いたばかりの小包が開けられていた。

　中に入っていたのは、羽のような可愛かわいらしい髪留めだ。

『孤児院のみんなからの贈り物です！　姫様が優勝できますようにって！　子どもたちもシスターも陛下も、リーゼルタニアの人たちはみんなみーんな姫様を応援してますから！　がんばってください！』

「……ああ、ありがとう」

　ユリスは俯うつむき、涙を堪こらえながらかろうじてそう言った。

『姫様……？』

「いや、なんでもない。気にするな」

　顔を背けて心を静めてから、改めて空間ウィンドウ越しのフローラに向き直る。

「皆の気持ち、確かに受け取った。見ているがいい、必ず優勝してみせるとも」

　果たして今の自分は上う手まく笑えているだろうか。彼女たちの中にあるユリス＝アレクシア・フォン・リースフェルトらしくいられているだろうか。

『あい！　信じてます！』

　フローラの無む邪じや気きな笑顔が殊更に眩まぶしく、ユリスは目を細めた。

「では、またな」

　ユリスはそう言って通信を切ると、深く大きく息を吐く。

　そして両手で自分の頰ほおを叩たたくと、プレゼントされた髪飾りを手に鏡の前に立ち、髪を結わえる。

　どうすればいいのか。

　結局、結論は出ないままだ。オーフェリアと、綾あや斗とと、遥はるかと。

　迷いは晴れず、そのことを考えただけで選択することへの恐怖が湧わき上がってくる。

　どれだけ悩み苦しんでも、現実は変わらない。

　嫌でも決断しなければならない時が近付いている。

「だが、その時までは……迷いぬいてやるぞ、運命とやらめ」

　そう易やす々やすと諦あきらめ従ってなどやるものか。

　髪を結い終えたユリスは引き出しからハンカチを取り出すと、それを強く胸に抱きながら、鏡に映った自分自身にそう誓った。





　　　　＊






　朝焼けがアスタリスクから霧を追い払い始める頃合、綾斗は星せい導どう館かん学園の正門前に立っていた。

「おはよう、綾斗」

　そこへ薄れ行く霧の中から現れた遥が、優しく笑いかけてくる。

「おはよう、姉さん」

「ごめんね、こんな朝早く呼び出しちゃって。でも、あたしは敷地内には入れないし、今日は応援にも行けないと思うから……一応、直接応援の言葉を伝えておきたくって」

　すっかりその制服に馴な染じんだ遥は、すでに立派な星猟警備隊シヤーナガルムの一員だ。

　何しろ今度の《王竜星武祭リンドブルス》は史上空前の盛り上がりを見せており、押し寄せる観光客たちでホテルはどこも満室状態。まだ開幕さえしていないのに、トラブル発生件数はすでに前回のそれを上回っているらしい。ただでさえ手が足りない警備隊としては、それこそ猫の手も借りたいくらいだろう。

　それに加えて、遥とヘルガは《処刑刀ラミナモルス》関連の捜査も続けているのだ。

「いいよ、ちょうど早朝訓練も終わって身支度を整えてたところだったし」

「そっか……って、ちょっと待って」

「え？　な、なに……？」

　遥はぐっと身みを乗り出すと、まじまじと綾斗の顔を見つめてくる。

「うーん、《鳳凰星武祭フエニクス》も《獅鷲星武祭グリプス》も、試合映像を見た時から思ってたんだけど……綾斗はもう少しこう身だしなみに気を使ったほうがいいんじゃないかな」

「そ、そうかな……？」

　まあ、確かにあまり気にしている部分ではない。

「せめてこう、髪型くらいは……ほら、ちょっと貸して」

　遥はるかはそう言って、わしわしと両手で綾あや斗との髪を整える。

　そう言えば以前ユリスにも、この場所でこうして寝癖を直してもらったことを思い出した。もう随分と昔のような気もするし、ついこの間のような気もする。

（ユリス……）

　綾斗が《王竜星武祭リンドブルス》に出場することを伝えてから、ユリスは綾斗と──いや、クローディアや紗さ夜や、綺き凛りんたちとも距離を置くようになった。もちろん顔を合わせれば挨拶くらいはするが、一緒に昼食を摂とったり訓練をしたりすることはもう随分とない。

　何か理由があるのは間違いないだろう。おそらく《王竜星武祭》に絡からんだことで、どうしても譲れない理由が。

　たとえば綾斗にとって遥の命がかかっているように。

　そしてそれを相談してこないということは、つまり相談できないということだ。

　だとしたら、綾斗は──

「こら、なんて顔してるの」

　と、そんな考えが顔に出ていたのか、遥が両手で綾斗の頰ほおをぐにっと挟む。

「これからグランドスラムに挑もうって子がする顔じゃないぞ」

「姉さん……」

　遥は両頰に手を当てたまま、ただ一言諭すように言った。

「──大丈夫」

　ただそれだけで、ほんの少しではあるが肩が軽くなる。

「絶対になんとかなるよ。あなたも、あたしも……ユリスさんも」

「……うん、わかってる」

　遥は絶対に、『自分のせいで』とは言わなかった。それを口にしてしまえば、綾斗が余計に辛つらく思うことを知っているからだ。

「じゃあ……がんばってね、綾斗」

　だからこそ遥はそう言うしかない。

「ああ、がんばるよ」

　同じく綾斗も、そう答えるしかなかった。




　──今は、まだ。





あとがき




　こんにちは、三み屋や咲ざきゆうです。

　まずは十二巻の刊行が遅れてしまったことをお詫わびいたします。本来ならばもう少し早くお届けできる予定だったのですが、私の力不足もありまして、十一巻から一年も空いてしまうことになりました。申し訳ございません。

　また、外伝二巻のあとがきでも触れましたが、今年に入ってからイラストを担当していただいているｏｋｉｕｒａさんの体調が芳かんばしくなく、一時はイラストなしでの刊行も打診されたほどです。とはいえ担当編集氏との協議の末「やはりアスタリスクにはｏｋｉｕｒａさんの絵が必要であり、ファンの方々もそれを望んでいるだろう」との結論に至り、結果として皆様をお待たせしてしまうことになりましたが、こうして無事ｏｋｉｕｒａさんの素晴らしいイラストと共にお届けすることができました。

　特に今回からはメイン陣が進級に合わせて少しイメージチェンジをしている都合上（これまでもシーンに合わせてちょこちょこ服装や髪型を変えたりはありましたが、一度に全員というのは初めてですね！）、改めてｏｋｉｕｒａさんにはそのデザインを起こしていただくことになったので、そのご負担もあったかと思います。その分、一層可愛かわいらしくなったヒロインたちとよりかっこよくなった綾あや斗とを頂戴することができ感謝感激です！

　さて、本編の内容にも少しだけ触れておきましょう（ネタバレ注意です）。十一巻が綺き凛りんの話だとすれば、この十二巻は遥はるかの話と言えるでしょう。今まで回想でしか出てこなかった遥の魅力を少しでも感じていただければ幸いです。なお、遥の過去話はきっちり描写していると単行本一冊くらいになってしまうので、あくまで概要を語るだけに留とどめておきました。機会があればどこかで発表したいものですが、綾斗たちの物語である今作では少々余談に過ぎるので。逆に、マディアスと朱あか莉りの話はアスタリスクのメインストーリーの根幹に触れる話なので、もう少しだけ続きます。次巻からはいよいよ《王竜星武祭リンドブルス》が開幕し、これでもかとバトル満載になる予定です。過去の強敵たちと新たな強敵たちが入り混じる《星武祭フエスタ》の集大成、どうぞご期待くださいませ。

　それと先日アプリ『学戦都市アスタリスクフェスタ　煌きらめきのステラ』がサービス終了となりました。遊んでくださった皆様と、スタッフの皆様に改めてお礼を申し上げます。

　最後になりましたが今回も多くの方に助けていただきました。

　担当編集になったＯ氏、冬ふゆ香かの京都弁を監修してくださったＳ女史、編集部の方々、アニメ関係の方々、ゲーム関係の方々、そしていつも応援してくださる読者の皆様に最大のお礼を申し上げたいと思います。

　それではまた次巻でお会いできることを願って。


二〇一七年七月　三屋咲ゆう














































　著者

　三屋咲ゆう（みやざき・ゆう）

　　東京都在住。２月12日生まれ。

　　好きな属性は眼鏡。




　　大変お待たせしました。『学戦都市アスタリスク』、第十二巻です。

　　今回は過去に関するお話が多目になっておりますが、それも未来（次の巻）へと繫ぐため。

　　どうぞご理解をば。




　イラストレーター

　okiura（オキウラ）

　　12巻からキャラデザを一新したので、作業的にほぼ新作と変わらない状態になってて心機一転で新鮮な心境です。

















　　カバー・口絵・本文イラスト／okiura

　　装丁／伸童舎
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